
所見　本住居や周辺の遺構からは，鉄淳や鍛治炉壁等が少なからず出土しており，集落内で鍛冶関連の手工業

が行われていたことが推測される。廃絶時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

第1531号住居跡出土遺物観察表（第152図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

17 9 土 師 器 椀 － （2 ．4） ［ 7．1］ 雲 母・長 石・赤 色粒 子 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 ， 高 台 貼 り付 け 中 央 部 下 層 30 ％

18 0 土 師 器 椀
－

（2 ．0） ［ 7，6］ 雲母 ・長 石・赤 色粒 子 橙 普 通 底 部 高 台 貼 り 付 け 後 ， ロ ク ロ ナ デ 南 西 部 中 層 10 ％

1 8 1 土 師 等 整 ［23 ．6］ （5 ．0）
－

雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 赤 褐 普 通 休 部 内 外 面 へ ラ ナ デ 西 部 床 面

18 2 灰 粕 陶 器 長 頸 瓶 （4．5） 黒 色 粒 子

灰 自 ・

オ リ ー ブ 黄

良 好 頚 部 ロ ク ロ ナ デ 中 央 部 下 層 猿 投 産

T P l O 須 恵 器 大 喪 － － － 長 石 灰 良 好 外 面 平 行 叩 き ， 内 面 無 文 の 当 て 具 痕 覆 土 中

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 壷 材 質 ・胎 土 特　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P l l 不 明 （13 ．2 ） （6 ．4） （2．9 ） （119．3） 長 石 ・石 英 橙 色 ， 十 字 状 の 隆 帯 貼 り付 け ， 瓦 塔 の 一 部 ヵ 南 西 部 下 層

M 4 1 釘 カ （8 ．2） 0 ．8 0．7 （15．6） 鉄 断 面 方 形 の 棒 状 ， 片 側 が わ ず か に 細 る 西 部 中 層 P L 8 1

M 4 2 不 明 （3．5） （ 1．1） 0．6 （4．3） 鉄 片 側 が 幅 広 に な る棒 状 ， 雁 文 数 ヵ 覆 土 中

第1532号住居跡（第153図）

位置　調査区中央部のT8f4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1534号住居跡を掘り込み，第91号堀に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，暗褐色を呈した床面の広がりをもとに東西軸3．00m，南

北軸1．35mほどが確認され，平面形はN－10－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。

床　ほぼ平坦で，西壁際から中央部にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に付設されている。火床部が確認されただけであり，付近の床面にはわずかに粘土粒子や砂

粒が散在している。火床面は北壁ラインの外側に位

置し，赤変硬化している。

埴土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒褐色　焼土ブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　床面が露出した状態で検出されたため，確認

されなかった。

遺物出土状況　土師器片9点（小皿2，杯1，嚢6），

須恵器片3点（嚢3）が出土している。

所見　時期は，土師器小皿が出土していることから，

10世紀以降と考えられる。
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第1533号住居跡（第154図）

位置　調査区中央部のT8f4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1534号住居跡と第182号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南北軸は3．00mで，東西軸は両端部が撹乱を受けているため，3．15mほどと推測される。平面形

は方形で，主軸方向はN－20－Eである。また，残存する壁の高さは5～10cmほどで，壁は外傾して立ち上

がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は，南壁際の一部と北壁際で認められる。

竃　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで90cmで，壁外への掘り込みは55cmほどであ

る。天井部・袖部は遺存せず，火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面がわずかに赤変している。

また，煙道は外傾して立ち上がっている。

ピット　4か所。Pl～P4は主柱穴に相当し，Plは撹乱を受けているために本来の深さは不明で，その他

のピットの深さは10～26cmである。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土眉解説

1　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

A一一‥・・二二

ll

A II
一二」＋＋Jl

lI

∴守
り　＼

ll

二∵‥　．‾

ニ

、ニー－ニーここここ．＿＿＿

こ　　l－Tl　‾－．‾ニ　ー1

了し′

ノ

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量
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7　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・粘土ブロック少量　　　　9　黒褐色　ロームブロック少量

8　暗褐色　ロームブロック少鼠　焼上粒子・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片71点（杯の椀28　嚢e甑墟）須恵器片1点　杯娠　嚢勘　長頸瓶1短頸壷自　砥

石l点が竃付近と南東部から多く出土している。183は竃手前の床面，184は東壁際の床面タ185は壁構内から

出土している。また，中央部南寄りの床面上には焼土の広がりが確認されており，火災に遭ったことが推測さ

れる。

所見　廃絶時期は，供膳則二日肺器と須恵器が混在していることから．9世紀後葉から10世紀初頭と考えられ

る。

第鼠533号住居跡出土遺物観察表（第154回）

番号
種 別 i‾：蒜‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾蒜

＝径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

183
土 師器 i 椀

［15．0］ （2．6） － 長石・石英・赤色粒子 にぷ い褐 普通 休 部内 面へ ラ磨 き 竃 手前床 面

184
土師 器 i 椀

［14 5］ （2．5） － 圭母 ・長 石・右奥 橙
i普 通

体 部内面 へ ラ磨 き
！東壁 際床 面

185 i 土師 可　 視 l
i

恒 9）
［7．1］ 雲母 ・長 石・石 英 にぷ い赤褐 高 融 納 付け後 ， ロクロげ 壁溝 覆土 中

！
［

18 6 ＼ ［9．0］ 白 ．2）

i

緻 密
灰 自 ・

オ リー ブ黄

良好 ＝縁 部迫 クロナ デ言 内面 自然 粕 P l 覆土 中

18 7
越 短頚 壷

－ （6．9） ［16．0］ 雲 母 ・長石 ・石 英 黄灰 普通 休部 下端 回転 へ ラ削 り 北壁際 下層 10％

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 撃 材 質 ・胎 土 特　　　 徴 肛土位 置 備　 考

Q 8 砥石 （7．7） 5．4 2．4 （89．9） 凝 灰岩 紙面 4 面 ，中央 部折損 北 西部床 面 P L 7 6

第蟻鍼考住居跡（第155図）

位置　調査区中央部のT8e4区に位置し∴平班な台地の縁辺部に立地しているご

重複関係　第1532e1533号住居と第182号掘立柱建物，第91号堀，第1456号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は7．70mで，南北軸は第91号溝に掘り込まれているために6．65mだけが確認されており，

N－30－Wを主軸方向とする方形または長方形と推定される。北壁の高さは5cmほどで，外傾して立ち上が

っており，その他の壁の立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。また，壁溝は確認された壁際を巡っている。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで120cm，袖部幅105cmほどである。天井部は

遺存せず，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面

を使用し，火床面が赤変硬化している。また，煙道の立ち上がりの様子は判然としない。

竃土層解説

1　黄　褐　色　砂粒・粘土粒子中量

2　褐　　　　色　砂粒・粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　にぷい黄褐色　焼土ブロック・砂粒・粘土粒子少量

4　暗　褐　色　廃土ブロック・炭化物・砂粒0粘土粒子少量

5　灰　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，砂粒・

粘土粒子微量

色
色
色
色
色
色

褐
褐
誓
…
…

黒
赤
灰
窯
灰
暗

6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
　
1
1

ぽッ紅　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し言莱さは31－34cmである。

焼土ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子中量

焼土ブロック・炭化粒子0砂粒・粘土粒子少量
砂粒・粘土粒子微量

砂粒・粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量
焼土ブロック・砂粒・粘土粒子中量

P5は深さ21cmで，性格は不明であ

る。

尊皇　4層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　3　褐　　　　色　ロームブロック・砂粒・粘土粒子中量，焼土ブロック少量

2　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量　　4　黒　褐　色　砂粒・粘土粒子中量，ロームブロック・廃土ブロック少量
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遺物出土状況　土師器片128点（杯19・要・甑109），須恵器片26点（杯16，嚢・甑10），灰粕陶器片1点（不明），

鉄鎌ヵ1点が出土している。覆土が薄いために残存率の低いものが多く，特に土師器嚢は細片のみである。

188・190はいずれも北部の床面から若干浮いた状態で出土している。また，191は竃内の撹乱部分から出土し

ている。

所見　本跡は覆土が薄く，また他の遺構との重複も多いため，出土遺物が本跡に伴うとは断言できない。出土

土器に従えば8世紀後半頃に廃絶されたと考えられるが，詳細な時期は不明である。
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第15封号住居跡出土遺物観察表　第相国）

番号　 種　 別 器　 種 日経 底径 胎　 土
i

色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

相中 須恵 器 杯 ［14．8］ 5．0 ［8．6］ く 普通 底部 一方向 のヘ ラ削 り 北 部下層 火樗痕 ，3柄 ，

189　 須恵器 ！ 杯 ［13．0］ 4．3 8．4 雲 母・長右 ・石英 灰 黄褐 普通 底部 回転へ ラ切 り後 、多方 向のヘ ラ削 り 東 壁際下 層 火樺痕，30いく，

190　 須恵器 杯 － 藍　2．7） ［9．0］ 長石 灰 普通 底部 多方向 のヘ ラ削 り 北 部下層 1硝 ）

i

i

反 日 や

灰オ リー ブ
19 1 灰粕 陶器 皿 カ 1．8 黒色 粒子 i

良好

＝縁部 ロ クロナデ 竃 覆土中 猿投 産

192　 土 師器 滅
：滋己

［2 2．7］ 白 ．7） － 雲母 ・長 石・石英
！

にぷ い橙 普 通 け縁部横 ナデ 南部 床面

番号 器　 種 長 さ 幅 坦
材質 胤 つ　　　　　 特　 徴

出土 位置 備　 考

M 4 3 鎌 （4．5） （2．1） 0．2 （5．7）
鉄 i刃 部の破 片誹 側 の幅が狭 くなる

北 部床 面 PL 8 1

第餞3号住居跡　第蟻図）

位置　調査区中央部のS8g2区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸Ll．OOlll．鯨油3．75111ほどの着十歪んだ方形で，工軸方向はN一丁（う0－Eである。壁高は16、18

mで，各壁とも外傾して立ち上がっている．こ，

床　若干凹凸がありタ　竃手前から中央部にかけてよ　踏み固められてお酌　壁藩が周回している。

竃　東壁のほぼ中央部に付設きれており，規模は焚＝部から煙道部まで85川である．、、天井部・袖部は遣存せず，

右袖部の想定される位置にその痕跡が若十認められる、、火床部は．15mほど掘りくぼめられた部分にローム工を

理め扇して使用しており，火床面が赤変硬化している、、煙道は．外傾して緩やかに立ち上がっている．二、．

竃土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ロームブロック・炭化粒子0　　　　　4　極暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒中量タ　ローム粒子さ炭化物少量

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　ロームブロック。砂粒少量　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロックの炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子も砂粒少巌
紗

炉　2か所．！炉1は中央部に付設きれ．長径62m1，短径ごノ′15elllの楕llJ彬を呈しており，長径方向を住居の主軸と

同一にしている。炉2は東壁際の北寄りに位置しておりタ　長径65C恥　短径43cmの楕円形を皇している。いずれ

も深さ5cmほどのIllL状を呈した地味炉である、、、また．炉2の北東側には棒状の雲母片告が直立した状態で据え

られており，被熱している。

炉土層解説（炉1・2共通）
1　暗赤褐色　焼土ブロック中巌，ロームブロック・炭化粒子少量　2　暗赤褐色　焼土ブロック多義，ローム粒子少量

覆土　8層からなl主　ブロック状に堆積した人為堆積であるこ

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　5　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　廃土ブロック・炭化物微量　　6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少鼠　炭化物微；ii：

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量　　7　極暗褐色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化物少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　8　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　十師器片275点（小111L上　林・施46，慧・甑228㌦　須恵器片1点，文脚1点（雲母片岩十　鉄釘

カ1＿点，不明鉄製品1点が出上している言貴物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である、＿－　また，

竜内からも土器片がまとまって出上しており，200～203はいずれも電内から破片の状態で出土しているこ　また，

M44は酋壁際の床面から出土しており，本住居に伴うものと考えられる。

所見　電内から出上した‖器片の破断面は摩滅しておらず，被熱痕も認められないことから，住居の廃絶に際

して一括投棄されたか，いわゆる「竃祭祀」のように竃内に意図して遺棄されたものが竃の崩壊と共に破損し
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たものと考えられる0これらの土器は本跡に伴うものと考えられ，廃絶時期は，それらの土器の形状から10世

紀後半と考えられる。
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第1536号住居跡出土遣物観察表　第蟻図）

番号 種　 別
】
器　 種

l
日経

l 器高
；底径

i 胎 土 ［色　 調 手 法 の 特 徴 出土位置
i 備 考

19 9 土師器
i

杯
上
し11．0］ （2．8ラ

i
［7．2］［ 棒五重薬凍 色粒了－

li 橙

r

普通
l

底部回転へラ切 り
l
中央部下層

i
10％

200
き

土師器
i 椀 巨 1掴 ］

［
5．5

i
6．4 盈抜・石英凍 色粒 rA

巨 ぷい褐
普通 底部回転へラ切 り後言軒奇貼り付け 電覆土中 55％

20 1 上師器
i 椀

［16．8］
i

6．1 ［ 7・2 雲母 にぷい褐
［

普通 底部回転へラ切 り後，高台貼 り付け 電覆 I二申
ぎ
40％

202 土師器 椀 ［10薫］
！
（3．0） － にぷい褐 普通 体部内面へラ磨 き痕有

；
電覆土中

li
10％

203 i二師器 椀 － （2．7） 6．0 雲母・石英 樟
i

普通 底部陣転へラ削 り後言 馬台貼 り付け
唇 榊

25％

204
刷 器 ！

婆 － （2．4ラ
9．日

長二五五英凍色粒 J′ぁ 灰褐 普通 底部外面へラナデ 北西部壁構内 10％

長日 幅 序 さ
材質 ・胎土 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M 44 ！ 釘カ （5・3）声 ・4 i ot4 i（4・2）
鉄 断面方形の棒状，中位で屈軋　 …一一一一端が細る 西壁際床面 PL8ユ

望 …！ 不明 は 射 は 3）恒 ． 恒 ．5）
鉄 均一・な厚さの板状

ト洩 部上層

第瑠53ア考住居跡（第157砂158回）

位置　調査区中央部のT8a4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　長軸3．95111．毎t軋〕．30111ほどの長方形で．闘両方向はN－100J－Eである、－．壁高は1十王Hcmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平川で、中央部がよく踏み国められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで106cmである。天井部は崩落しており，袖

部も壁面に白色粘土が貼り付けられているのが確認できるだけである。火床面は床面と同じ高さの平坦商を使

用しており，被熱して赤変硬化している。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

電土層解説

1　褐　　色　ロームブロック多鼠　炭化物少量，焼土粒子微量　　　5　褐　　色　ローム粒r中量

2　黒褐色　ロームブロック・焼LブロックつJj色粘招友子少量　　6　暗褐色　ロームブロックe焼土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロックつをi色粘L粒子少巌　　　　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロックも炭化物少量

4　暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・　　　　8　赤褐色　焼士粒子中量
白色粘土粒子少量

炉　中央部に付設されている。平面形は長径70cmほどの楕円形を皇し，住居の主軸とほぼ同じ軸線上にある。

また，掘り込みは認められず，床面と同じ高さの地床炉である。

ぽット　1か所。Plは深さ18cmで，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　3　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片231点（小皿4，杯e椀摘8，嚢e甑79），灰粕陶器片1点（長頚瓶），石製紡錘車1点，

礫1点（磨石カ）が出土している。特に，竃内及びその付近から土器片がまとまって出土しており，一括投棄

された様相を呈している。208。212は竃内から出土した破片が接合したものであり，2050206e209・Q9は

竃手前の床面や覆土下層から出土している。

所見　本跡は竃と炉を有しており，このような住居形態は第1377e1536。1553号住居など当遺跡内にいくつか

の類例が見られる。同様な例は武蔵国府内の工房群にも認められることから，鍛冶以外の手工業生産が行われ

ていた可能性がある。時期はラ　出土土器から10世紀後半以降と考えられる。
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第158図　第1537号住居跡出土遺物実測図

第1537号住居跡出土遺物観察表（第157・158図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

卜　　　　　　　…→

番サ 種　 別 器　 種 「】径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備　 考

205 土師器 小皿 7．9 2．5 5．1 長石・石英・赤色拉・‾子 橙 普通 底部回転糸切り 竃手前床面 98％．PL56

206 土師器 小皿 9．2 2．0 6．4 雲母・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 底部回転へラ切り 亀手前床面 90％，PL56

207 上帥器 小皿 ［8．9］ 2．0 ［6．3］雲母イi英・赤色粒f 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 南西部上層 50％

208 土師器 上不 15．2 （3．1） → 長石・石英 浅黄 普通 体部ロタロナデ 竃覆土中 40％

209 上師器 椀 － （3．3） 6．3 石英・長石・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転糸切り 電手前下層 30％

210 †二師器 椀
－

（2．0） 7．4 石英 にぷい橙 普通 高台貼り付け後．ロクロナデ 南西部上層 20％

211 土師器 兜 ［24．0］ （9．5） －
長斤石卦赤色終f一 橙 普通 「1縁部横ナデ 南壁際下層

212 土師器 鉢 ［21．4］ （7．3） － 長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラナデ 怒覆土中

213 灰紬陶器 長頸瓶 ［12．4］（1．1） 緻密

灰黄褐・

オリーブ灰

良好 LI縁部ロクロナデ 覆土中 続投産ヵ

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 亜＿是 材質・胎上 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Q9 紡錘車 3．9 3．7 1．1 28．5 1骨右 孔径0．6～0．7cm，側面は若干攣曲 亀手前下層 PL75

Q lO 磨石カ 7．4 6．7 1．8 141．0 安山岩 側線を磨面として使用 南壁際下層 PL77

第1538号住居跡（第159図）

位置　調査区中央部のS8a4区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地上に立地している。

重複関係　第1541号住居跡を掘り込み，第136号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南北軸は3．00mで，東西軸は床面の広がりから判断して4．10mほどであり，N－30－Eを主軸と

する長方形と推定される。壁高は遺存状態の良い西壁でも5cmほどしかなく，壁の立ち上がり具合は判然とし

ない。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁のやや西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで115cmで，壁外への掘り込みは70cmほ

どである。天井部や袖部は遺存せず，火床部は15cmほど掘りくぼめられた部分に砂粒混じりのローム土を充填

して使用され，皿状を呈している。火床面は赤変硬化しており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

奄土層解説

1黒褐色　炭化物多量，焼土ブロック中量，ロームブロック・　4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，灰中量，ロームブロック・

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物・砂粒少量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒少量　　5　暗赤褐色　ロームブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子・
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中屋，炭化粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　砂粒少量

6　灰褐色　ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化物微量

－201－



覆土　4層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中呈，焼＿Lブロック・炭化粒f少量　　3　暗褐色　ロームブロック中鼠　焼1二ブロック・炭化粒子少最

2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量　　　　4　極暗褐色　ロームブロック・焼Lブロック少意，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片78点（杯19，嚢・甑59），須恵器片12点（杯5，嚢・甑7）が出土している。遺構の

遺存状態を反映して，遺物は西側部分から多く出土している。図示した土器も，いずれも西側部分からの出土

＼』良三l

第159図　第1538号住居跡・出土遺物実測図
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所見　廃絶時期は，出トト器と重複関係から81目頭山泣葉と考えられる、、当該期からほとんどの住居が北方向を

主軸とするようになり，集落内に強い規制が働いていたものと推測される。

第1538号住居跡出土遺物観察表（第159図）

番号 種　 別
i

器　 種
i

＝ 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調
［
焼 成

i
i　　 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

2 14
！

須 恵 器 杯
】

－ （1．7 、） ［6 ．6］ 雲 母 ・長 石 ・石 英
j

灰 褐 普 通 底 部 多 方 向 の へ ラ 削 り

l

南 西 部 下 層 10％

2 15 須 恵 器 杯
－

（2．3 ） ［6 ．7］
ま桓 石

褐 灰

】

普 通 底 部 手 持 ち へ ラ削 り 北 西 部 覆 土 中
i

i

2 16 土 師 器 婆 ［20．8 ］

［
（2．3 ） －

長 石 ・石 英 樟 普 通
！
i＝ 縁 部 械 ナ デ

；

南 西 部 下 層
i

217 須 恵 器 甑 ヵ ［3且0 ］ （14．8 ） －

g
雲 母 ・長 石 灰 普 通 休 部 内 面 ナ デ 北 西 部 上 層

第相磯考住居跡　第蟻　e摘図）

位置　調査区中央部のR8j2区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

重複関係　第15－－具）号住居跡を握り込み，第15工昌月日出二握り込まれている∴．

規模と形状　長軸3．90111，鯨油3．70111ほどの方形で，巨軸方向はN－1°－Wである：．壁高は35、・15cmで，糾桂

とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ、l川tで、出人山l付近から電手前にかけてよく踏み出められており，嘩溝が周回している、、

竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚＝部から煙道部までは（．）川1，柚部幅1（う5〔mほどで，壁外への握り込

みは65cmである。天井部は崩落しており，士層断面図中の第4層が相当する。袖部は掘り残した地山を芯とし

てその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されており，内側が被熱している。火床部は地山南をそのまま使用し

て言莱さ10cmほどの皿状を皇しており，火床面が赤変硬化している。また，煙道の立ち上がり部には土師器嚢

が逆位で据えられて，支脚として使用されておi主　煙道は外傾して立ち上がっているこ

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子e粘土粒子e砂粒微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子e粘土粒子。砂粒微量

3　暗褐色　ロームブロック・廃土粒子・粘土粒子e砂粒微量

4　灰褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロックe

焼土工ブロック0炭化物少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多鼠　ローム粒子少鼠　砂粒e

粘土粒子微量

6　暗褐色　焼土ブロックの炭化物少量

7　灰黄褐色　粘土粒子0砂粒多量，焼士ブロック中量

8　黒褐色　炭化物多量，焼土粒子中量

9　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロックの炭化粒子0砂粒少量

10　暗褐色　粘土粒子8砂粒多量，ロームブロック少量

11暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

ピット　1か所。I〕1は深さ27cl11で言1十入り「摘む設に伴うピットである。

覆土　9層からなり9　各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼士粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック中最，焼士粒子0炭化粒子少量，

砂粒微量

6　褐　　色　ロームブロック多量

7　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子e炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中鼠　焼土粒子・炭化粒子も砂粒少量

9　暗褐色　ロームブロック中鼠　焼土ブロックe炭化粒子・

砂粒微量

遺物出土状況　上伸器片25宜、－：（林28．悪・甑226主　須恵器片77点（、林26，蓋1，藍・甑・壷50上　不明鉄製品

2点（整カ），石製紡錘車1点が散在した状態で出土している。231は南壁際の覆土中層から出土しており，油

煙が付着している。234は竃の支脚として使用されたもので，そのすぐ側から出土した230にも被熱痕が認めら

れることから，234の上部に重ねて支脚として使用されたものと推測される。M46は南西部の床面から若干浮

いた状態で出土している。

所凰　廃絶時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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0　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　】

0　　　　　　　　　　10cm

！　；　！

第161図　第1542号住居跡出土遺物実測図

第1542号住居跡出土遺物観察表（第160・161図）

5cm

：　；　！

番号種　別器　種L」径器高底径胎　七色　調焼成 手法の特徴 出土位‾置備　考

229須恵器杯13．8 4．66．6雲母・長石・石英灰普通底部回転へラ切り後，二方向のヘラ削り北東部中層70％．PL56

230須恵器均こ［14．2］（4．6）－雲母・長石・石英にぷい赤褐不良休部下端手持ちへラ削り 奄覆土中50％

231須恵器坤こ［129］（3，8）
－
雲一母・長石・石英窯普通休部下端手持ちへラ削り 南壁際中層油煙付着，15％

232土師器高台付杯－
（3．4）6．0雲母・長石・針状鉱物橙普通底部回転糸切り後，高台貼り付け西壁際上層50％

233須恵器短頭壷ヵ－（1．4）
［14．8］長イr 黄灰良好高台貼り付け後，ロクロナデ 中央部中層

234土師器整 （10．0）6．4雲母イi英 橙普通休部内面へラナデ，底部木葉痕 竃火床部

被熱痕．支脚

転用．30％

235士師器悪［20．6］（18．3）－雲母・長石・石英にぷい赤褐普通休部外面へラ削り，l甘面へラナデ電覆上中30％

TPll須恵器整
－ －雲母・長石・石英黄灰普通外面縦位の平行叩む　内面ロタロナデ中央部中層

TP12須恵器整
－－－雲母・長石・石英にぷい赤褐不良休部内面ロクロナデ・輪積み痕 亀覆土中

205



番号 旨語 ・種 長 さ 幅 厚 さ 盛一景： 材 質 ・胎 上 特　　　 徴 出 一一1二位．［貴 備　 考

Q ll 紡錘 車 4，4 4．2 1，9 57．0 蛇 紋岩 孔 径0，7 －0，8cm ，側 面は 若1ニ轡 仙 北 西部中 層 P L 75

M 46 聖 カ （11．8 ） 1．3 1．5 （31．2 ） 鉄 刃先部 欠損，撫 関， 先端 部に向 かって 薄 くなる l軒西 部下屑 P L8 2

M 47 竪 カ （10，3 ） 1，1 0．5 （25．0 ） 鉄 刃先部 欠礼　 撫 関， 茎部本 質付 着 中央 部 1r層 P L8 2

第1543号住居跡（第162図）

位置　調査区中央部のR8i2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1542・1549号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．30m，短軸2．40mほどの長方形で，主軸方向はN－880－Eである。壁高は12～20cmで，各

壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から毒手前にかけてよく踏み固められている。

⑥

T‾

∈二二≡I

238　　　ノ薗

第162図　第1543号住居跡・出土遺物実測図
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竃　東壁の南寄りに付設されている。袖部や天井部は遺存せず，覆土の含有物から砂質粘土を用いて構築され

ていたと推測される。火床部や煙道部の様相は，撹乱のため不明である。

竃土層解説

1褐　　　　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼I二ブロック・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒fA O焼L粒子中量，炭化粒j′－少量　　　　5　にぷい黄褐色　粘土ブロック中鼠　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　砂粒・粘上位子中鼠　焼1二ブロック少結
炭化粒子微量

ピット　上か所。Plは深さ30cmで，竃と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　　　　色　　ローム粒子多量

遺物出立状況　土師器片102点（棒・椀36，聾。甑65，三足鍋ヵ1），須恵器片53点，灰粕陶器片1点（長頸瓶）

が西側部分を中心に出土している。236は南壁際の覆土下層から，237は竃の焚口部から出土している。また，

239は中央部の覆土中層から，27射ま北西部の覆土中から出土している。

所凰　三足鍋の用途については不明な点が多いが，当遺跡においても第642号住居から同様の出土例があるこ

とから，当該期に見られる土器群の一つと推測できる。いずれも竃を有する住居跡から出土しており，しかも

被熱した痕跡は認められない。時期は，出土土器から10世紀中頃と考えられる。

第1543号住居跡出土遺物観察表（第162図）

番 号 種　 別 器　 種 ＝ 径 器 高 底 径 胎　 ＿＿上 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 肛 十二位 置 備　 考

236 土 師 器 椀 ［12 ．0］ （3 ．4） － 雲 母・長石 ・赤色 粒子 に ぷ い 赤 褐 普 通 体 部 ロ ク ロ ナ デ 南 壁 際 下 層

237 土 師 器 椀 ［14 ．4］ （4．9）
－

雲母 ・長石 ・赤色 粒子 橙 普 通 休 部 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 内 面 へ ラ 磨 き 竃 焚 口 部 10％

238 土 師 器 椀
－

（2．7 ）
－

長石 ・石英 ・赤色 粒子 浅 黄 橙 普 通 底 部 内 面 二 方 向 の ヘ ラ 磨 き 中 央 部 下 層

239 土 師 器 二足 鍋 カ
－ （9．3 ） －

雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 褐 普 通 脚 部 ナ デ 中 央 部 中 層

274 灰 紬 陶 器 ［12．0 ］ （ 1．6 ） 白色 粒 子

灰 黄 褐 ・

オ リ ー ブ 黄

良 好 ［二］縁 部 ロ ク ロ ナ デ 北 西 部 覆 土 中 猿 投 産

T P 13 須 恵 器 襲
－ － － 雲 母・石 英・赤 色粒 子 暗 赤 褐 色 普 通 外 面 横 位 の 平 行 叩 き， 内 面 ロ ク ロ ナ デ 南 西 部 覆 土 中

第瑠5朋考健腰・跡（第163図）

位置　調査区中央部のR8h3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1564・1601号住居跡を掘り込み，第1588号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．80m，短軸2．35mほどの長方形で，主軸方向はN－880　－Eである。壁高は5cmほどで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。

竃　東壁の中央部に付設されている。遺存状態が悪く，火床部だけが確認されている。火床部は床面と同じ高

さの地山面を使用し，火床面は赤変硬化している。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼士ブロック・炭化物中量，ロームブロック・　　2　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒中量

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック少量

覆土　4層からなり，各層ともロームブロックを含んでおり，人為堆積の可能性が高い。
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土層解説

1梅暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・尉ヒ粒子少量　　　　3　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片66点（杯・椀19，聾・甑47），須恵器片12点，砥石1点が出土している。遺物はほぼ

全域に散在しており，そのほとんどが細片である。そのうち図示できたものは4点で，242は竃手前の覆土下

層から破片の状態でまとまって出土したものが接合したものである。また，Q12は中央部の床面から出土して

いる。

所見　時期は，土師器足高高台付椀の出土が見られ，小皿が含まれていないことから，10世紀中頃と考えられ

る。
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第163図　第1544号住居跡・出土遺物実測図

第1544号住居跡出土遺物観察表（第163図）
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」二．コ＿．－二二」

番号 種　 別 暑1 什 日経 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 山」二位置 備　 考

240 †二師器 椀 ［14．8］ （3．2）
－

長石・赤色粒子 にぷい楕 普通 体部下端手持ちへラ削り 北西部音数上中 10％

241 1二師器 椀
－

（2．1）
－

長石・赤色粒子 橙 普通 脚部ロタロナデ 南西部臥上中

242 上師器 璽 ［21．2］ （9，3） － 雲母・長石・イ了英 にぷい樗 浮適 休部内面へラナデ・指頭痕 ・竜手前 ド層 20％

番ぢ一 器　 種 長さ 幅 厚さ 重畳 材質・胎土 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 12 砥石 8．3 4．1 2．0 65．8 凝灰岩 紙面1面，他は自然面 中央部床面 PL76
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第1545号住居跡（第164図）

位置　調査区中央部のR8g4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1564号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が削平された状態で検出されているため，暗褐色を呈した床面の広がりとピットの位置から，

N－130－Eを主軸とする長軸4．30m，短軸4．20mほどの方形と推定される。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。また，壁溝は南壁際を除いて巡っている。

竃　北壁の中央部に付設されている。火床部は深さ20cmほどの皿状を呈し，火床面が赤変硬化している。袖部

や天井部は遺存せず，覆土の含有物から砂質粘土で構築されていたと推測される。

萄土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子・炭化物中量，ロームブロック・砂粒少量　　3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化物・灰少塁，
砂粒微呈

ピット　1か所。Plは深さ23cmで，竃と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，含有物やレンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子∵少量，壌土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片48点（杯2，嚢46），須恵器片4点（杯）が出土している。遺物はほぼ全域に散在し

ており，そのほとんどが細片である。そのうち図示できたものは3点で，244はPl内から，245は壁溝内から

出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉ないし中葉と考えられる。

第1545号住居跡出土遺物観察表（第164図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

24 3 上 師 器 杯 ［12 ．0］ （ 1．9） － 長 石 ・赤 色 粒 子 橙 普 通 口 縁 部 横 ナ デ 南 部 床 面

24 4 須 恵 器 珂こ ［14 ．8 ］ （1．5 ）
－

長 石 ・石 英 尿 普 通 休 部 ロ ク ロ ナ デ P l 覆 土 中

24 5 土 師 器 斐 ［2 1．4 ］ （2．4 ）
－

雲 母 ・長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 目 線 部 横 ナ デ 壁 溝 覆 ．1二申

第1548号住居跡（第165図）

位置　調査区中央部のR8i3区に位置し，束に若干傾斜した台地上に立地している。

規模と形状　壁の立ち上がりは北壁の一部と西壁で確認されただけであり，竃の位置と床面の広がりからみて，
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N－P∴Eを主軸とする長軸3．40m，短軸3。25mはどの方形と推定される。残存する壁の高さは4cmで，壁の

立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。また，壁溝は北壁際で認められる。

篭　北壁の中央部に付設されており，袖部幅は95cmほどである。袖部は芦　掘り残した地山を芯としてその周囲

に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部の南半部分と焚日部は撹乱を受けており，様相は不明である。

残存する火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火床面が被熱によって赤変硬化している。また，

煙道の立ち上がり具合は判然としない。

電土層解説

1　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼士粒子中量，炭化粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中最，ロームブロック・炭化物

砂粒少量

3　灰　黄　褐　色　砂粒・粘土粒子多量，ローム粒子少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，

炭化粒子・灰少量

覆丑　3層からなりラ　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　極　暗　褐　色　ローム粒子小義，炭化粒デー微量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量

遺物出立状況　土師器片34点（棒4　婆の甑測）須恵器片5点が出土している。遺物は散在しており，いず

れも細片である。

所見　袖部の芯として地山を掘り残す竃の構築の仕方は，当遺跡においては8－9世紀に限定されるものであ

る。付近には8華摘己代の大形住膚や掘立柱建物が主軸方向を同じくして位置しており，本住居もそれらの建物

と同時期の可能性が高い。

第1548号住居跡出土遺物観察表（第165図）

番号 種　 別 器　 種 「、‾‾！径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 ［　　　 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

259 土 師器 髪 － （2．9） － 雲母 0長右斗 r英 にぷ い赤褐 普通 ＝縁部械 ナデ 覆土 申

第相磯号健贋跡（第166¢167回）

位置　調査区中央部のR8i2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1577号住居跡を掘り込み，第1542弓543号住居，第140号掘立柱建物，第1481号士坑に掘り込ま

れている、、

規模と形状　長軸6．35m，短軸6．00mはどの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は28～35cmで，各壁

とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。なお，硬化面は2面確認され

ており，床を貼り替えたことがうかがえる。

竃　北壁中央部に付設されている。天井部や袖部は遺存せず，竃材が竪穴部の中央にまで散在していたことか

ら，住居の廃絶に伴って破壊されたことが推測される。壁外への掘り込みは16cmほどで，煙道は外傾して緩や

かに立ち上がっている。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量　　　　　　5　暗　赤　褐　色　焼士ブロック多量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　砂粒さ粘現送チ中量，ローム粒チ・　　　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック・
焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

3　暗　赤　褐　色　焼士粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量　　7　褐　　　　色　ローム粒子多量

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは54～70cmである。P5は出入り口施設に伴うピットで，

深さは23cmである。

覆土10層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。なお，第11～13層は貼床部の土層で

ある。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微意

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中鼠　炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック少量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，砂粒微意　10　暗褐色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

5　暗褐色　ロームブロック・砂粒中鼠　焼土ブロック・炭化物少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，壌土粒子・砂粒少遺

7　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂粒少鼠

12　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

13　暗赤褐色　ロームブロック中呈，焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片577点（杯32，嚢・甑545），須恵器片201点（杯・高台付杯111，蓋7，嚢・甑82，円

面硯ヵ1），丸輌1点，鉄釘ヵ1点，土玉1点，鉄棒1点が覆土下層を中心に出土しており，その他に緑粕陶

器の椀片1点が撹乱により混入している。破断面の摩滅の少ない土器が多く，数量も多いことから，これらの

土器は埋め戻しに際して投棄された可能性がある。斐・甑類はすべて細片で，そのうち271は西壁際の床面に

◎
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散在していた破片が接合したものである0また，270は西部の覆土中層と竃付近の床面から出土した破片が接

合したものであり，270と271の体部外面には炭化物の付着がみられる○さらに，262は竃内や北壁際の床軋

266は中央部の床面から出土している。M50は，中央部の覆土中層から出土している。

新風　当該期にあっては太形の住居でタ丸柄や円面硯と思われる土器も出土しており，付近に位置する同時期

の掘立柱建物群との関連がうかがわれる。廃絶時期は9　出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第相磯号住居跡出土遺物観察表　第蟻図）

種　 別 日経
i 底径

胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴　　 「 机 二位置
備　 考

267 土師器　　　 杯 ［17．0］ （5．8） － 雲母・石卦 赤色粒子 橙 普通 休部内外商へラ磨 き 北東隅部中層 20％

260 杯 15．0
4・項 ．4

雲母・長石e石英 黒 普通 底部軋転へラ切 り後，多方向のヘラ削 り 北壁際下層 90％，PL 56

2 61 須恵器 杯 14．7
4・可 ・2

雲母・石英 灰黄 普通
底部回転へラ切 り後普多方向のヘラ削 りi中央部上層

70％，PL 56

262

須恵器 巨

［13．6］

i

声

雲母0長石・石英 灰 普通 底部多方向のへラ削 り 80％

263 須恵器 杯 ［13．7］
l

3・項 ・6
雲母e長石

［ 灰黄
普通 底部井桁状のヘラ削 り 北東隅部中層 50％

264 須恵器 杯 ［13．2］
4・0 日 9

雲母尋招圭石英 黄灰 普通
底部臓 へラ切 り胤 井桁状のヘラ削 りト纏 際 摘

50％

265
須甜 つ　 杯

［ユ3戚 3．9 ［8．6］霊母・長有 黄灰 普通 休部下端 の底部回転へラ削り 電覆土中 30％

26 6 須恵器 杯 ［13．4］ 4．0
［巨 8．6］

r

長石・有英 黄灰 普通 底部多方向のへラ削り 中央部床面 40％

268 須恵器 蓋 ［17．8］ （1．5） － 長石・石英 灰 普通 天井部回転へラ削 り 北西部上層 20％

269 須恵器 蓋
I　　　　 i I

（1．5） － 雲母・長石 灰 普通 ま
つまみ接合後，ロクロナデ 中央部下層

270

土師声 （3車

雲母菊菜凍色粒子 明赤褐 普通

休部内面へラナデ瀾 木葉痕　 怒 中層 ’

外面炭化物付着

271 土師器 ll 襲 － （1．6） 6．9 雲母0長石の石英 にぷい橙 普通 体部内雨へラナデ，底部木葉痕 酋壁際床面 外面炭化物付着

272 須恵器 － （圭7） － 雲母・長石 灰黄 普通 脚部ロクロナデ 北西部上層

273 線粕陶器　　 椀 （1．5） 緻密
灰自 ・

オリーブ黄
良好

［」縁部の一部を輪花状に内側へ屈軋

体部へラミガキ後，施粕
中央部上層 猿投産

T P15 須恵器
義 － － － 雲母・長石・石英 暗紫灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面ナデ 南壁際上層

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 材 質 0 胎土 特　　　 徴 出土位 置 備　 考

D P 15 1．0 1．0 0．9 1．3 長石 ・石 英 褐灰 色，孔 径0．1C恥　 ナデ 北 西部上 層 P L 73

M 50 丸鞘 3．1 2 ．2 0．2 6．1 鋲三か 所，下 位 に長方形 の垂孔 が開 く 中央 部中 層 P L 82

M 5 1 釘 ヵ （5．9） 0 ．7 0．6 （ 3．7） 鉄 断面方 形の棒 状， 弓状 に攣 曲 酋壁 際上層

第餞舗号住居跡（第168図）

位置　調査区中央部のS8j2区に位置し，平坦を台地上に立地している。

重複関係　第1557号住居跡と第160号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・85恥短軸2・70mほどの長方形で，主軸方向はN－890－Wである。壁高は35～48cmで，各

壁とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃手前を中心に踏み固められており，北側部分はそれほど硬化していない。また，壁溝は東

壁際を除いて巡っている。

竃　東壁の南寄りに付設されており，規模は焚日部から煙道部までH5cm，火床部幅55cmほどで，右袖部は遺

存していない。左袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床部は東壁ラインの外

側に位置し，火床面が被熱して赤変硬化している。また，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

－　2、1L4



寵土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・粘土粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中意

3　赤　　　　色　焼土粒子中量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中巌

5　暗　褐　色　ローム粒子微量

6　褐　　　　色　ロームブロック中量

7　暗　赤　褐　色　埴土粒子中量，砂粒・粘土粒子少量

8　灰　黄　褐　色　砂粒・粘土粒子中量，焼土粒子少量

9　黒　褐　色　炭化粒子中量．焼土粒子少量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量

11オリーブ褐色　砂粒・粘土粒子多量

12　灰　黄　褐　色　砂粒・粘土粒子中農

覆土11層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐

2　黒　褐

3　黒　褐

4　褐

5　暗　褐

6　窯　褐

⑥

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック中里

色　ロームブロック少量，壌土粒子微景

色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少畳，焼土ブロック微量

8　極　暗　褐　色　ロームブロック少還，焼土ブロック微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量

10　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微呈
11極　暗　褐　色　ロームブロック少量

・．蝕、「1・甑．・．・一．・把．

第168図　第1550号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片176点（小皿5，杯・椀67，嚢・甑104），須恵器片12点，不明鉄製品1点が，中央部

と竃手前を中心に多く出土している。277は中央部西寄りの覆土下層から，278は竃内から出土している。また，

M52は竃北側の覆土下層から出土している。

所見　時期は，土師器小皿や小形の椀が出土していることから，10世紀後半以降と考えられる。

第1550号住居跡出土遺物観察表（第168図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 ‾置 備　 考

275 土 師 器 小 皿 ［ 8．2 ］ 2．1 ［5．8 ］ 雲 母 ・赤 色 粒 子 灰 褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 北 東 部 覆 土 中

276 土 師 器 杯 ［12 8 ］ 4．0 ［8．6 ］ 長 石・石 英・赤 色粒 子 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 中 央 部 下 層 40 ％

27 7 土 師 器 椀 14．6 （ 5．9） 長 石 ・石 英 橙 普 通

休 部 内 外 面 ロ タ ロ ナ デ ， 高 台 貼 り付 け 後

口 ク ロ ナ デ

中 央 部 ・西 部

下 層

外 面 尉 ヒ物付 着 ，

70 ％

2 7 8 土 師 器 椀
－

（ 2，1） 6．8 長 石 ・石 英 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼 り付 け 怒 内 20 ％

2 7 9 土 師 器 椀
－

（ 1．9） ［ 6．6 ］ 石 英 ・赤 色 粒 子 浅 黄 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼 り付 け 南 西 部 覆 土 中

2 80 土 師 器 椀 ［10 ．1］ （ 2．0） －
雲 母 黒 普 通 休 部 内 外 面 へ ラ磨 き 南 東 部 覆 土 中

2 81 土 師 器 甑 － （2．7） －
雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通 把 手 部 指 頭 に よ る ナ デ 北 西 部 覆 土 中

番 号 器　 姪 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 ・胎土 特　　　 徴 出土 位置 備　 考 －

M 52 不 明 （9．6） 0．4 0．4 （13．2） 鉄 断面方形 の棒 状， 1 本 を他方 に巻 き付 ける 亀北側 下層 P L 83

第1551号住居跡（第169図）

位置　調査区中央部のT7aO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1560号住居跡，第162・173号掘立柱建物跡を掘り込み，第148号掘立柱建物，第8号ピット群に

掘り込まれている。
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第169図　第1551号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸3．、10111，短軸2．70ほどの長方形で，主軸方向はN－88J－Eである．壁高は2、5m1しかなく．

壁の立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ平出で，中央部から竃手前にかけて踏み固められているご

電　東壁の中央部に付設されている∴天井部や袖部は遣存せず，構築材等も不明である、、火床部は東壁ライン

上に位置し，火床面は被熱によって赤変しているJ

ピット　1か所。I）：1は深さ‾13clllで，竃と向かい合う位置にあi主　出入り口施設に伴うピットである。

覆土　4r層からなり．プロ、ソク状に堆積した人為堆積である、丁．なお．第4層は電内の覆土である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量　　3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

2　極　暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　赤　褐　色　焼士粒子中量

遣物出土状況　工師器片60点（林・椀28，碧・甑32主　須恵器片12点がほぼ全域から散在して出土している．

282は中央部の床面から若十浮いた状態で．283は中央部の床面から出土している。、

所見　時期は，出土土器から，10世紀後半と考えられる。

第蟻別号住居跡出土遺物観察衷（第169回）

第瑠553号健腰跡　第膵図）

位置　調査区中央部のT8d4区に位置し，、上田な台地十に＿立地している。、

重複関係　第＿1563号住居跡と第186号据立柱建物跡を掘り込み，第圭453号士坑と第9号ゼット群に振り込まれ

ている．。

規模と形状　長軸4．35m，短軸3．95mはどの方形で，主軸方向はN…1110…Eである。壁高は用～器cIで　各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平川で，竃手前から中央部，さらに西壁際のやや北寄りにかけて踏み固められている。また，壁溝は

酋壁際の北寄り部分と東壁際を除いて巡っている。

竃　東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで100cm，火床部幅65cnlほどで，壁外への掘

i）込みは90cmである．。天井部・袖部は遣存せず，覆土の含有物から砂質粘土で構築されていたと推測される．

また，火床面は東壁ラインの外側に位置し，赤変碩化しており，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量　　　　　3　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

炉　中央部の竃寄りに付設されているし、つ未面とほぼ同じ高さの地床炉で，被熱して赤変碩化している。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説解
暗
黒
暗

層土

1

　

2

　

3

ローム粒子中鼠　炭化物微量　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子e焼士粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック少量，砂粒の粘土粒子微量

ローム粒J’一少量

一一　217　－－－



遺物出土状況　土師器片28点（小皿1，杯・椀16，嚢11），須恵器片3点（整3），灰粕陶器2点（壷2），刀

子1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，293は西壁際，294は中央部西寄り，296は中央部の

いずれも床面から若干浮いた状態で出土している。

所見　第1377・1536・1537号住居跡などと同様に，竃と炉を有する住居である。また，西壁際の硬化面が広が

る部分には壁溝が巡っておらず，出入り口施設との関連をうかがうことができる。時期は，出土土器から10世

紀後半以降と考えられる。
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第1553号住居跡出土遣物観察表（第170図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

293 土師 器 小皿 － （0．9） ［6．0］ 雲母 ・長 石・石英 橙 普 通 底 部回転 糸切 り 西壁 際下層

294 土師 器 椀 － （2．4） － 長石 橙 普 通 高台 貼 り付 け後， ロ クロナデ 中央部 下層 内面炭化物付着

295 土師器 斐 ［19．0］ （1．9） － 石 英 灰 黄褐 普通 1」緒 部械 ナデ 亀内

29 6 灰 軸陶 器 長頚 瓶 （4．6） 黒 色粒 了・
灰 白 ・

灰 オ リー ブ

良好
口縁 部ロ クロナデ， 施紬技 法不 明 中央部 下層 猿授産

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 ・胎 上 特　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 53 刀 千 （4．5 ） 1．1 0 ．4 （ 3．3 ） 鉄 刃 都 か ら茎 部 の 破 片 ， 片 関 南 壁 際 床 面 P L 7 8

第1554号住居跡（第171図）

位置　調査区中央部のS7hO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第8号ピット群に掘り込まれている。

＿旦22．0m　。

二一二　一「’；97

第171図　第1554号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸4の40m，短郎e25mはどの長方形でタ主軸方向はN－900－Eである。壁高は8cmほどで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃手前から中央乳及び南壁際中央部にかけて踏み固められている。また，壁溝が南壁際の

中央部や東壁際の北部を除いて巡っている。

竃　東壁の中央部に付設されている。袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床

部は地山南を皿状に掘りくぼめて使用されており，火床面が被熱によって赤変硬化している。また，煙道は外

傾して緩やかに立ち上がっている。

電土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

2　にぷい黄褐色　廃土ブロックp粘土粒子0砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中鼠　粘土粒子。砂粒少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少鼠　焼土粒子微量
5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中鼠　ローム粒子微靂

6　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量

7　褐　　　　色　ローム粒子中量

8　オリーブ褐色　粘土粒子・砂粒多量

9　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

ぽット1か所。Plは深さ5cmほどで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　5層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1里　褐　色　廃土ブロック少鼠　ローム粒子・炭化物微量

2　里　褐　色　炭化粒子・粘土粒子の砂粒少鼠

ロームプロ、ソク微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物少量
4　黒　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器尉11点（小皿2，杯ゆ椀29，嚢e甑80），須恵器片2点が，商壁際や竃内を中心に出土

している。2990300は，いずれも南壁際の床面から出土している。

所凰　壁溝は南壁際の中央部分で途切れており，その部分は硬化面の広がりとも重なることから努　この付近に

出入り口施設が存在していたと推測される。時期はタ　出土土器から用摘後半以降と考えられる。

第且55号住居跡出土遺物観察表　第膵図）

番号
種 別 極 魔

H 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

297
土師 器 ！ 用

［8．6］ （1．5） － 石英 にぷ い橙 普通 日縁 部 ロク ロナ デ 南西 部覆土 中

2 98
土師中　 称

［15．2］ 3．3 ［8呵 雲母 ・赤 色粒子 にぷい橙 普通 底部 軒転へ ラ切 り 南 壁際 下層 40％

29 9
土師器 ！ 椀

－ （3．0） 6．6 雲 母 ・長石 ・石 英 にぷい褐 普通 底 部 内面二 方向の ヘ ラ磨 き 南 壁際床 面 30％

300
土 師可　 椀

－ （2．6） 6．6 雲 母e長石 ・石英 にぷ い赤褐
！

普 通 底 部内 面一方 向の ヘ ラ磨 き 南壁 際床 面 20％

30 1
土師可　 棄

［23．2］ （2劇 … も 橙 普 通 ＝縁 部横 ナデ 北東 部覆土 中

第帽舗考住居跡（第且72図）

位置　調査区中央部のT7cO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1567e1590号住居跡と第152。155の158弓65e171号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が別学された状態で検出されたため全容は不明であり，壁溝の確認状況から南北軸は

・茄mで　東西軸は・O m以上と推定される。平面形は方形ないし長方形で，主軸方向は西壁の指す方向から

みてN－880－EないしN－20－Eと推測される。

床　ほぼ平坦である。硬化面は，認められない。

竃　粘土粒子等の分布も認められず，竃の存在については不明である。

尊皇　2層からなる。レンズ状の堆積状況を示しており，自然堆積の可能性が高い。
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量 2　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片17点（杯5，聾12）が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんど

が細片である。302は，西壁際の床面から出土している。

所見　時期は，須恵器片や土師器小皿が出土していないことや土師器椀の形状などからみて，10世紀後半と考

えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

：　・　　　　．」

第172図　第1555号住居跡・出土遺物実測図

第1555号住居跡出土遣物観察表（第172図）

0　　　　　　　5cm

L＿一二＿＿」

番号種　別 器　種‖径 器高底径 胎　上 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

302 土師器 椀 ［15，4］5．5 ［7．1］雲母・長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け 西壁際床面 30％

第1557号住居跡（第173図）

位置　調査区中央部のS8j2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1550号住居と第1563号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が遺存していないために全容は不明で，南北軸は2．60m，東西軸は2．25mだけが確認さ

れている。平面形は方形または長方形で，主軸方向は東竃を想定するとN－880－Wと推定される。壁の高さ

は南壁で18cm，西壁で10cmほどあり，両壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦であり，硬化面は南壁際と中央部から若干認められるだけである。また，壁溝は確認された壁際

を巡っている。

覆土10層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量

9　黒褐色　ローム小ブロック微量

10　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量



遺物出土状況　土師器片85点（小皿1，杯・椀23，嚢・甑61），須恵器片1点（嚢），不明鉄製品2点，不明鋼

製品1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である。図示した土器はすべ

て南東部の覆土中から出土したものである。

所見　時期は，重複関係や出土土器から10世紀後半ないしそれ以降と考えられる。

＼、、＿＿＿上＝二二プ316

ト

IM55

第173回　第1557号住居跡・出土遺物実測図

第1557号住居跡出土遺物観察表（第173図）
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番サ種　別器　種「1径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出上位置備　考

316」二帥器小皿－（1．0）5．3雲母・赤色粒子橙普通底部回転糸切り 南東部縦土中

317土師器椀［12．3］（2．7）
－
雲母にぷい橙普通休部内面へラ磨き 南東部覆上中

318土師器整［17．0］（5．5）－雲母・長石・石英橙普通口縁部横ナデ，休部外面へラ削り後ナデ南東部覆土中

319須恵器長頚壷ヵ－
（4．5）
－長石・プ薫色粒子褐灰良好体都下端l好転へラ削り 南東部覆土中肩部自然馳

番号・　　コま長さ幅厚さ重量材質・胎士 特　　　徴 出上位置備　考

M54不明（1．9）（1．3）0．2（0，7）鉄均一一一一な厚さの板状，紡錘車の　一部カ 中央部中層

M55不明（3．4）（1．3）0．2（3．3）鉄均一一一・な厚さの板状，・J状に増血 南東部覆土中PL78

M56不明4．10．40．2（4．7）銅断面長方形の環状 南東部撹土中

222－



第1560号住居跡（第174図）

位置　調査区中央部のT7aO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1551・1567号住居跡と第157・158号掘立柱建物跡を掘り込み，第8号ピット群に掘り込まれてい

る。

規模と形状　長軸3．45m，短軸3．40mはどの方形で，主軸方向はN－960－Eである。壁高は16～29cmで，各壁

とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が，南西部を除いて巡っている。

竃　東壁の南寄りを壁外に50cmほど掘り込んで付設されており，規模は焚口部から煙道部まで95cmである。左

与言：‡≡

第174図　第1560号住居跡・出土遺物実測図
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袖部は遺存せず，右袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている○火床部は用cmほど掘りく

ぼめた部分に廃土混じりのロームブロックを埋め戻した浅い血状を皇しており，火床面は赤変硬化している。

また，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

篭土層解説

1黒　褐　色　廃土ブロック・炭化物・砂粒少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，
廃土粒子・砂粒微量

3　窯　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　にぷい赤褐色　廃土粒子・炭化物・砂粒少量

5　灰オリーブ色　砂粒中量，ローム粒子微量

6　オリーブ色　粘ヒブロック中軋廃土粒子・砂粒少量
7　暗　赤褐　色　焼土ブロック中量

8　赤　褐　色　焼土ブロック多量

9　黒　褐　色　ロームブロック0炭化粒子少鼠焼土粒子微量

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

；霊請読言霊霊霊篭土ブ。ック戌化物少量　雲票霊芝㌃霊㌶讃士粒子0炭化物少量

遺物出立状況　土師器片347点（小皿8，塚の椀126　聾e甑飢鉱石製支脚　点　雲母片岩）「砥石1点（凝

灰岩）が竃付近を中心に出土している。3280329は竃内から，33巨332は竃手前の覆土下層からそれぞれ出土

している－、

所凰　時期は，重複関係と出土土器から1纏妃後半以降と考えられる。

第1560号住居跡出土遺物観察表　第膵囲）

番号 種　 別 器　 種　 用 筆　 器高　 底径　　 胎　 土　　 色　 調　 焼成　　　　 手 法 の 特 徴
出土位置

竃内

竃内

北部下層

竃手前下層

竃手前下層

南西部下層

備　 考

55％，P L 57

50％

328 土師器 小皿　　 9・4　 1・7 j　 6・4　 雲母凝 ト赤色粒子　 橙　 普通 底部回転糸切 り

329 土師器 椀　 ［15・4］ 5・4　 7・2　 雲母載 湖 色酎 」にぷい赤褐 普通 底部回転へラ削 り後言 紬 貼 り付け

330 土師器 椀　 加 4日 は 3）　 …＋ 「長牙「石英　　　 にぷい橙　 普通 体部内面へラ磨き

33 1
土師訂

［
椀　　　　 は 1） 6・8　 雲掛長石凍 色粒子　 にぷい橙　 普通 底部内面二方向のヘラ磨き

332 土師器 碧　 ［2 1・4］ （2・7）　　 雲母磁石凍 色粒子　 橙　　 普通 旧 縁部桟ナデ

333 土師器 愛　 加 2］ （3蔚　　　 雲掛 長石五 英　 にぷい褐　 普通 「j縁部桟ナデ ・輪積み痕

第瑠5削考住居跡（第1750176図）

位置　調査区中央部のS8al区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1582号住居跡を掘り込み，凱掛14緒掘立柱建物と凱蟻el蟻号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軌80mタ短軸掴5mはどの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は残存する西壁や北

壁で15～19cmほどあ娠壁は急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。また夢壁溝が北西部から南西部にかけて巡っている。

竃　北壁の中央部に付設されている。遺存状態が悪く，火床部と煙道部だけが確認されており，火床部は床面

と同じ高さの平坦面を使用し，火床商が赤変硬化している。また，煙道は火床部から緩やかに立ち上がった軋

ほぼ直立している。

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子の粘土粒子の砂粒中鼠焼土粒子e
炭化粒子微量

2　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量

3　極暗褐色　ロームブロックを炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

－22∴1－－－



覆土　6層からなる。各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。第5・6層は，貼床部の土層である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　4　暗赤褐色　ロームブロック中呈，焼土ブロック・炭化粒子・

2　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　粘土粒子・砂粒少量

3　極暗褐色　ロームブロック・炭化物少量　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック多量

6　暗褐色　ロームブロック中童，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片536点（杯3，碧・甑533），須恵器片110点（杯44，蓋3，嚢・甑63），灰粕陶器片2

点（瓶ヵ），鉄釘2点，鉄淳3点がほぼ全域から散在して出土している。土師器整類は細片がほとんどで，破

断面の摩滅しているものが多い。336は北西部，339は南部，M58・M59は竃手前のいずれも床面から出土して

いる。

所見　廃絶時期は，重複関係と出土土器から8世紀後葉と考えられる。新しい様相を示す土器は，掘立柱建物

に伴うものと考えられる。
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第175図　第1561号住居跡実測図
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第176図　第1561号住居跡出土遺物実測図

第1561号住居跡出土遺物観察表（第176図）
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番号種　別器　種［」径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 山士位置備　考

334須恵器杯［13．2］（3．6）－雲母・長石 灰普通体部下端手持ちへラ削り 北西部ド層

335須恵器巧・－（2．8）［8．4］雲母・長石・石英灰普通底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り南壁際下層底部内面摩滅．25％

336須恵器杯
－
（1．2）4．2雲母・長石・石英尿普通底部回転へラ切り後．多方向のへラ削り北西部床面底部内面摩滅

337須恵器蓋［15．0］（1．6）
－
雲母・長石灰オリーブ普通天井部回転へラ削り 中央部下層目線部内耐用1条

338土師器塑
－
（3．6）

－
雲母・長石・石英にぷい褐普通口縁部横ナデ 覆土中

339須恵器整［22．4］（5．5）－雲母・長石・石其灰白普通頚部内面一部回転へラ削り 南部床面

TP16須恵据大変－－－雲母・長石・赤色粒子にぷい黄橙普通外面斜位の平行叩き．内面ロクロナデ西壁際下層

番号器　種長さ幅厚さ垂拉材質・胎土 特　　　徴 出土位置備　考

M58釘（12．0）1．7 0．9（52．0）鉄脚部先端欠損！F位でねじれる。頭部は打撃によってやや潰れる屯手前床面PL81

M59釘（1．8）1．2 1．2（3．1）鉄断面方形，頭部の破片，脚部欠拍 寵手前床面

第1563号住居跡（第177図）

位置　調査区中央部のT8d4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1553・1586号住居跡と第177・179号掘立柱建物跡，第1543号土坑を掘り込み，第9号ピット群と

第1453号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．05m，短軸3．40mほどの若干歪んだ長方形で，主軸方向はN－1050－Eである。壁高は15

－25cmで，各壁とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　若干凹凸があり，中央部が踏み固められている。
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毯　東壁の中央部に付設されており，壁外への掘り込みは25cmほどである○天井部や袖部は遺存せず竿火床面

は若干赤愛している部分が認められるだけであり，焼け締まってはいない。また，煙道は外傾して緩やかに立

ち上がっている。

篭土層解説

1黒　褐　色　廃土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　視　色　焼出口・・帖出目・・砂粒中量
3　暗赤褐　色　廃土粒子中鼠　粘土粒子・砂粒少量

尊堂　6層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

3　極　暗褐　色　ロームブロック少鼠　炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック・炭化物微量
6　極　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器尉31点（杯e椀58学婆e甑73），鉄鉱1点，鉄淫1点が出土している。遺物はほぼ全域

に散在しており，そのほとんどが細片である。356は南東部と南西部の床面から出土した破片を接合したもの

であり，359は竃内から出土している。

新風　時期は，出土土器から用世紀後半以降と考えられる。

第且5鵬号住居跡出土遺物観察衷　第膵図）

蒜‾‾：車 重 別 ［
器　 神

！
日経 器高 底径 胎　 土 l

色　 調　 焼成 手 法 の 特 徴　　　　　　　 粧し位置 i 備 考

Ii
355 ！土師器

小川L － （1．2）巨 5・3］ 鼠行石英凍 色路子 橙　　 普通 底部層転へラ切 り　　　　　　　　　 南西部上層

356　 土師器 杯 ［14．5］ 2．9

！

［7．3］ 賢母尋拉主赤色粒子

I

にぷい樟　 普通
南東部 ・

底部［‾亘1転へラ切 り後，へラナデ 50％
南西部床面

3 57 巨 師器 ［
ー　 椀 ［1783］ 7．1 ［8ぷ 雲母e赤色粒子

にぷい赤褐極 通
底部回転へラ削り後言瑞台貼 り付け　　 中央部床面 5 0％，P L 5 7

35 8 巨 師器
椀 －

日 1．3）
［5ぷ 雲母0赤色粒子 ふ 高台貼 り付け後，ロクロナデ

359 巨 師器
悪 ［24．0］ （12潮 － 長石・有薬

にぷい褐 極 適 休部外面げ ，内面へラナデ　 i竃内

器 種 「長さ 幅 序 さ　　 材質 席 上 特　 徴　　　　 ！ 批雄 置
備　 考

M 62
鉱　 恒 6） 1・9 日 2 恒 ■　 鉄

鏑なしの両丸造り∴茎部欠損 PL80

第礪65号住居跡（第1788且79図）

位置　調査区中央部のS7b8区に位置し，東に緩やかに傾斜した台地上に立地している。

重複関係　勘580号住居跡と勘37号掘立柱建物跡を掘り込み　雛墟号掘立柱建物と翫摘号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸6・捕m　短卓絶50mほどの長方形でタ主軸方向はN∴…30…Eである。壁高は10～29cmで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から東部にかけて踏み固められている。また，西側部分は締まりが弱い。

竃　北壁の東寄りに付設されている。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土ブロック少量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中鼠　ローム粒子・
炭化粒子少量

5　黒　褐　色　焼士粒子・炭化物中鼠　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少鼠焼土粒子0
炭化物微量

7　にぷい黄褐色　粘土粒子e砂粒多量，ロームブロック・

焼土ブロック・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ロームブロック多量

一一　2二28



ピット1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは19cmである。

覆土11層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　炭化物中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　7　褐　　色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子・炭化物少量　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微呈　　　　9　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　10　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　11暗褐色　ローム粒子少量

6　暗赤褐色　ロームブロック・焼七ブロック・炭化物中量，灰少量

遺物出土状況　土師器片199点（杯33，嚢・甑166），須恵器片52点（杯・高台付杯28，蓋1，高盤1，聾・甑

22），刀子1点，鉄鉱ヵ1点が，ほぼ全域から散在して出土している。366・367は南壁近く，368は中央部北寄

りのいずれも床面から出土している。

所見　竃や硬化面の広がりが東に寄っていることからみて，横長の室内空間を使い分けていたことが想定され

る。時期は，出土土器と重複関係から8世紀中葉と考えられる。
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第178図　第1565号住居跡実測図
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第1565号住居跡出土遺物観察表（第179図）

10cm

ヒ　　i　　　－」

0　　　　　　　　　　5cm

：　；　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

365須恵器杯［9．2］3．1［6．4］長石 灰普通休部ロクロナデ 北西部上層

366須恵器杯
－
（1．4）［9．4］雲母・長石 灰普通底部回転へラ切り後，ヘラナデ 南壁際床‘面

367須恵器高台付巧こ（2．2）［11．2］雲母・長石・石英褐灰普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け南壁際床面

底部外面墨こ吉

「ロ」，25％，PL70

368須恵器高台付称（3．0）雲母・長石・石英灰普通高台貼り付け後，ロクロナデ 中央部床面

底部内面摩滅

30％

369須恵器高台付杯－
（3．7）［10．0］雲母・長石・石英灰自普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け中央部中層20％

370須恵器高盤－
（11．0）

－
雲母・石英 灰黄普通脚部四方向の透かしカ 中央部下層20％

371土師器整［17．6］（5．7）
－
雲母・長石・石英にぷい橙普通口縁部横ナデ 南東部下層

372土師器璽［25．6］（3．3）－雲付・長石・石英にぷい褐普通口縁部横ナデ 北東部上層

373須恵器大要－（12．8）－長石 灰普通頚部に断面方形の補強帯貼り付け北壁際下層

番号器　種長さ幅厚さ重量材質・胎土 特　　　徴 出土位置備　考

M63刀子（3．2）0．90．2（2．2）鉄刃部の破片 北壁際中層

M64鍍（4．5）0．8 0．3（3．7）鉄強身都の破片，片刃箭式 南部床面PL79

230－



第1566号住居跡（第180図）

位置　調査区中央部のT8b4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第179号掘立柱建物跡と第1605・1606号土坑を掘り込み，中央部の覆土を第1454号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸2．95m，短軸2．90mほどの若干歪

んだ方形で，主軸方向はN－1000－Eである。壁高

は10cmほどで，壁は外傾して立ち上がっている。

床　若干凹凸があり，中央部が踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りに付設されており，壁外への

掘り込みは70cmほどである。天井部や袖部は遺存せ

ず，火床面に若干赤変している部分が認められるだ

けであり，焼け締まってはいない。また，煙道は外

傾して緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・

炭化物微量

3　褐　　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　　色　ロームブロック多量，焼土ブロック少意

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，

炭化粒子微量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，

ローム粒子微量

土層　覆土の大部分を第1454号土坑に掘り込まれて

おり，本跡の堆積状況は確認されていない。

遺物出土状況　土師器片16点（杯・椀5，賓・甑11），

須恵器片1点が散在して出土している。374は竃内

から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半と考えられ

る。

第1566号住居跡出土遺物観察表（第180図）
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第180図　第1566号住居跡・出土遺物実測図

番 号 種　 別 苦　 種 LJ径 器 高 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

374 土 師器 上不 ［14．0］ （2．7） － 赤 色粒子 橙 普通 口縁 部 ロ クロナデ 電 覆土 中

第1568号住居跡（第181・182図）

位置　調査区中央部のR7jO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1585号住居跡を掘り込み，第146号掘立柱建物と第1521号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．20m，短軸3．90mはどの方形で，主軸方向はN－7。一Eである。壁高は25－29cmで，各壁

とも直立している。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められており，壁溝が周回している。
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竃　北壁の中央部を壁外に50cmほど掘り込んで，付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで130cm，袖

部幅95cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土を突き固めて基部とし，その上部に白色粘

土を用いて構築されている。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火床面が赤変硬化している。

また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

埴土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック・

白色粘土粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，
白色粘土粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
6　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック・灰少量，

ローム粒子微量

⑥

A

C

、、二ノ）
l

7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
8　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量
9　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
10　暗　褐　色　ロームブロック少量

11にぷい黄褐色　白色粘土粒子多量，ローム粒子少量，
焼土粒子微量

12　暗　褐　色　ロームブロック多量
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ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは32～61cmである。P4は出入り口施設に伴うピットで，

深さは18cmである。

覆土　7層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　6　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片310点（杯50，斐・甑260），須恵器片62点（杯・高台付杯21，蓋11，整・甑30），不明

鉄製品2点（不明1，刀子カ1）が出土している。遺物は全域に散在しており，そのほとんどが細片である。

807は煙道部から，809は竃手前の床面から出土している。M128は北西部の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

⊂こ＝：一二二、

第182図　第1568号住居跡出土遺物実測図

第1568号住居跡出土遺物観察表（第182図）
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　考

806上師器杯［15．6］（3．3）赤色粒子にぷい赤褐普通
休部内面ナデ，内・外面黒色処理の痕跡

有

北東部上層

807須恵器蓋14．63．0雲母・長石・石英灰黄普通天井部回転へラ削り塩焼道部
内面箆書

「＋」，70％，PL57

808須恵器蓋［14．1］（1．7）－雲母・長石・石英灰自普通日緑部ロクロナデ南東部上層

809土師器整－（7．0）7．0雲母・長石・石英にぷい赤褐普通底部外面へラナデ竃手前床面

番号器　種長さ幅厚さ重壌材質・胎土特　　　徴出土位置備　考

M128鍵カ（9．2）0．70．7（8．7）鉄断面方形の棒状．螺旋状に捻れる北西部上層PL83

M129刀子カ（4．2）（0．9）0．2（2．6）鉄刃部から茎部の破片ヵ，関部の形状不明覆土中

第1569号住居跡（第183・184図）

位置　調査区中央部のR7hO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1576号住居と第138・140号掘立柱建物，第36号井戸，第1471号土坑，第1479号土坑に掘り込まれ
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ている。

規模と形状　長軸4．45m，短軸4．40mはどの方形で，主軸方向はN－6。－Eである。壁高は6～18cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に，壁外に45cmほど掘り込んで付設されている。天井部と左袖部は遺存せず，右袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が赤変硬化している。また，煙道は

外傾して立ち上がっている。

埴土層解説

1灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多意，ロームブロック少量，

焼土ブロック・炭化粒子微量
2　灰褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・

炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子

粘土粒子・砂粒少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック多鼠　ローム粒子少達

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは19～23cmである。P4は深さ12cmで，竃と向かい合う

位置にあり，出入り口施設に伴うピットである。

増　ui

脚

－、－1－－こ・＼一二＿＿＿＿…＿∴」．＿＿！・・一‾

第183図　第1569・1576号住居跡実測図

ー234－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－一十‥－‥一一1一一」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

し＿二＿　　　　　二＿．∃



覆土　3層からなり，各層ともロームブロックや焼土粒子を含んだ人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片154点（杯21，嚢・甑133），須恵器片54点（杯21，蓋2，襲31）が出土している。遺

物は中央部が掘り込まれているために，いずれも壁寄りないし竃内からの出土であり，381・382は竃内から，

383・387は北東コーナー部の床面から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

∈≦≦：＝l＿二聖b　。

第184図　第1569号住居跡出土遺物実測図

第1569号住居跡出土遺物観察表（第184図）

10cm

384　し＿＿＿一二二＿＿＿＿＿二」

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　 考

381 土師器 杯 ［15．0］ （3．2） 石英・長石 明赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ 電覆土中

382 土師器 杯 15．9 3．1 12．5 雲母・長石 明赤褐 普通 底部多方向のヘラ削り 電覆土中 90％，PL57

383 須恵器 杯 ［14，6］ 3．6 ［10．8］雲母・長石 褐灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 北東部床面

底部外面へラ記号

「一」．40％

384 須恵器 蓋 ［14．6］ （1，4） － 雲母・長石・石英 黄灰 普通 目線部ロクロナデ 南西部覆土巾

385 土師器 整
－

（14．4） 8．6 雲母・長石・石英 橙 普通 体部内面下端指頭によるナデ 西都覆土下層 20％

387 土師器 甑 ［27．6］ （18．8） －
雲母・長石 にぷい赤褐普通 体部内・外面へラナデ 北東部床面 20％

TP148 須悪器 整 － 3．9 －
長石 褐灰 良好 頚部櫛吉波状文・沈線2条 北西部覆土中
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第1576号住居跡（第183・185図）

位置　調査区中央部のR7hO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1569号住居跡と第138・140号掘立柱建物跡を掘り込み，第1479号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．60m，短軸2．50mほどの長方形で，主軸方向はN－90－Eである。壁高は10～12cmで，壁

は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の東寄りに付設されている。遺存状態が悪く，赤変硬化した火床面とその北側から支脚が確認された

だけである。支脚は板状の雲母片岩を使用しており，下半を埋め込み，直立した状態で据えられている。

竜土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中農　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　灰褐色　灰多量，焼上ブロック中量，炭化物徴呈　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中鼠焼上粒子・炭化粒子微量

ピット1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは15cmである。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土屑解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化物・砂粒少巌，ロームブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

5　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片83点（杯・椀60，嚢・甑23），須恵器片3点（棄），鉄釘1点，支脚1点が出土してい
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第185図　第1576号住居跡出土遺物実測図
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る、、．遺物は竃付近からまとまって出上しておi主　上H・・ム12（主∴127・＼I69はいずれも火床部から出上している、、

所見　時期は、小IllLが出士していないことや椀の形状などから10世紀後半と考えられるこ、

第157号住屠跡出土遺物観察表　第相国）

番 号　 種　 別 器　 種 口 径 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

42輿 土 師 器 林 ［10 ．2］ 3．1 6．2 長 石 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 竃内 ・南 西部下層 60％

424 巨 師 器
椀 ［16 ．6］ （5．9）

－
雲 母 守討 圭 石 英 に ぷ い 赤 褐

i

普 通 底 部 内 面 ′′′一一方 向 の へ ラ 磨 き 磁 火 床 部 30％

425　　 土 師 器 椀
－

（2．5 ） 6 ．8 明 赤 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 言 馬台 貼 り付 け 南 東 部 床 面 25％

4 26　 土 師 器 婆 ［19．8］ （13．0 ）
i ！

に ぷ い 黄 橙 普 通 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 竃 火 床 部 20％

4 27 巨 師 器 ！
婆 － （12．0 ） 8．6 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 竃 内 ・西 部 下 層 2 0％

長 さ
幅 i 厚さ

材質 ・胎土 特　　　 徴 ≠鉦上位置 備　 考

Q 18 ！ 支卿
11．6

8・5 ［ 6・3 i689・0
雲母片岩 砥面 2 面，被熱痕，砥石を支卿に転用 竃火床部 P L 77

M 69　　 釘 （7．9）
1．0 ！ 0．9 ！（29．0）

鉄 断面方形の棒状，両端部欠損，上位で屈曲 竃火床部 P L 8 1

第臓ア考健腰跡（第温86回）

位置　調査区中央部のR7g8区に位置しタ　平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1二38・上12・主13・旛1号据立柱建物跡と第＿lL185号上坑を握り込み．第上－177号上坑に据i）込まれてい

る。

規模と形状　義孝由3。45m，短軸2。25mほどの長方形で　主軸方向はN…粥0　…Eである。壁高は18～26cmで野

路壁とも外傾して立ち上がっている、一、，

床　ほぼ、上県で，中央部が踏み固められている、声勘勘ま∴束壁際を除いて巡っている。

竃　東壁のほぼ中央部に付設されておりタ　規模は焚日部から煙道部まで85cmほどである。天井部や右袖部は遺

存せず，左袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は被熱してわずかに赤愛し

ており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

電土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックの炭化物・粘土粒子・砂粒少量

2　晴赤褐色　焼土ブロック多鼠　ロームブロック・粘土粒子少鼠炭化粒子微量

3　極暗赤褐色　焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中鼠　ローム粒子少鼠砂粒微量

暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子中鼠炭化物・粘土粒子少量

褐　　色　粘土粒子も砂粒多鼠　ロームブロック・廃土粒子少量

暗赤褐色　焼土ブロック多量

ピット　1か所。I‥）1つお朱き19mで、南壁際に位置していることや硬化面の広がりと連結していることなどか

ら，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

穫羞　8層からなりタ　ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子も炭化粒子少量　　　　　　5　窯褐色　焼土ブロック0炭化粒子少巌，ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中最，焼士粒子・炭化粒子・砂粒少量

3　極暗褐色　ロームブロックや炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量　　7　暗赤褐色　焼土粒子0炭化粒了や量，ロームブロック・砂粒少量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片119点（捧ゆ椀58　聾。甑扶　須恵器片減点　砥石主点が出土している。遺物はほぼ

全域に散在しており，そのほとんどが細片である。38983910392は竃内から出土している。Q16は中央部南

寄りと北西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見　砥石の接合例はこれまでになく，いずれも床面からの出土であることから，破損したものが住居廃絶時

にそのまま遺棄されたか∴音l鞘伽二破砕きれたかのいずれかと考えられるこ　また，391のように高台の高さが
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10cmほどある足高高台付椀は第1310号住居跡や第755号土坑からも出土しており，その形状から日常什器とは

異なる使用例がうかがわれる0時期は，土師器小皿が見られないことから，10世紀中頃と考えられる。

（＼1しノ
＼　J

rつ 三唱

第186図　第1570号住居跡・出土遺物実測図
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第1570号住居跡出土遺物観察表（第186図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 上 位 置 備　 考

388 土 師 器 杯 － （1．5 ） ［8．0］ 雲 母 ・赤 色 粒 子 に ぷ い橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 北 東 部 床 面 20 ％

3 8 9 土 師 器 椀 ［14．1］ （6．0 ）
－

雲母 ・石英 ・赤色 粒子 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 麗 覆 土 中 50 ％

39 0 土 師 器 椀 ［15．0 ］ 4．8 －
良石 イf英 ・赤色粒 子 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 ， 高 台 貼 り付 け 南 西 部 下 層 40 ％

39 1 土 師 器 椀 － （ 5．6 ） － 長 石 に ぷ い 黄 橙 普 通 脚 部 ロ ク ロ ナ デ ， 内 面 輪 積 み 痕 屯 覆 土 中

39 2 土 師 器 整 ［27．8 ］ （6 ．7 ） － 雲 母 ・長 石 に ぷ い 赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 ナ デ 電 覆 土 中

393 上 師 器 変 ［14．6 ］ （5 ．7） － 長 石・石 英・赤 色粒 子 に ぷ い 褐 普 通 体 部 内 ・外 面 ナ デ 北 東 部 下 層

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重畳 材 質 ・胎 土 特　　　 徴 出土 位置 備　 考

Q 16 砥石 （12．3） （8．8） （9．9） （831．0） 砂 岩 紙面 1 両，他 は 自然面
中央 部 ・

北西部 下層

第1571号住居跡（第187・188図）

位置　調査区中央部のR7h6区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1468・1470号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．50m，短軸3．00mほどの長方形で，主軸方向はN－80－Wである。壁高は5～12cmで，各

壁とも急な傾斜で立ち上がっている。

第187図　第1571号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部から東壁際にかけて踏み固められている。また，壁溝は東壁際を除いて巡っている。

寵　北東コーナー部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで80cm，火床部幅60cmほどである。袖部は

東壁際にその痕跡をわずかに留める程度で，砂質粘土で構築されていたと推測される。火床部は床面と同じ高

さの地山面を使用しており，火床面が若干赤変している程度である。また，煙道は火床部から緩やかに立ち上

がった後，ほぼ直立している。

寵土層解説

1暗褐色　粘土粒千・秒粒多量，焼土粒子少量，炭化粒子微畳
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，

ローム粒子微量

6　灰褐色　焼土粒子・灰中量，炭化物少量

覆土　6層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少意

2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子徴呈

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片164点（小皿1，杯・椀23，嚢・甑140），須恵器片16点（賓），鉄鉱1点が出土してい

る。遺物は竃周辺と南壁寄りを中心に出土しており，394は竃手前の覆土上層，395・397は竃内，398は竃手前

の床面，M65は南壁際の床面から出土している。

所見　硬化面が東壁際まで延びていることやその部分だけ壁溝が巡っていないことなどから，出入り口施設は

東壁際に設けられていたことが推測される。時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

γ

／396

第188図　第1571号住居跡出土遺物実測図

第1571号住居跡出土遺物観察表（第188図）

華車千一
397
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番号 種　 別 器　 種 U 径 器商 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

394 」二師器 小皿 ［10．7］ 1．9 ［7．2］石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転へラ切 り 屯手前 1∴屑 45％

395 土師器 土不 ［15．0］ 3．6 ［6．6］石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転へラ切 り 電覆土中 30％

396 土師器 杯 ［14．4］ （3．0）
－

雲母・長石・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 体部内 ・外面ロクロナデ 北東部覆上中

397 十師器 椀 ［16．0］ （3，5）
－

雲母 にぷい黄橙 普通 休部外面ロクロナデ 電覆土中

398 土師器 盤 ［24．0］ （8．4）
－

長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内 ・外面ナデ，外面指頭痕 寵手前床面 煤付着痕
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番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 垂完： 材質 ・胎土 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M 65 み （11．0） 1．7 0．3 （11．0） 鉄 鉱身部から茎部にかけての破片，台状関，両丸造 南壁際床面 PL8 0

第1578号住居跡（第189・190図）

位置　調査区中央部のR7i9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1597・1599号住居跡と第144・147号掘立柱建物跡，第1514・1521号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．55m，短軸3．25mはどの方形で，主軸方向はN－130－Wである。壁高は36～45cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　平坦で，壁際を除き踏み固められている。また，壁溝が北壁際を除いて巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。壁外への掘り込みは50cmほどで，天井部・袖部とも遺存していない。火床

第189図　第1578号住居跡実測図
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部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，被熱して赤変硬化している。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上が

っている。

寵土層解説
1　にぷい黄褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・

炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物少量，

粘土粒子微量
3　灰　黄　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，ロームブロック・

炭化粒子少量

6　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・

粘土粒子少量
8　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少量
9　灰　褐　色　焼土粒子・灰中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量　10　暗赤褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・
5　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・　　　　　　　　　　　　粘土粒子少量

粘土粒子・砂粒少量

ピット　2か所。Plは深さ26cmで，竃と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットである。P2は

深さ20cmで，南西コーナー部に収まっていることから，貯蔵穴の可能性がある。

覆土　7層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子中量

3　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子少量

7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片293点（杯・椀57，盤2，壷1，整・甑233），須恵器片101点（杯・高台付杯48，蓋2，

嚢・甑51），鉄鉱1点，刀子1点，炭化材1点（篠）が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，その

ほとんどが細片である。また，床面には焼土が薄く広がっており，遺物はその上面から出土していることから，
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焼失後に理め戻される段階で投棄ないし混入したものと考えられる．、・去月・136は南部の覆「卜層に散在してい

た破片が接合したもので，4350437は竃内から出土した破片が接合したものである。また，炭化材は篠の一部

で，竃内の火床部から灰とともに出土しており，燃料材の一部と考えられる。

所見　434の底部に箆書ききれた文字は「宅」と判読でき，当遺跡においては第13、16号f日朝亦から出土した須

恵器杯に次いで2例日である。廃絶時期は，出土土器から9世紀中葉から後薬と考えられる。

第1578号住居跡出土遺物観察表（第190図）

番 号 種　 別 器　 種 Ll径 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 ！　　　 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

4 34 土 師 器 椀 16．1 4．6 7．0 に ぷ い橙 普 通 休 部 下 端 ・底 部 回 転 へ ラ 削 り

南 部 下 層 ・

中 央 部 下 層 ・

西 部 下 層

休部外 面墨書 「子

炎コ∴底部 箆書き

「宅 」，85％ ，PL 68

4 3 5 須 恵 器

l

杯

l

13．9

［

4．2 6．0 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 黄

［

普 通 底 部 不 定 方 向 の ヘ ラ 磨 き 竃 覆 土 中

休 部 外 面 墨 書

「医 」，90％ ，P L 68

4 3 6 杯 13．2 4．0 5．7 雲 母 ・長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 底 部 恒＿！転 へ ラ切 り後 ，　 一方 向 の ヘ ラ 削 り 南 部 下 層

体 部 外 面 墨 書

「医」，80％ 、P L68

4 3 7 須 恵 器 高 台 仕 舞
－

（2 ．1） ［ 9．0］ 雲 母 ・長 石 。石 英 灰 黄 普 通 底 部 回転 へ ラ 削 り後 言 島台 貼 り付 け 竃 覆 土 中 30 ％

438 土 師 器 椀
－ （2．1） 7．4 石 英 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 言 島台 貼 り付 け 南 西 部 中 層 20％

439
i

土 師 器 意 ［18 ．3］ （2．6） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 つ ま み 接 合 後 ， ロ ク ロ ナ デ 北 西 部 下 層 30％

440 須 恵 器 婆 20 ．8 （8．5） 雲家上長才 「石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通 ＝縁 端 部 に 沈 線 ”〝”′〝・条 ， ＝ 縁 部 輪 積 み 痕 竃 手 前 床 面

＝縁 部 内面 刻 書

「≠ 」，15％，PL 69

T P 2 1 須 恵 器 聾
－ － －

雲 母 ・長 石 灰 黄 普 通 内 面 無 文 の 当 て 具 痕 ・輪 積 み 痕 竃 覆 土 中

T P 2 2 須 恵 器
諦 － － －

長 石 燕 麦色 粒 子 褐 灰 普 通 外 面 平 行 叩 き， 内 面 ロ ク ロナ デ 北 東 部 上 層

番 号 器　 種 長 さ 幅
事

材 質 ・胎 土 特　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 70 赦 ヵ （5．3） （0．7） 0．4 （3薫）． 鉄 断 面 長 方 形 の 茎 部 に破 損 し た 2 片 が 付 着 ， 分 離 不 可 中 央 部 中 層 P L 79

M 7 1 刀 子 （2月） 1．2 0．2 （ 1．4 ） 鉄 刃 部 の 破 片 南 西 部 下 層

第臓82号住居跡（第191図）

位置　調査区中央部のS8al区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1546号住居跡を掘り込み，第1561号住居と第1455e1466号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4。25m，短軸姐5mはどの方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は6～16cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけて踏み固められており，壁溝が周回している。

魔　第1561号住居に掘り込まれたために全容は不明で，北壁際の中央部から赤変硬化した火床面だけが確認さ

れている。火床面は北壁ラインよりも内側に位置していることから，壁外への掘り込みはそれほど長くないと

推測される。

だット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，Pl・P3　e P4の深さは25－39cmである。P2ほ撹乱を受

けているため，掘り込みの一部が確認されているだけで，本来の深さは不明である。また，P5は出入り口施

設に伴うピットで，P2同様，撹乱のため本来の形状や深さは判然としない。

覆土　4層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。
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土層解説

1黒褐色　ロームブロック少貰，廃土粒子・炭化粒子徴墓
2　極暗褐色　ロームブロック少畳

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片82点（杯25，棄57），須恵器片27点（杯15，嚢11，円面硯1），撹乱により混入した灰

粕陶器片2点（椀・壷）が出土している0遺物は重複を受けていない東壁際や南壁際から多く出土しており，

そのほとんどが細片である。458・459は北東部の覆土下層から出土している。

所見　廃絶時期は，重複関係や出土土器から8世紀前葉から中葉にかけてと考えられる。
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第191図　第1582号住居跡・出土遺物実測図

第1582号住居跡出土遺物観察表（第191図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［＿＿　　i　　　：

疏8　£慧一隻9
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457　ヒ二十　＿」

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 ． 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出上位置 備　 考

455 須恵器 杯 ［13．2］ 3．8 ［8．8］長石・石英 褐灰 普通 底部回転へラ削り 南西部下層 20％

456 須恵昔語 杯 ［14．4］ （3．3） － 雲母・長石・石英 尿 普通 体部ロクロナデ 南西部下層
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番号 種　 別 器　 種 「1径 若 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

457 土師 器 斐 ［18．6 ］ （4．0 ）
－

長石 ・石英 にぷい黄 橙 普通 口縁 部横ナ デ 北 西部 下層

458 土師器 璧
－

（2．4 ）
－

長 石 ・石英 にぷい橙 普通 口縁 都横ナ デ 北 東部 下層

45 9 須 恵器 円 面硯 ヵ
－

（1．3）
－ 長 石 尿 黄 普通 脚部 ロク ロナ デ 北 東部 下層

460 尿矧 陶器 椀 （2 ．3） 7．1 黒色 の吹き出し

尿 白 ・

オ リーブ黄

良好 細 は刷 毛塗 り， 底部 回転へ ラ削 り後高台

貼 り付 け，内面 に重 ね焼 き痕
覆土 中

転用硯，東投 産，

40％，P L57

第1583号住居跡（第192図）

位置　調査区中央部のR7g7区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第142・143・185号掘立柱建物跡を掘り込み，第1486号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．95m，短軸2．50mほどの長方形である。主軸方向は，竃が確認されていないため，南壁の

指す方向を基準にすると，N－20－Wと推測される。壁高は10－13cmで，各壁とも外傾して立ち上がってい

る。

床　ほぼ平坦で，南側部分に硬化した面が認められ，壁溝が周回している。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量 2　暗褐色　ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ＝－i　　＿二∃

第192図　第1583号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器楕73点材Ⅷは㌦恥椀23，聾◎甑48），須恵器片8点，石製支卿1点がほぼ全域から

散在して出土している。461は南東部の覆土下層から，463は北部の床面から出土している。

所凰　時期は学士師器小皿が出土していることから，1腫妃後半以降と考えられる。

第且583号住居跡出土遺物観察表（第ユ92回）

番号 種　 別 器　 種 口径 極 高
底径 胎　 土 色　 調 焼 成

i　 手 法 の 特 徴
出土 位置 備　 考 ．

461 土師 器 小 皿
8・6 ！ 3・8

6．0 雲母 ・赤色 粒子 にぷい黄橙 普通 体部 下端 に筋状 の削痕 ，底部 回転糸切 り 南東部 下層 100％ ，P L 57

4 62 土師器 小 皿 9．3　　 1月 6．8 長石・石卦 赤色粒子 橙 普通 底 部 回転へ ラ切 り 東 壁際下 層
i

50％

4 63 土 師器 椀
［18ぷ i 6．5

7．4 長存 石卦 赤色粒子 にぷ い黄橙 普通 底 部回転 糸切 り後 ，高台貼 り付 け 北 部床面 55％

第臓糾常住腰跡（第且93図）

位置　調査区中央部のR8田区に位置し汐平坦な台地上に立地している。

重複関係　雛5778158　8蟻根号住居跡と第摘号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・85m，短軸3・35mほどの長方形で，主軸方向はN－880－Eである。壁高は11～20cmで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，壁溝は東壁際と西壁際で確認されている。

囁　東壁の南寄りに付設されている。撹乱が激しく，全体の規模や形状は不明である。火床部は床面と同じ高

さの平坦商を使用しており，火床面が被熱して赤変硬化している。

電土層解説

1黒褐色　焼土粒子中量，ロームブロック。炭化粒子
粘上粒千・砂粒少量

2　灰褐色　焼土ブロック0粘土粒子0砂粒中鼠
ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼士ブロック中量，ロームブロック・炭化物0
粘土粒子。砂粒少量

4　暗赤褐色　ロームブロック中鼠　焼土ブロックe炭化粒子少量

炉　中央部に付設されており，地山を若干掘りくぼめた地床炉である。平面形は楕円形を皇し，被熱によって

赤変硬化している。

ぽッ距　6か所0主柱穴はPl～P4が相当し，深さは25～39cmであるo P　は深さ蟻cmで　酋壁際の中央部

に位置していることや硬化面の広がりから見て，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ13cmで，

性格は不明である。

覆豊　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出立状況　土師器机84点（小皿2，埠。椀38，嚢の甑14鋭須恵器片37点が出土している。遺物はほぼ

全域に散在しており，そのほとんどが細片である。464。466e467は，竃内から出土している。

所凰　時期は，土師器小皿が若干認められることや椀の形状から10世紀後半と考えられる。当該期には，本住

居のように，竃と炉を有する住居形態が認められるようになる。
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第1584号住居跡出土遺物観察表（第193図）

Xl　　　　　　　　　ヽ

lI

日
！

［

l

l

ニー

一′　J一一．

／

し　＼

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　一一・・・　・一」

0　　　　　　　　　　　　1m

トー　　l　　一二∃

0　　　　　　　　　　　　　10cm

嶋7　　ト－　1　　」

番号 種　 別 器　種 口径 器高 底径 胎　士 色　調 焼成 手法の特徽 出土位置 備　考

464 土師器 椀 ［15．2］（3．6） 雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部ロクロナデ 亀覆」二中

465 十師器 椀 ［13．5］（2．8） － 雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 休部ロタロナデ 南西部覆上中

466 土師器 椀 － （2．2）［6．1］雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 底部内面‥方向のヘラ磨き 電覆上中

467 土師器 椀 － （2，0）［6．2］雲母・赤色粒子 にぷい褐 普通底部内面∴方向のヘラ磨き 磁覆土中
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第1587号住居跡（第194・195図）

位置　調査区中央部のS7a3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第95号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．45m，短軸3．30mはどの方形で，主軸方向はN－15。－Eである。壁高は17～28cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで105cm，袖部幅110cmほどである。袖部は床

面と同じ高さの地山面上にローム土を主体とした基部を設け，その上部に砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は15cmほど掘りくぼめた部分にローム土を充填して使用し，火床面が被熱して赤変硬化している。煙道

の立ち上がり部には白色粘土を基部とし，その上部に杯3点が逆位で据えられて，支脚として使用されている。

また，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

培土層解説

1極　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒微量

2　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼上粒子少量

3　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，

粘土粒子・砂粒少量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

粘土粒子・砂粒微量

第194図　第1587号住居跡実測図

6　にぷい赤褐色　砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量

7　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量

8　暗　褐　色　ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒少量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量

10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

11灰　黄　褐　色　白色粘土粒子多量

』」478476479　486　20480
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ピット　1か所。Plは深さ25cmで，竃と向かい合う位置にあり，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量

6　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片217点（杯・椀35，血1，嚢・甑181），須恵器片60点（杯・高台付杯28，皿1，盤2，

棄・甑28，長頸瓶1），灰粕陶器2点（椀，長頸瓶），砥石1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在してお

り，破断面の摩耗が少なく，残存率の高いものが多いことから，廃絶時あるいは廃絶から間もない時期に投棄

されたものと推定される。481・482・484は支脚として転用された須恵器杯であり，被熱痕が認められる。ま

た，朱墨痕のある477は西壁際の床面から，猿投産と考えられる485は竃東側の覆土中層から，底部に「大士」

と墨書された486は中央部南寄りの覆土中層から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。「大士」は当遺跡の標識文字の一つであり，灰粕

陶器や朱墨痕のある土器と共に，集落の構造を考える上での好資料といえる。
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第ユ58号住居跡出土遺物観察表　第柑図）

掛 弓 種　 別　　 器　 種 日経 器 高 底 径 胎　 土 色　 調
焼 成 i　 手 法 の 特 徴

腋 上位置
i 備 考

476 土師 器　　　 杯 ［1 1．8］ 4．5 7．9 長石 ・赤色 粒子
巨 ぷい樟 普通 転 結 柚 のへ ラ削 り

南 壁際上 層
！6 0％，P L 5 7

4 77 須恵器　　　 杯

i

13．4 4．0 6．0 雲 母 ・長石 ・石英 にぷ い黄袴

i

・部 ナデ

i

西壁 際床 面
100％，P L 5 7

47 8
i 須 恵器　 杯

13．4 4．6 6．0 雲 母・長石 ・石英 褐灰 一方 向のヘ ラ削 り 南壁 際上層 90％ ，P L 57

479
須恵 可　 杯

14．3 4．6 6．6 雲 母・長 石・石英 黄灰
普 中 細 肺 へ ラ切 り後 ，へ ラナデ

南壁際 床面 80％ ，P L 57

480
須恵 中　 称

13．5 4．5 6．0 雲母 ・長 石・石 英 暗灰黄
普通 i底部 回転 へ ラ切 り後， VW膏 向 のヘ ラ削 り

中央部上 層 70％

4 81 須恵器　　　 杯 13．3 3．9 6．1 雲母 ・石英 明 赤褐 ′′′みムー方 向のヘ ラ削 り 竃 火床部
被熱痕適 材付嵐

100％，P L58

482

須恵 中 i

14．4 4．9 6．3 雲 母・長 石 ・石英 にぷ い赤褐
l

l

普 通　 底 部Y′′′4方向の へ ラ削 り 竃火床 部
被熱痕適材付鼠

100％，PL58

483 杯 ［14．4］ 4．0 6．6 雲母 守討手石 英 明赤褐 一方向 のへラ削 り 竃 火床部
被熱痕適 材付乳

40％

48 4 土 師器　 高台 付杯 16．9 6．5

l

9．0
雲 母 ・長石 ・石英 ・

赤 色粒子
にぷ い赤褐

i

竃 火床部
被熱痕，竃材付嵐

90％，PL58

485

尋 椀

［17．2］ 4．8 ［8．7］
灰 自 ・

灰 オ リーブ

底 部回転 へ ラ削 り後 言 鶉台貼 り付 け　 底 猿投 産
黒色 粒子 ，良好 窓東側 「闘魂

部外 面 に トチ ンに よる重 ね焼 き痕有 り 琵鼠　　ハ　　　H 4 5％，P L 58

4 86

土師 器 ㌦

i

［134 ］

！

2．5 6．8

i

雲 母 ・石英 にぷ い黄橙

i
高 台貼 り付 け

！
中央部 中層

底部外面墨書「大

王」β0％ガL70

487

巨

12．7 2．9 6．3 雲 母・長石・石英 暗灰 黄 北西 部下層
底部内面摩滅廠

用乳98％，PL 58

488 須恵器　　　 盤 15．8 （2．7） 長イ圭石英 灰 普通 底部 回転へ ラ削 り言 海台貼 り付 け痕有 り 電火床 部
底部内面摩滅鹿

用税調）％，PL58

48 9
黄灰 ・

降灰による自然軸（1．7） － 黒 色粒子 良好　 口縁部 ロ クロナデ ，頭部沈 線一条 北西 部下 層
オ リーブ窯

番号 器　 種
i

長 日 幅
厚 さ

ー 材 質 灘 土 ！　　　　 特　 徴　　　　　　 根 二位 置
備　 考

Q 2 0 砥 石
7．6 ！ 4．0

3．3 （124．9） 凝灰 岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 束壁際上 層 P L 76

第臓約号住居跡（第196図）

位置　調査区北部のR8g2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1544e1584・1601号住居跡，第140号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　壁の立ち上がりが確認されなかったため，床面の広がりから，N－0。を主軸とする長如。40恥

短軸3．40mほどの長方形と推定される。

床　ほぼ平坦で，中央部から北側部分にかけて踏み固められている。

竃　北東コーナー部から火床面だけが確認されており，付近の床面には粘土粒子が散在している。

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック多量
3　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，

炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中鼠焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片294点（小皿2，杯・椀61，嚢e甑231），須恵器片18点，鉄釘1鳥銃淳1点が出土

している。遣物は竃付近から多く出土しており，491e493・494。496が火床面直上や竃手前の床面から出土し

ている。また，南部の床面から出土した490は底部中央が穿孔されており，紡錘車としての使用が推測される。

一一250　－－



所見　杯類の底部を紡錘車に転用する例はしばしば見られることであるが，490のように完形の小皿を使用す

る例は当遺跡においては初見である。時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。
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第1588号住居跡出土遺物観察衷　第膵図）

番号 種 別　 器 種　 雄姜　 器可　　 胎 土　 恒 調 極 成　　 手 法 の 特 徴　　　 酢日躇 i 備 考

… 器 小… つ ユ・9　　 i 明赤褐 i　　　　 南部床面
底部中央穿孔，

95％，PL58
硯　 土師器 ！ 小j中 ［1 ・項 ・5 日 ・項 長石朋　 巨 ぷい橙 普通 底部回転へラ切り　　　　 竃火床部

60％
492　 土師器 i 杯　 恒 5項 4・ 恒 釦 摘 ・鉦 魂 附　 樟　　　　　　　　　　 南西部下層

20％
493 土師可 椀 恒 5・2］！ 4・0 ； つ 石英魂 粒子　 橙　 極 適i休部ロクロナデ　　　　　 竃手前下層

20％
i

494 土師可　 椀　 巨17・2］ （6・0出 9・7仕祐 ・描 舶 紅的 こぶい樟 普通 体部下端 機 肛摘 ちへラ削り
電材付着，

竃手前下層 被熱痕，35％

55％

495　 土師器　 椀 恒 扇 声 7　 7・6 i雲母鮪 石英 にぷい黄褐 普郵 底錮 痛 へラ削り後言紬 貼り付け　 東部床面

496 土師器 i 愛 ［21… 6日 芋‡ 沌 英完 ぷい橙 普通 竺‡：≡「孟亭；警慧み痕胤 痛 慧：：芸′‡；‥

15％

西部下層
緋 「 師器 聾 ［20… 2・0） 雲母舶 声 い褐 普通 体部外面ナデ胤 具による削痕誹 中央部下層

10％
面へラナデ

第閲8魔考住居跡（第197～199図）

位置　調査区中央部のR7負区に位置しタ平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1612号住居跡を掘り込んでいる。また，翫589首号住居から本住居に建て替えられている。

規模と形状　長軸＆95m，短卓絶90mはどの方形で，主軸方向はN－3。…Eである。壁高はユ7～28cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側がよく踏み固められており，壁溝が周回している。中央部北寄りからほ0．5I肩ほ

どの範囲で焼士の広がりが薄く認められタ火災に遭ったものと考えられる○なお，炭化材や焼土塊等は確認さ

れていない。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。規模は焚日部から煙道部まで120C恥袖部幅120cmほどで，壁

外への掘り込みは50cmである。袖部は掘り残した地LUを芯として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築され

ている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火床面が被熱により赤変硬化している。また，煙

道は緩やかに傾斜して立ち上がった後，ほぼ直立している。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼士粒子中量，ロームブロック。粘土粒子少鼠
炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中義，ローム粒子・炭化物0灰少量

3　暗赤褐色　廃土ブロック・ローム粒子中鼠　炭化粒子少量
4　灰褐色　灰多量，焼土粒子中量

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・灰少量

ぽット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは47～70cmである○また，P203からは深い掘り込み

が2か所ずつ確認されている。P5は深さが3短で，出入り口施設に伴うピットである。

穫丑　8層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。なお，士層断面図中の第6～8層は貼床部の土層

である。

土層解説

1誓褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・砂粒少鼠
炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック・廃土粒子少量，炭化物微量

8　極暗褐色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化物少量

遺物出立状況　土師器片811点碑108，婆の甑70鉱須恵器片543点（恥高台付杯328，盤。高盤19，蓋35，

－－－　25二2　－



嚢・甑160，捏鉢1），鉄鉱2点，不明鉄製品1点（刀子カ），砥石2点が覆土下層を中心に出土している。出

土した土器の大半は破断面の摩耗が少なく，意図的に体部を打ち欠いた底部片が多いことや覆土下層からの出

土が大半であることなどから，住居廃絶後の窪地に投棄されたものと推測される。一方，床面から出土したも

のは少なく，図示したものではQ21・Q22だけである。漆が付着している511は南部の覆土中層から出土して

おり，北西部の覆土中層から出土した510とともに底部内面が摩滅している。

所見　覆土下層を中心に出土した須恵器杯や高台付杯の底部片は，その大半が体部を丁寧に打ち欠かれており，

廃棄に際しての意図した行為と判断することザできる。投棄された時期は出土土器から9世紀前葉と判断でき，

本住居の存続時期は9世紀前葉ないしそれ以前と考えられる。

ー253－
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第198図　第1589A号住居跡出土遣物実測図（1）
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第199図　第1589A号住居跡出土遺物実測図（2）

第1589A号住居跡出土遺物観察表（第198・199図）
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番号種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

498 須恵器 坪 12．8 4．7 7．3 雲母・長石・石英 褐灰 普通底部回転へラ切り後．ヘラナデ 南部下層 75％，PL58

499 須恵器 杯 ［13．4］（3．6）
－

長石・石英 灰 普通耳部へラ削り，双耳杯の模倣カ 北西部下層 20％，PL58

500 須恵器 巧こ －
（3．3） 6．7 雲母・長石・石英 灰 普通休部卜端・底部回転へラ削り 屯手前下層 70％

501 須恵器 杯 － （3，7） 6．3 長石・石英 黄灰 普通底部一一一方向のヘラ削り 北西部下層 35％

502 須恵器 巧こ （4．2） 8．4 雲母・長石 黄灰 普通底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り東壁際中層

底部へラ書き

「＋」，30％

503 須恵器高台付杯
－

（5．1）9．9 長石・石英 黄灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部床面 底部内面摩滅，30％

504 須恵器島台付珂・
－

（3．0）7．8 長石・石英 灰 普通底部回転糸切り後，高台貼り付け 北東部上層 底部内面摩滅，20％

505 須恵器高台付珂こ－ （2．3）10．0 雲母・長石・石英 黄灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部下層 20％

506 須恵器高台付杯 － （3．2）6．9 雲母・長石・石英 灰 普通体都下端・底部回転へラ削り 北壁際下層 30％

507 須恵器高台付杯 － （2．4）7．8 雲母・長石・石英にぷい黄橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北西部下層 30％

508 須恵器高台付杯 － （1．8）7．6 長石・石英 灰 普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け 北壁際下層 20％

509 須恵器高台付杯
－

（2．0）－ 長石・石英 暗灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 西壁際下層 20％

510 須恵器高台付J不
－

（2．6）7，4 長石・石英 黄灰 普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け 北西部中層 底部内面摩滅，20％

511 須恵器 盤 （3．7）9，0 雲母・長石・石英 灰黄褐 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南部中層 漆付着痕，30％

512 須恵器 岳盤 － （12，0）－
雲母・長石・石英 黄灰 普通脚部の三方に透かし 北西部中～下層40％

513 須恵器 捏ね鉢 － （4．4）［11．8］雲母・長石・石英にぷい黄橙普通底部へラナデ Pl覆土中

514 須恵器円面硯ヵ － （4，1）［20．0］雲母・石英 黄灰 普通脚部に隆帯貼り付け後．ロタロナデ 覆土中

515 須恵器 璽
－

（10．8）16．3 長石・石英 灰 普通休部内面ナデ・指頭痕・輪積み痕 北東部下層 30％

516 須恵器 甑 ［27．4］24．3 ［13．2］長石・石英 灰 普通休部内面へラナデ・指頭痕 東・西壁際下層40％

TP28 須恵器 大空 長石・石英 黄灰 良好

外面斜位の平行叩き，内面無文の当て具

痕

南壁際下層

255－



番号 器 種　 長さ　 幅　　　 i 材質 ㈲ 二　　　　　　 特　 徴 根 調 つ　 構読

南壁際下層　　 PL76

北西部床面　　 PL76

中央部下層　　 PL80

覆土下層　　　 PL79

Q 2 1 砥石 16・6 10・6　 7・中 70日　 砂岩　 紙面 2 軋 他は自獅 子

Q 22　 砥石 ＝ 4・6） 3・9 1・6 i（50・4）i 凝灰岩　 紙面 4 面誹 喚 部折損

M 77　 銀　 皿 2日 は 4） 0・5 （17・2）i 鉄　 両丸遺言職 場抜 き茎部の先端欠損

M 78　 鉱カ　　 は 7用 0・8）　 0・2　 は 扇　　　 鉄　　　 断面長方形の棒状

M 79＿＿＿j＿＿＿肘 ＿＿＿＿望 ＿＿ 用 郎 ・ 恒 の i 鉄
刃部の破片 覆土上層

第瑠589院号住居跡（第197蝕200回）

位置　調査区中央部のR7負区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1612号住居跡を掘り込んでいる。また，本住居から第ユ589A号住居に建て替えられている。

規模と形状　長勧・65恥短軸・35mはどの方形で，主軸方向はN－lO…Eである。壁高は37～挽mで，各壁

ともほぼ直立している。

床　翫589A号住居を構築する際に貼床が施され9その際に本住居の床面も若干掘り込まれており言半纏は不

明である。またタ壁溝は北壁際や南壁際から確認されてお娠東壁際や西壁際では酎589A号住居の壁溝と重

なりながら9　ほぼ全周していたと推測される。

竃　北壁際の中央部から，赤変硬化した火床面だけが確認されている。

ぽット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは40～5短であるo P5は深さ25cmで芦出入り口施設に

伴うピットである。

穫羞　確認されていない。

遺物出立状況　土師器陶9点（勘7，聾ゆ甑72）タ須恵器榊7点（杯魯高台付杯29，蓋6，聾。甑12），刀子1

息鉄淫3が出土している。遣物はほぼ全域に散在しており，518砂519は北東部の貼床を除去した際に出土し

ている。

所見　本住居は第1589A号住居と規模や構造，主軸方向がほぼ同一であり，両住居間の時期差を示す土器の出

土も見られないことから，建て替えが行われたものと判断できる○従って，本住居の時期は，重複関係と出土

土器から9世紀前葉ないしそれ以前と考えられる。

己二「二

l ll　　三「
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第舗図　第ユ589B号住居跡出土遺物実測図
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第蟻のB号住居跡出土遺物観察麦　第割図）

番号 種　 別 器　 種 ＝径 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

517 須恵器 杯 ［12 5］ 4．3 ［7．3］ 霊母・長有・石英 灰 普通 体部下端手持ちへラ削り 南東部貼床部 10％

5 18 須恵器 高台付林 － （2．3） 7．4 雲母・長石・石英
i！ 黄灰 普通 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け 北東部貼床部 15％

5 19 須恵器 意 ［14．2］ 3．0 － 長石・石英 褐灰 普通 天井部回転へラ削り 北東部貼床部 40％

520 須恵器 意 ［15．6］ （1．7） － 長石0石英 灰 普通 天井部桓1転へラ削り 北西部貼床部 15％

器　 種 長さ 幅 … 材質 ・胎土 特　　　 徴 出士位置 備　 考

M 80 刀子 （13．9） 1．3 0．2 （13．2） 鉄 片関，刃先部 ・茎尻部欠損 北東部貼床部 PL 78

第瑠59瑠号住居跡（第201回）

位置　調査区中央部のR7112区に位置し，平川な台地上に‾立地している．こ，

重複関係　第1602号住居跡を掘り込んでいる√

規模と形状　長軸3．20m，短軸3．15mはどの方形で　室軸方向はN…摘○…Eである。壁高は22～30棚でタ　各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竃手前から中央部にかけて踏み固められておりタ　壁溝が周回している。

聴　北東コーナー部に付設されてお酌　規模は焚日部から煙道部まで鮒cm　袖部幅1輌cmほどである。袖部は

床面の高さから路用ほど掘りくぼめた部分にローム土を埋め戻しタ　その上部に砂質粘土を用いて構築されてい

る。火床部は浅い血状を皇し，火床面が被熱によって赤変硬化している。また，煙道は火床部から外傾して緩

やかに＿立ち上がった後，ほぼ直立している．∴、

篭土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼士粒子・粘土粒子・砂粒中量，

ロームプロ、ソク・炭化物少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中鼠
ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，灰中量

4　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量

5　暗　赤　褐　色　焼士ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子
炭化粒子・砂粒少還

6　灰　褐　色　粘土粒子も砂粒中鼠　ロームブロックe

焼土ブロック・炭化粒子少量

7　暗　赤　褐　色　ロームブロック。焼土粒子中量，炭化物少量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
9　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少鼠

焼土粒子0炭化粒子微量

10　にぷい赤褐色　焼士ブロック・粘土粒子・砂粒中量，

ローム粒子少墓，炭化粒子微量

11暗　赤　褐　色　ロームブロックe廃土ブロック中量

12　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，

焼土粒子微量

13　暗　褐　色　ロームブロック多量

ぽッ紅　4か所。Plは深さ25cmで，硬化商の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2～

I）4は形状から柱穴の可能性も考えられるが，位置が不揃いであi上　性格は不明である．。

尊皇　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説解
暗
暗
暗

層土

　

1

　

2

　

1

ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量　　4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物少量

ロームブロック中還，焼士粒子e炭化粒子微量　　5　暗　褐　色　ロームブロック中量

ロームブロック中鼠　焼土粒子少量，　　　　　　6　褐　　　　色　ロームブロック多量
炭化粒子微量

遺物出羞状況　土師器片132点（捧e椀15，聾e甑117），須恵器片6点（棄），土玉1点が北壁際と南壁際を中

心に出土している。526e527は北壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，土師器小皿が見られないことや須恵器棄片が若干出土していることなどから，10世紀前半と考

えられる。
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第201図　第1591号住居跡・出土遺物実測図

第1591号住居跡出土遺物観察表（第201図）
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番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴
】出土位置

】北壁際下層

l北壁際下層

l備考

l訓付着，10％

！

526土師器椀［15．4］（5．5）
－長石・赤色粒子明赤禍普通体部内・外面ロタロナデ後，ヘラ磨き

527土師器椀－（1．5）－長石・石英 明赤褐普通底部回転へラ削り，高台貼り付け痕

528土師器璽［18．6］（3．3）
－雲母・長石・石英にぷい橙普通口緑部構ナデ

南西部下層l

北東部上層I
TP29須恵器愛

－－－雲母・長石・石英にぷい赤褐不良内面ロクロナデ・輪積み痕

1258－



番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重昂： 材 質 ・胎土 特　　　 徴 出土位 置 備　 考

D P 28 土玉 2．5 2．4 1．8 10．9 長石 ・赤 色粒子 得色 ，孔径0．6cm ， ナデ，孔 面 にわずか な平坦面 を もつ。 北 部下層 P L 73

第1592号住居跡（第202・203図）

位置　調査区中央部のR7jl区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1598号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．50m，短軸4．15mほどの方形で，主軸方向はN－110－Eである。壁高は36～48cmで，各壁

ともほぼ直立している。

2m

：　　　I　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

仁一　1　　1
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床　ほぼ平坦で，ピットの内側がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで125cm，袖部幅170cmほどである。袖部は床面

と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，両袖とも内側が赤変している。火床部も地山面をそのま

ま使用し，火床面は被熱により赤変硬化している。また，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

電土屑解説

1　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量

3　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量，

炭化物少量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量

5　灰　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物少量

8　極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量

9　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

10　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒・炭化粒子多量，焼土粒子少量

11暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量

12　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量

13　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

14　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子微音

15　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量，
焼土粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは37～38cmである。P5は深さ32cmで，竃と向かい合う

位置にあり，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。なお，各壁際には焼土の広がりが確認されており，

焼失後に自然堆積したものと考えられる。

土屑解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，壌土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　5　黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　7　灰褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　8　極暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片486点（杯46，盤3，嚢・甑437），須恵器片42点（杯13，蓋2，襲・甑27），砥石1点

が北部を中心に出土している。床面直上から出土した遺物は少なく，焼土の上層からが大半であり，本住居焼

失後の窪地に投棄されたことが推測される。529・530は竃の東側の覆土下層から重なり合って出土した破片が

接合したものである。また，533は南壁際の覆土中層，534は北東部の覆土中層から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉ないしそれ以前と考えられる。

∈≦≡≡
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第203図　第1592号住居跡出土遺物実測図
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第1592号住屠跡出土遺物観察表（第203図）

番 号　 種　 別 器　 神 ＝径 底 径
i

胎　 土
色 項 焼 成

手 法　 の 特 徴 腋上 位置 備　 考

529　 土 師器 杯 16．8 3．3 － 長石・石英・黒色粒子
明赤褐 極 適

底部 二方 向のへ ラ削 り，日縁 部赤彩 澤 東側 下層 8 5％，P L 59

530　 土 師器 杯 16．2 3．8
！

長石・石英薫沌蔚守
明赤褐 ！普通

体部 内面へ ラ磨 き痕 竃東側 下層 60％，P L 59

53 1　 土師器 皿 ［21．2］ 4．3 － 長石 内面格 子状 のヘ ラ磨 き， 外面へ ラ削 り 北 東部 中層 10％

532　 須恵器 意 ［12．0］ （1．5） － 長石 ・石英
灰 ！普通 I

天井部 回転へ ラ削 り 南 東部上 層 10％

533　 土師器 聾 － （2．2） 9．0 長石 ・石英
明 赤褐 ！普通

底部 内面へ ラナデ ，底部 木葉痕 南壁 際中 層

5 34　 土 師器 甑 ［2 7．0］ （8．8） － 雲 母 ・長石 ・石英 樟 体 部内 ・外面 へ ラナデ 北東 部中層

番 号 器　 種 長 さ 幅 ッ 材 質 ・胎 土 特　　　 徴 出土 位置 備　 考

Q 23 砥石 （10．4） 5．6 2．5 （162．0） 凝 灰岩 砥 面 3 面，そ の他 は 自然画 ， 中央 部折損 竃東側 中層 P L7 6

第相的考住居跡（第204図）

位置　調査区中央部の′r7b・1区に位置し，平川な台地上に立地している、、

重複関係　第、1594・1595・1605星住居跡を袖口）込んでいる。

規模と形状　長軸3．90m，短軸2。70mほどの長方形で，主軸方向はN－880－Eである。壁高は1～器cInで　各

壁とも外傾して立ち上がっている。

くく＝　二l‾三乗。5
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第儲鍼図　第1593号住居跡ゆ出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で努　中央部から南西部にかけて踏み固められており，壁溝が全属している。

ぽット1か所。Plは深さ4cmで言蓋い皿状を呈している。南壁際の中央部に位置しタ　その周囲にも硬化面

が広がっていることから，出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

尊堂　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

6　褐　　色　ロームブロック中量

7　暗褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

8　黒褐色　ロームブロック・焼士ブロック少量

9　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出立状況　土師器片39点（小皿1，棒。椀30，婆8），不明鉄製品1点（鉄鉱ヵ），混入と考えられる須恵

器片27点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である。そのうち図示できた

ものは5点で，537は中央部の覆土下層，538は南西部の覆土上層から出土している。

所農　本跡からは竃が確認されておらず，何らかの工房跡の可能性も示唆されるが，それを裏付ける遺物は出

土していない。時期は，重複関係と出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

第1593号住居跡出土遺物観察表（第204回）

番号 種　 別 ＝径 底径 胎　 土 色　 調 焼成
！　 手 法 の 特 徴

出土位置 備　 考

535
土師器 ！ 小皿

［8．8］
1可 ［6・0］

雲母・赤色粒子 褐灰 普通 底部回転へラ切り 西部覆土中

536

土師器 i 椀

［15潮

（2・4）i ‡

長石0石卦赤色粒子l 橙

ま

普通

l
休部ロクロナデ，日縁端部に輪花状の突

出
西部覆土中

537

上 師器 i 椀 （2・6）i

橙 普通
底部回転へラ削り後9　高台貼り付け，底

部内面無調整
中央部下層

538
須恵器 恒面硯カ

－
（4．7）恒 0．0］

黄灰 良好 脚部ロクロナデ，下端に隆濁ト∵条 南東部上層

番号 器　 種
長 さ i 幅

撃 材 質 ・胎土 特　　　 徴 出土 位置 備　 考

M 8 1 不 明
（3．4）i o．6

0．5 （2．6） 鉄 断面方形 の棒 状 覆土 中

第閲約号住居跡（第205図）

位置　調査区中央部のT7C3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第159481605号住居跡を掘り込み，第1593号住居と第1474号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸。郁m　短酪O mほどの長方形で，主軸方向はN－910－Eである。壁高は8cmほどで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，西側部分から硬化面が確認されている。また，壁溝が周回している。

尊堂　3層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量
3　褐　色　ロームブロック中量

遣物出立状況　土師器片24点（杯13，嚢1扶　須恵器片6息　縄文土器片1点が出土している。遺物はほぼ全

域に散在しており，そのほとんどが細片である。542は南西部の覆土中からの出土である。

所凰　形状や硬化面の広がりは，第1593号住居跡に類似している。時期は，出土土器や重複関係から10世紀代

と考えられる。
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第205図　第1595号住居跡・出土遺物実測図

第1595号住居跡出土遺物観察表（第205図）
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番号 種　別 器　種 Ll径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

542 上師器 椀 ［13，6］（3．8） － 雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通休部ロクロナデ，口緑端部摩滅 覆土申

TP30 縄文土器 深鉢 － － － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通細線の斜格子目文 覆土申 早期中葉

第1597号住居跡（第206図）

位置　調査区中央部のR7i8区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1599号住居跡を掘り込み，第1578号住居と第144号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南北軸は2．75mで，東西軸は第1578号住居跡に掘り込まれているために1．40mだけが確認されて

いる。南壁の指す方向から判断して，N－10－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は17－

28cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，北西部の壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竜　北壁際に粘土粒子が散在しており，竃材の一部が流出したものと考えられることから，その付近に竃が構

築されていたと推測される。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。また，南壁際の覆土上層には焼土の投げ込みが認

められる。

－263



土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微呈　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　4　暗赤褐色　焼土ブロック中童，ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片85点（杯8，盤2，襲・甑75），須恵器片2点（杯2）が散在して出土している。566

は南西部の覆土下層から，567は南西部の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　廃絶時期は，重複関係と出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第206回　第1597号住居跡・出土遺物実測図

第1597号住居跡出土遺物観察表（第206図）
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0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

566土師器杯［16．6］（1．6）－長石・石英 橙普通体部内面へラ磨き．口縁端部沈璃「・条南西部下層

567土師器襲［24．0］（6．7）－雲母・長石・石英にぷい橙普通口縁郎横ナデ 南部床面

第1599号住居跡（第207図）

位置　調査区中央部のR7i8区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1578・1597号住居と第142・144号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．90m，短軸3．50mほどの若干歪んだ方形で，主軸方向は南壁の指す方向を基準にすると

N－30－Eである。壁高は16～32cmで，各壁とも急な傾斜で立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が周回している。また，南西部からは焼土塊が認められ，

焼失住居の可能性も考えられるが，それ以外の場所からは確認されていない。
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ピット　1か所J Plは深さ、18cmで，南壁際に位置していることや硬化‾Iflfの広がi）と重なることなどから．出

入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆蓋　7層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　ロームブロック0焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片9∠1点（杯9，襲・甑85主　須恵器片10点（杯6∴蓋1，彗・甑3「が散在して出上し

ている。575は南西部の覆土下層から出土している。

所凰　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第調図　第1599号住居跡e出土遺物実測図

第1599号住居跡出土遺物観察表（第207図）
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番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法の 特徴 出土位置 備　 考

574 須恵器 杯 ［13．8］ （3．7） － 雲母・長石・石英 灰白 普通 休部ロクロナデ 北東部覆土中 10％

575 須恵器 杯 ［15．6〕 （4．0） － 雲母・長石・石英 灰 普通 休部ロクロナデ 南西部下層 10％

576 須恵器 蓋 ［16月］（2．4） － 長石・石英 灰自 普通 天井部回転へラ削り 北東部覆土中 10％
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第1600号住居跡（第208・209図）

位置　調査区中央部のS7i3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1608・1617号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4・40m，短軸3・95mほどの長方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は17～22cmで，各

壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から竃の手前にかけて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで115cm，袖部幅135cmで，壁外への掘り込み

は45cmほどである。袖部は床面から10cmほど掘りくぼめた部分にローム土を埋め戻して基部とし，その上部に

砂質粘土を用いて構築されており，両袖部とも内側が被熱している。火床部も同様に，10cmほど掘りくぼめた

部分にローム土を埋め戻して使用しており，火床面が赤変硬化している。煙道の立ち上がり部には土師器嚢が

逆位で据えられて，支脚として使用されている。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説

1梅暗褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　赤　褐　色　焼土粒子ヰ量，炭化物少鼠

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量

5　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中鼠焼上ブロック・炭化物少量

7　オリーブ黄色　粘土粒子・砂粒多巌

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・

粘七粒子・砂粒少量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第208図　第1600号住居跡実測図
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10　暗　赤褐　色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　13　暗赤褐　色　焼土粒子中量

11オリーブ褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量　　　　14　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
12　暗赤褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量　　　　　　　15　褐　　　色　ロームブロック中量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは12cmである。

覆土14層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量

2　黒褐色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

4　極暗褐色　炭化物少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化物少量

7　褐　　色　ロームブロック中量

8　黒褐色　炭化物少量，粘土粒子・砂粒微量

9　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

10　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

11褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

12　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少呈

13　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

14　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

／）

‾　‾　′　　584

一一噴 0　　　　2cm

ヒ土∃

第209図　第1600号住居跡出土遺物実測図
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遺物出豊状況　土師器片281点（埠言椀36，聾。甑2鋭須恵器机06点（杯㍉抽付杯45，蓋79盤3資婆の

鉢・甑5扶灰瓶陶器片1点（瓶ヵ）タ不明鉄製品1点が，竃周辺を中心に出土している。561は竃の支卿に転

用された土師器嚢で，煙道の立ち上がり部から逆位で出土し，被熟痕が認められる。また，578e581は竃内か

ら，579e582～584は竃手前の覆土下層から出土している。

所凰　廃絶時期はタ出土土器から9世紀中葉と考えられる0本住居のように若干縦長の平面形で，主柱穴をも

たない住居形態は芦　第1355号住居など当該期にいくつか類例が見られる。

第1600号住居跡出土遺物観察表（第209図）

番号 種 別　　　　　　　　　 胎 土 i 色 調 焼成 i　 手 法 の 特 徴 根 二位置 i 備 考

577　　 須恵器　 杯　 13．0　　 4．4　　　　　　　　　　　　 褐灰 普通 底部回転へラ切り後，一一一一方向のヘラ削り
束壁際床面 ・

95％，PL59
竃手前下層

578 須恵可　 均‖ 12・3 i 4・5　 5・8 桓 石英 i 褐灰 i
普通！底肛一一湖 巧のへラ削り 竃覆土中 i 60％

579 須恵器 杯　 一声 幸 石朋 舶 i　 i

普通　底部一方向のへラ削り

！
底部外面墨書

電手前下層
l害■劉■■■■Ⅷ■賀喜漢■S S l－ ■S S l■S S S S S S ■■－ 「坐ヵ」，20％，PL70
粥0　 須恵器　 盤 i 16・中 ・9 声 ．4 雲母儲 圭石英 ［ 褐灰 普通 i底部纏 へラ削り胤 高鍋 り付け

覆土下層　　　 90％，PL59
58日 土師器 恒 丁 孟 恒 3）i i雲母蘭 石英 iにぷい黄橙 普通！休部外面ナデ湖 面へラナデ，輪積み痕

竃覆土中
582 土師器 「 藍 「 「 完 1）巨 4 墾 儲 浦 項 明赤褐

普通 休部外面上位ナデ∴下位へラ削り
i

竃手前下層 i 20％

561 土師器　　 聾　 12・2 11・7 i 6・2　雲母磁 石壷英　 にぷい橙 普通 休部外面上位ナデ∴下位へラ削り 竃火床部　　　 立脚転札85％がL59

竃手前下層
聖3　 須恵器 i 鉢　 恒 1中 司　　　　　　 灰

普通　体部内面指頭痕

灰自・
584　灰粕陶器　 長頸瓶　 白2．0］ （2．3）　　　 黒色粒子

灰オリーブ
良好　＝縁部ロクロナデ 竃手前床面　　 猿投産

極 目 幅 材 質 ！　　　　 特　 徴
出土位置　　　 備　考

讐84 i 不明 i（2・4ラ恒 ・5 恒 ．3
白．5）　　　 鉄 南東部覆土中

第帽の号住居跡（第210図）

位置　調査区中央部のR6fO区に位置し，平坦な台地上に立地している。なお，北側部分は調査区域外に延び

ているし、

重複関係　第1513号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は射狛mほどで，南北軸は2eOOmが確認されただけであり，南壁の指す方向からN…10－

Wを主軸方向とする方形または長方形と推定される○壁高は18～25cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められており，壁溝が確認された壁際を巡っている。

ぽッ紅　2か所。Pl e P2は深さがそれぞれ89cm，67cmで，形状から主柱穴と考えられる。

啓羞　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

；芸。霊芝呂：霊篭農芸孟戊個抒微量　　雲慧日禁冨呂：霊認粒少鼠焼土桁・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片126点（杯e椀18，璧e甑108），須恵器片34点（棒15，聾の甑19），刀子2氏不明鉄

製品1息混入した土師器高塚片主点がほぼ全域から散在して出土している。土器片は床面から出土している

ものが少なく，597は中央部の覆土中層から，598は東壁際の覆土下層から出土している。

268　－－



所見　調査できた部分が限られているため時期を判断する資料に乏しいが，598の形状や遺構の形態から9世

紀代と考えられる。

】

U

i

O M86

598

ロ　　U U M。5

第210図　第1603号住居跡・出土遺物実測図

第1603号住居跡出土遺物観察表（第210図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

仁一　　I　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

しこ＿．＿．　‥　」

0　　　　　　　　　　　5cm

：　i　　：

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

597土師器小椀9．33．45．2雲母 黒普通底部回転糸切り後，高台貼り付け中央部中層80％，PL59

598須恵器巧こ［13．8］（3，3）－雲母・長石灰白普通休部ロクロナデ 東壁際下層10％

番号器　種長さ幅蝉さ塵壷材　質 特　　　徴 出土位置備　考

M85刀子（11．2）1．40．5（17．5）鉄刃先部・茎尻部欠損，雨間 南東部覆土中PL78

M86刀子（4，9）（0．8）0．3（5，0）鉄茎部の破片，木質付着 P2上二面PL78
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第1604号住居跡（第211図）

位置　調査区中央部のR8gl区に位置し，平坦な台地上に立地している。なお，北側部分は調査区城外に延び

ている。

重複関係　第1601号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東西軸は4．00mほどで，南北軸は1．00mだけが確認されており，平面形はN－10－Wを主軸方向

とする方形または長方形と想定される。壁高は58cmほどで，壁は直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が巡っている。

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは16cmである。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　4　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片85点（皿1，杯・椀21，嚢63），須恵器片21点（杯13，嚢・甑8）が散在して出土し

ている。600・601は南西コーナー部の覆土中層から，599・603は南壁際の覆土中層から出土している。また，

南東部の覆土下層から出土した602の底部内面には朱墨痕が認められる。

所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

混＿‥

第211図　第1604号住居跡・出土遺物実測図
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第1604号住居跡出土遺物観察表（第211図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

599 土 師 器 1m ［12．2 ］ 2．8 4．4 石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 南 壁 際 中 層

体 部 外 面 墨 書

「□ 」，50％ ，P L 6 9

6 0 0 上 師 器 杯 13．2 4．3 6．5 雲掛 石英 ・赤色 粒子 に ぷ い 橙 普 通 体 郎 下 端 ・底 部 回 転 へ ラ 削 り 南 西 部 中 層 80 ％ ， P L 5 9

6 0 1 須 虚 器 杯 ［12．0 ］ 4 ．7 6．2 雲 母 ・長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 一 方 向 の ヘ ラ削 り 南 西 部 中 層 40 ％

60 2 須 恵 器 称 （3 ．1） ［5．2 ］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 暗 灰 黄 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， ・－・方 向 の ヘ ラ削 り 南 東 部 中 層

底 部 外 面 墨 書

「川 カ」，内 面 未

墨痕 ，10 ％．PL 6 9

6 0 3 土 師 器 蛮 ［16 ．6］ （3 ，2） － 空 け ・長 石 ・石 英 橙 普 通 口 縁 部 梯 ナ デ ， 輪 積 み 痕 南 壁 際 中 層

604 須 恵 器 璽 ［27 ．0］ （4 ．6） － 黒 色 粒 子 黄 灰 良 好 口 緑 都 ロ タ ロ ナ デ ， 頚 部 に 隆 帯 一 条 覆 土 上 層 湖 西 産 ヵ

第1606号住居跡（第212図）

位置　調査区中央部のT7C2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で確認されたた

め，暗褐色を呈した床面の広がりから，N－20－

Wを主軸方向とする長軸4．60m，短軸4．10mほどの

方形と推定される。

床　中央部にわずかに硬化面が認められるだけであ

り，詳細は不明である。

竃　北壁中央部に砂質粘土を用いて構築されてい

る。右袖部と火床部の一部が確認されており，火床

面は被熟し，赤変硬化している。

竜土層解説

1　黒褐色　焼土ブロック中量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

ピット　3か所。Pl～P3は深さが5～11cmでい

ずれも浅いが，位置から主柱穴の可能性がある。4

本主柱を想定した場合の北西部のピットは，撹乱を

受けているために不明である。

遺物出土状況　土師器片23点（杯・椀10，嚢・甑13），

須恵器片4点（杯）が散在して出土している。

所見　形状をうかがい知ることのできる土器が出土

していないため時期の特定は困難であるが，須恵器

杯と土師器椀が共伴していることから見て，9世紀
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後半ないし10世紀前半に廃絶したと考えられる。　　第212図　第1606号住居跡実測図
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第1607号住居跡（第213図）

位置　調査区中央部のT7a2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で確認されたため，暗褐色を呈した床面の広がりから，N－930－Eを主軸

方向とする長軸4．45m，短軸3．25mほどの長方形と推定される。

床　硬化面は耕作等により削平されたと考えられ，詳細は不明である。

竃　東壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，火床面の一部が確認されただけであり，竃材等も不明で

ある。

遺物出土状況　土師器片33点（小皿2，杯・椀8，聾・甑23），刀子1点が竃付近を中心に出土している。

607・608はいずれも竃手前の床面から出土したものである。また，M88は中央部東寄りの床面から出土している。

所見　時期は，出土土器や東竃を有する住居形態から10世紀後半以降と考えられる。
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第213図　第1607号住居跡出土遺物実測図

第1607号住居跡出土遺物観察表（第213図）

㌢二二二ユ「
I

U M88
0 5cm

1　　＿＿」　」

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　考

606土師器小皿［8．0］1．4［5．2］石英・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り南東部覆．七中20％

607土師器杯［13．2］（3，2）－石英・赤色粒子】にぷい橙普通体部ロタロナデ電手前床面20％

608土師器椀［16．6］6．46．8雲砂長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け屯手前床面25％

番号器　種長さ幅厚さ重昼材　質特　　　徴出土位置備　考

M88刀子（5．6）1．00．3（5，2）鉄刃部の破片，刃先部に繊維質付着，刃部はわずかに攣曲する中央部床面PL78

第1608号住居跡（第214・215図）

位置　調査区中央部のS7i4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1618号住居跡を掘り込み，第1600号住居に掘り込まれている。
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規模と形状　長軸6．20111．鯨油5．80111ほどの方形で，巨軸方向はN－1J－Wである、つ翫封ま28、33mで．各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平川で，ピットの内側が踏み固められており，壁溝が周回している．J　また∴束壁際から焼土の広がり

が確認されている。

竃　北壁中央部に付設されており．規模は焚＝部から煙道部まで105cnl，袖部幅150mlほどである．ご　袖部は床面

から20cnlほどけ1日犬に掘りくぼめた部分に，砂質粘土を用いて構築されているご　火床面は，袖部を構築した後に

床面の高さまでローム上を埋め戻して使用しており，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾した

後，ほぼ直立している。また，煙道の奥壁や袖部の外側の壁にも砂質粘土が貼られており，防火e防熱的な役

割をしていたことが推測される。，

覆土層解説

1　オリーブ褐色　粘土粒子・砂粒中鼠　焼土ブロック・炭化物少量　H　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子も砂粒少量

2　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物0
粘土粒子・砂粒少量

4　里　褐　色　炭化粒子中鼠　焼土粒子e粘土粒子の砂粒少量

5　オリーブ褐色　焼土ブロックゆ炭化物。粘土粒子・砂粒少量

6　異　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子少量

9　褐　　　　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロックe

粘土粒子e砂粒少量

10　暗　褐　色　焼士ブロック・ローム粒子8粘土粒子も砂粒少量

12　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化物少量

13　オリーブ褐色　焼土ブロックe炭化物や粘土粒子・砂粒少量

14　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
15　オリーブ褐色　粘土粒子e砂粒中量，廃土ブロック少量

16　にぷい黄褐色　焼士ブロック中量，炭化物を粘土粒子の砂粒少量

17　黒　褐　色　焼土粒子の炭化物。粘土粒子・砂粒少量

18　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子・砂粒少量

19　オリーブ褐色　焼土粒子。粘土粒子も砂粒中量，炭化粒子少量

20　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量

21オリーブ褐色　粘土粒子も砂粒多量，焼土ブロック8炭化物少量

22　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

ピット　9か所ご　主柱穴はPl、′P4が相当し．深さは60～76cmである，P5・P6は出入り口施設に伴うピ

ットで，深さはそれぞれ35cm，26cmである。また，P7～P9は南部の硬化南下から確認されており言莱さば

それぞれ73cm，55cm．36cmで．位置と形状からP7・P8は主柱穴，P9は出入り口施設に伴うピットと判断

できる。、さらに．Plから深い掘り込み2か所が確認されており．P7・P8が硬化面下から確認されたこと

と合わせて，拡張に伴う建て替えが行われたものと推測される。

P8土層解説

1　暗褐色　ロームブロック0炭化粒子少量，焼士ブロック微量　　3　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量

覆羞　20層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。また，東壁際の床面から焼土の広がりが確認さ

れており，焼失後に埋め戻されたことが推測される。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化物少量

3　暗褐色　ロームブロック0焼士ブロック・炭化物少量

4　極暗褐色　ロームブロックの炭化物少量

5　黒褐色　焼士ブロックe炭化物さ粘土粒子・砂粒少呈，
ローム粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，廃土ブロック微量

7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物も粘土粒子・砂粒少量

8　暗赤褐色　焼土ブロック少量

9　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

10　黒褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量

11暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

12　黒褐色　ロームブロック・焼士ブロックの粘土粒子や砂粒少量

13　暗褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化物少量

14　暗褐色　粘土粒子0砂粒少量，焼土ブロック0炭化物少量
15　黒褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量

16　黒　　色　焼土ブロック・炭化物少量

17　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

18　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

19　極暗褐色　ロームブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量

20　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量

遣物出土状況　土師器片1225点（杯159，皿2，婆・甑1063、手持1主　須恵器片129点（杯67，蓋23，盤1、

婆の鉢e甑38），石製紡錘車1点，不明鉄製品1点（釘ヵ），支脚1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在

しており，破断面の摩滅が少ないことや，大半が焼土の上面から出土していることなどから，本住居の焼失後

に埋め戻される段階で投棄されたものと推測される。609◎6168617は東壁寄りの覆土下層から出土している。

611は北西コーナー部と中央部東寄りの覆土下層から出．上した破片が接合したものであるご　また，618はP2内
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から，M89は床下から出土している。

所見　鉄製品が床下から，手控土器がP2内から出土しており，それぞれ住居構築時，住居廃絶時の意図的な

行為とみることもできる。廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第214図　第1608号住居跡実測図
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第215図　第1608号住居跡出土遺物実測図

第1608号住居跡出土遺物観察表（第215図）

〕＼

二二二二±＼

番 弓・ 種　 別 器　 種 日 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 0 9 土 師 器 杯 ［1 4．6］ （ 4．6） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通 口 縁 部 桟 ナ デ ， 休 部 内 面 ナ デ 東 部 床 面 2 5％

6 10 須 恵 器 杯 1 4．2 3．6 8．8 雲 ・母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 底 部 不 定 方 向 の ヘ ラ 削 り 東 部 床 面

底 部 外 面 箆 吾

「－」，6 0 ％

6 1 1 須 恵 器 均・ ［1 5．4］ 4．3 8．4 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 休 部 下 端 ・底 部 回 転 へ ラ削 り

北 西 部 ・

中 央 部 下 層

4 0％

6 1 2 須 恵 器 巧・ ［14 ．6］ 3．9 ［ 6．0 ］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り P 6 覆 土 申 4 0％

6 1 3 須 恵 器 均こ ［15 ．2］ 4．2 7．0 雲 母 ・長 石 ・石 英 暗 灰 黄 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り 覆 十 Fll 4 0 ％

6 1 4 土 師 器 皿 ［1 7．2］ 1．7 ［14 ．4］ 雲母 ・長石 ・赤色粒 子 明 赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り後 ． ヘ ラ磨 き 西 壁 際 下 層 15 ％

6 1 5 土 師 器 皿 ［2 0．6 ］ （2．3 ） － 雲 母 ・長 石 に ぷ い 赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り後 ． ヘ ラ磨 き 西 壁 際 中 層

6 1 6 須 恵 器 蓋 ［1 6．2 ］ （2．3 ） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 東 部 下 層 2 0 ％

6 1 7 須 恵 器 鉢 カ ［3 5．0 ］ （7．1）
－

雲 母 ・長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 休 部 内 面 ナ デ 東 部 下 層

6 18 土 師 器 手 捏 7．0 3．4 5 ．7 雲 付 ・赤 色 粒 了・ 灰 黄 褐 普 通 体 部 ナ デ ， 指 頭 痕 ， 輪 積 み 痕 P 2 覆 上 中 8 0％ ． P L 7 1

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 畳 材　 質 特　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 2 5 紡 錘 車 （ 3，2 ） （1．5 ） （0 ．7 ） （3 ．7 ） 粘 板 岩 孔 l宙の －・部 残 存 ， 孔 不 明 西 部 下 層

M 8 9 釘 ヵ （ 5．1） 0．4 0．4 （ 5．0 ） 鉄 断 面 方 形 の 棒 状 ， 中 位 で 旭 曲 し， や や ね じれ る 北 西 部 ．「層
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第1615号住居跡（第216・217図）

位置　調査区中央部のS6i4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1524号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．05m，短軸3．00mはどの方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は18～25cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から竃の手前かけて踏み固められており，壁溝が周回している。

竜　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで95cm，袖部幅105cmほどである。袖部は掘り

残した地山を芯としてその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されており，両袖とも内側が被熱している。火床

部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火床面が若干赤変している。また，煙道の立ち上がり

部には土製支脚が据えられており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説

1　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量

4　極暗褐色　炭化物多量，焼土粒子中量

5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒中量

6　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック中量

8　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

ピット　1か所。Plは深さ38cmの出入り口施設に伴うピットで，壁際から中央部に向かって斜めに掘り込ま

れている。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片163点（杯・椀36，嚢・甑127），須恵器片30点（杯13，襲・甑17），土製支脚1点，刀

子1点，鐙金具1点，釘ヵ1点，砥石1点が出土している。遺物は西側部分から多く出土しており，M93は西

0！　亜

第216図　第1615号住居跡実測図
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壁際の床面から出土している。M92は中央部の床面から，刃先部を北に向けた横位の状態で出土している。ま

た，640は竃内から出土している。

所見　馬具の出土は，第1253号住居跡や第36号井戸跡から馬骨が出土していることと併せて，農耕や献納など

に重宝される馬の飼育を裏付けるものといえる。廃絶時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第217図　第1615号住居跡出土遺物実測図

第1615号住居跡出土遺物観察表（第217図）
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番号種　別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出上位置 備　考

639須恵器杯 －（3．0）5．8雲母・長石・石英にぷい褐不良底部‥・方向のヘラ削り 南壁際下層30％

640須恵器上不 （2．4）5．4雲母・長石・石英噌灰黄褐普通底部回転へラ切り後，・方向のヘラ削り屯覆土中 30％

641須恵器蛮 （9．8）－雲母・長石・石英灰自普通休部内面へラナデ，指頭痕 中央部床面

番号器　種長さ幅厚さ重畳材　質 特　　　徴 出上位置 備　考

Q28 砥石（7．8）3．9 4．6（171．9）凝灰岩紙面4面，中央部折損 戸桶ii下層 PL77

M92 刀了・（15．9）1，4 1．0（17．4）鉄 純残存，茎部木質付着 中央部床面PL78

M93鐙金具（8．2）4，7 2．3（41．4）鉄 釘に木質付着，鉛の吊手部分の留め金具 酋壁際床面PL82

M94 釘ヵ（6．8）0．8 0．6（14．5）鉄 断面方形の棒状，片側が尖る 西都下層 PL81

第1617号住居跡（第218・219図）

位置　調査区中央部のS7j3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1609・1618号住居跡を掘り込み，第1600号住居に掘り込まれている。
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規模と形状　長軸4．50m，短軸4．10mほどのほぼ方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は10～17cmで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められており，壁溝が周回している。また，南壁際の中央部にはU字

状に巡る高まりが認められ，上面が硬化している。

竃　北壁中央部に付設されており，袖部幅130cmである。袖部は，床面と同じ高さの地山面に砂質粘土を用い

て構築されている。また，火床部は皿状に掘りくぼめられた地山面を使用しており，火床面が被熱によって赤

変硬化している。煙道部は，第1600号住居に掘り込まれているために不明である。

寵土層解説

1　黒褐色　炭化物・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量　　　　　5　黄灰色　焼土ブロック少量

2　暗灰黄色　粘土粒子・砂粒多量　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物少量

3　赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土粒子少量

4　黒褐色　炭化粒子中量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さはP4だけが59cmと深く，その他は27～36cmである。P

5は深さ14cmで，その周囲にはU字状に巡る床面の高まりが確認されており，出入り口に伴う施設の一部と判

断できる。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

第218図　第1617号住居跡実測図
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土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・　　　5　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量

2　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・粘土粒子・　　　　7　にぷい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

砂粒少量，焼土ブロック微量　　　　　　　　　　8　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量　　9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・

4　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片335点（杯33，嚢・甑302），須恵器片127点（杯・高台付杯85，蓋4，盤・高盤6，

嚢・甑31，短頸壷1），鉄淳1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，その大半が土師器襲類の

細片である。647は竃東側の床面から土庄でつぶれた状態で出土している。また，643は北東部の床面，648は

北東部の覆土上層から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第219図　第1617号住居跡出土遺物実測図

第1617号住居跡出土遺物観察表（第219図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

64 2 土 師 器 上不 ［15．4 ］ （3．4 ） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 口 緑 部 ・体 部 内 両 横 ナ デ P 2 覆 土 中 10 ％

64 3 須 恵 器 杯 12．5 4．4 7．8 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部 一 方 向 の ヘ ラ 削 り 北 東 部 床 面 80 ％ ， P L 5 9

6 4 4 須 恵 器 坪 13．2 4．6 7．7 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 一 方 向 の ヘ ラ 削 り 南 西 部 下 層

休 部 外 面 墨 書

「サ 」，80％ ，PL 6 9

6 4 5 須 恵 器 杯 ［12．4］ 5 ．1 6．9 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部二 方 向 の ヘ ラ 削 り 北 西 部 下 層

底 部 外 面 塁 こ吉

「子 」，50％，P L 6 9

6 4 6 須 恵 器 杯 ［12，2］ 4．2 8．0 長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部 ・方 向 の ヘ ラ 削 り 南 壁 際 床 面 60％
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番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 ▼ 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

64 7 須恵 器 珂・ ［12 ．2］ 4．4 7．0 雲母 ・長 石・石英 黄灰 普通 底部 回転へ ラ切 り後， 一方 向のヘ ラ削 り 電東側 床面 50％

648 須恵 器 高盤 － （3．1） ［13 ．2］ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄 橙 普通 脚部 ロ クロナデ， 透か し孔へ ラ切 り 北東部 上層

649 須恵 器 短頚壷 （4．5 ）
－

雲母 ・長石 ・石 英 黄灰 普通 休部上 半 口ク ロナデ，下 半回転 へ ラ削 り 北 東部 下層 10％

650 土師 器 璽 ［17．2 ］ （2，9）
－ 雲母 ・長石 ・石 英 橙 普通 口縁部 構ナ デ 床 面

T P 37 須恵器 大 要
－ － － 雲 母・長石 褐灰 普通 頚 部櫛 こ醇波状 文 北 東部上 層

第1621号住居跡（第220・221図）

位置　調査区北部のQ8cl区に位置し，平坦な台地上に立地している。なお，南半部分は調査区域外に延びて

いる。

規模と形状　東西軸は4．60mほどで，南北軸は3．20mだけが確認されており，N－80－Eを主軸方向とする方

形または長方形と推定される。壁高は12－28cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。また，壁際から焼土の広がりが確

認されている。

第220図　第1621号住居跡実測図
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竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで90cm，袖部幅130cmほどである。袖部は，床

面と同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。西袖部の中央には床面の高さまで掘り込まれたピ

ットが確認されており，神都の芯材として嚢等を据えておいた痕跡とも考えられる。火床面は床面と同じ高さ

の地山面をそのまま使用しており，被熟し，赤変硬化している。また，煙道部は急な傾斜で立ち上がっている。

埴土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子

粘土粒子・砂粒少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，

ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少畳

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・灰少量

5　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子

砂粒少畳，炭化粒子微量

6　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，

粘土粒子・砂粒微量

7　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・
炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

ピット　2か所。Pl・P4は主柱穴で，深さはそれぞれ48cm，57cmである。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。壁際の床面には焼土が広がっており，焼失後に

埋め戻されたものと推測される。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　極　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　極　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・

炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化物中量，ロームブロック少量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片83点（杯10，嚢・甑73），須恵器片14点（杯11，蓋1，瓶1，襲1），刀子1点，鍵ヵ
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蟻が出土している。遺物は竃手前から北東部にかけて多く出土してお酌紺は北東部の覆土下層から誹71

は北東部の床面や覆土下層努Plの覆土中から出土した破片が接合したものである。またタ668は竃内と北西

コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合したものである○なお，焼士は壁際を巡るように確認されてい

るが，炭化材等は確認されていない。

所凰　廃絶時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第蟻別号住居跡出土遺物観察表　第霊園）

番号‾i‾‾‾‾…‾蒜‾‾‾‾‾‾‾蒜‾‾‾i‾器 種
Ll径 底径 i 胎 土　 色 調 i焼成 ！　 手 法 の 特 徴　　　 出土位置　 備 考

6 68　 須恵器　　　 棒 ［1芝2］ 3．5
黄灰　 普通 底酢 一頒 向のヘラ削り　　　　 竃覆土中　 40％

北西部下層
礪 9　 須恵可　 杯

［13．2〕 4．0
舶　 極 適 i底部＋楠 のヘラ削 り　　　　 北東部下層　 3。％

6可 土師可　 婆
［24．0］ （6．1ラ

にぷい褐 ！普通 i体部外面ナデ誹 海へラナデ　　 北東部下層

中央部床面 ・

6 71　 土師器　　　 婆 （31．0）
雲母蘭 石英 にぷい橙 普通 芸慧：‾誓 ‡へラナデ言 も孝 へラ磨き’ 下層 のP l 覆 30％

土中

蒜‾：一毒‾‾！器 種 i 長さ 幅 i厚さ ！ 材 質 ！　　　　 特　 徴
出土位置　　　 備　考

東部床面　　　 PL78
礪 「 好 い融 ・項 ・5

（2ユ・桝　　　 鉄　　　 面閲湖 に本質付着
讐＿望6 声 明 ！9・5 1．日 。5 聖 上 守 矢 1 断面方形の棒腕 ′欄 を折り返す

電手前床面　　 PL82

第閥題号健贋跡（第222砂223図）

位置　調査区西部のT6a4区に位置しタ平坦な台地上に立地している。

重複関係　第蟻器号住居に掘　込まれている。

規模と形状　長朝射賂mタ短軸射沿mほどの方形でタ主軸方向はN当70－Eである。壁高は22～38cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で芦　中央部が踏み固められてお娠壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設されてお娠規模は焚日部から煙道部まで120cm，袖部幅160cmほどである。煙道部付近

に天井部の一部が残存しており　厚さは最太で蟻cmほどある0袖部は掘り残した地山を基部として，その上部

に砂質粘土を酌、て構築されている。火床部は柑cmほど掘り　ぼめた部分にローム土を床面の高さまで埋め戻

して使用しておりタ火床面が被熱して赤変硬化している。また学煙道は円筒状を皇し，外傾して緩やかに立ち

I二がっており，径は8、10cmほどである∴

竃土層解説

1暗　赤　褐　色　ロームプロ‥ノク申品　焼上プロ、ソク・

粘土粒子の砂粒少量，炭化物微量

2　灰　褐　色　粘土粒子多数　砂粒中鼠　ロームブロックの

焼土ブロック・炭化物少量

3　暗赤褐色　ロームブロック中鼠焼土ブロック・炭化物
灰少量

4　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子e炭化粒子少量

5　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多鼠　ロームブロック。
焼土ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子中鼠廃土粒子8炭化粒子の
粘土粒子e砂粒少量

7　極暗褐　色　焼土ブロックも砂粒中鼠　ローム粒子e
炭化物の粘土粒子少量

8　灰黄褐色　粘土粒子を砂粒中亀　ロームブロック少鼠
廃土ブロック微量

9　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少量

10　にぷい赤褐色　廃土ブロック・粘土粒子・砂粒中乳
ローム粒子少量

H　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子も
粘土粒子・砂粒少量

12　暗　褐　色　ロームブロック中鼠焼土ブロックe炭化物。
粘土粒子・砂粒少量

ぽッ紅　5か所。Pl～㌘4ほ主柱穴でタ深さはPつL eP3が37cm，43cmタ　P2eP4が19cm，20cmとばらつ

一、282　－－



きがある。P5は出入り口施設に伴うピットで，深さ15cmである。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少墓　　　　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中呈，炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

3　暗褐色　ロームブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　9　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・

5　暗褐色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂粒・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片255点（杯40，棄・甑215），須恵器片130点（杯・高台付杯92，蓋3，棄・甑35），石

製紡錘車1点，刀子1点が出土している。遺物は壁際から多く出土しており，673・676は南壁際の床面，675

は南壁際の覆土中層から出土している。また，北東コーナー部の床面からは672・679・680，竃の右袖脇の床

］1　　　　田中

第222図　第1622号住居跡実測図
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面からは674・677・678が重なって出土しており，こうした出土状況からこれらの土器は廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。M97は北東部の覆土上層から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。当該期には，石製や土製の紡錘車が古墳時代に続

いて使用されている。

二二≡諒

．　．

0
、、⊥

⑲。。1
▽　O M97

0　　　　　　　　　　　5cm

：　　I　　：

第223図　第1622号住居跡出土遺物実測図

第1622号住居跡出土遺物観察表（第223図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

672 須 恵 器 均こ 13．0 4．3 7 ．8 長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部 二 方 向 の ヘ ラ 削 り 北 東 部 床 面 90 ％ ， P L 5 9

6 7 3 須 恵 器 杯 13．0 4，1 8 ．1 雲 母 ・長 石 ・石 英 尿 白 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， ・方 向 の ヘ ラ 削 り 南 壁 際 床 面 95 ％

67 4 須 恵 器 杯 13．4 4．4 7．0 雲 母 ・長 石 ・石 英 ． 普 通 底 部 一一方 向 の ヘ ラ 削 り 電 東 側 下 層 85％ ， P L 5 9

6 7 5 須 恵 器 杯 13．5 3．9 7．6 長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 底 部 ・方 向 の ヘ ラ 削 り 南 壁 際 中 層 90％ ， P L 6 0

6 7 6 須 恵 器 上不 13．5 4．5 8．8 雲 母 ・長 石 ・石 英 尿 黄 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 後 ， ヘ ラ ナ デ 南 壁 際 床 面 85％ ， P L 6 0

6 7 7 須 恵 器 杯 13．3 4 ，1 7．6 雲 母 ・長 石 ・石 英 尿 黄 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 一 方 向 の ヘ ラ削 り 魔 東 側 下 層 8 0％

67 8 須 恵 器 杯 ［13．6 ］ 4 ．1 7．6 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部 一一一方 向 の ヘ ラ削 り 電 東 側 F J百 4 5％

67 9 須 恵 器 高 台 付 称 ［18，4］ 7 ．0 ［11．6］ 長 石 ・石 英 黄灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り）後 ． 高 台貼 り付 け 北 東 部 床 面 3 0％
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番号 種　 別 器　 種 U 径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出上位置 備　 考

680 須恵器 高台付杯 ［11．0］ 4．9 7．0 雲母・長石・石英 灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け
中央部下層 ・

北東部床面
70％

68 1 土師器 小形変 ［13．0］ （5．0） － 石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 口縁部横ナデ，休部ナデ 東部床面

T P38 須恵器 大栗 長石 灰 普通 外面斜位の平行叩き，内面ロクロナデ

南東部 ・

中央部中層

番 号 器　 種 長さ 幅 厚さ 重量 材　 質 特　　　 徴 出上位置 備　 考

Q 31 紡錘車 （2．9） （1．9） （1．0） （5．2） 粘板岩 孔面と側面の一部残存，孔径不明 南西部下層

M 97 刀子 （12．8） 1．0 0．3 （8．1） 鉄 刃先部 ・茎尻部欠損，両聞 北東部上層 PL78

第1623号住居跡（第224・225図）

位置　調査区西部のS6j4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1622・1624号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺が3．60mはどの方形で，主軸方向はN－1OTWである。壁高は22～30cmで，各壁ともほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められており，壁溝が周回している。

第224図　第1623号住居跡実測図
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竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで90cm，袖部幅115cmほどである。袖部は掘り

残した地山を基部として，その上部に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は15cmほど皿状に掘りくぼめ

られて，火床面は若干赤変している。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

竜土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微逼　　8　にぷい黄褐色　粘土粒－f∴砂粒中量，焼土ブロック・

2　にぷい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中豊　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量
3　窯　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　9　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，灰中量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　灰多量，焼土ブロック中量

7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・

砂粒少量

10　極　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

11極　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック
粘土粒子・砂粒少量

12　にぷい黄褐色　粘土粒子多鼠　ロームブロック・砂粒少量，
焼土ブロック微量

13　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・

粘土粒子少量

ピット　5か所。Pl～P4は主柱穴に相当し，深さは8～21cmである。P5は出入り口施設に伴うピットで，

深さ35cmである。

覆土　6層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　5　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遣物出土状況　土師器片356点（杯・椀38，斐・甑318），須恵器片246点（杯・高台付杯99，盤1，嚢・鉢・甑

＝鵬 M98

5cm
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第225図　第1623号住居跡出土遺物実測図



146）タ　灰粕陶器片2点（長頸瓶）汐　不明鉄製品1点（釘ヵ）が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており芦

（う8引ま北東部の床面，686は中央部の覆十卜屑から出上している、二、688は南西部の床面と南東部の覆トド層から

中層にかけて出土した破片が接合したものである、、

所見　廃絶時期は，出十上器からt月日諸LHl葉と考えられる、

第且62号住居跡出土遺物観察表　第霊園）

番号 種　 別 器　 神 日径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

682 須恵 器 杯 14．0 4．8 6．4 雲母 ・長石 や石 英 橙 普通 底部 回転へ ラ切 り後， ヘラナ デ 中央 部床面 70％ ，P L 60

683 須恵 器 杯 13．2 4．6 6．5 霊 母 ・長有 ・石 英 橙 普通 底部 －み一一一一方向 のヘ ラ削 り 中央部 床面 95％，P L 6 0

6 8∠皇 土師器 高 台付杯 ［12．8］ 4．9 6．0 雲 母 の赤色粒 子 にぷ い赤褐 普通 底部 回転へ ラ削 り後夕　高 台貼 り付 け 北 東部 床面 6 0％

68 5 須 恵器 高台 付杯 ［11．0］ 4．8 ［7．4］ 長 石・石英 にぷ い黄橙 普通 底部 回転へ ラ削 り後，高台 貼 り付 け 東 壁際 下層 3 5％

68 6 須 恵器 蓋 － （3．0） － 霊母 ・長有 ・石英 にぷ い赤褐 普通 天井部 回転へ ラ削 り 中央部 下層 50％

687 土 師器
i 聾 主 0．8

（6．3）
！ i雲母 磁 石 菊 菜 ！ 橙 ［普 通

＝縁部横 ナ デ，体部 ナデ 南 部下層

688 須恵 器

！

鉢

i

［30．4］ 16．1

i

14．8

i

雲母 e長 石・石英

［

黄灰 普 通 底 部へ ラナデ

南西 部 床面 ・

南東 部中 ～下

層

i

30％

6 89 灰 粕 陶器 長 頸瓶 ［8．4］ （3．0） 灰褐 良好
口縁 部 ロクロナ デ，…一一部降灰 に よる自然

柚
竃穫土 中 井ケ谷78号窯式ヵ

69 0 灰 袖陶器 皿 カ ［13．4］ （2劇 ［8．8］

オ リー ブ

黒 ・ここぷ

い黄

良好

［

仕縁 部粛 クロナ デサ　内面 降灰 による 自然

粕
覆土 中 尾張産

序 さ
幅 廿　 質 特　　　 徴 出土位 置 備　 考

M 鱒　　 釘 カ　　 は 扇 0．7 0．5 （5．1） 鉄 断面方 形の棒 状， 片側が 細 る 南西 部上 層

第閥2磯考健腰掛（第226e227囲）

位置　調査区西部のS6j3区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1（う23号住居に裾i主込まれているし、

規模と形状　一辺が2。90mはどの方形で，主軸方向はN－140…Eである。壁高は14～28cmでタ　各壁とも急な傾

斜で立ち上がっている．ご

床　ほぼ、印tで言Ⅳ入り日付近から竃の手前にかけて踏み囲められており，壁溝が束壁際を除いて巡っている．．J

竃　北壁中央部に付設されてお年　規模は焚日周；から煙道部まで95enl，袖部幅ト15enlほどであるご　‾袖部は床面

と同じ高さの地山南に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は柑撒ほど皿状に掘りくぼめられており，火

床面が被熱して赤変碩化している。、また，煙道は外傾して直線的に立ち上がっているJ

竃土層解説

1　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼一上プロ、ソク・炭化物・

粘土粒子・砂粒少量

2　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロックも

焼土ブロック・炭化物少量

3　極暗赤褐色　ロームブロック0焼士ブロックe炭化物。
粘土粒子e砂粒少量

4　にぷい赤褐色　灰中量，焼土ブロックの炭化粒子少量

5　暗　赤　褐　色　焼士ブロック多鼠　ローム粒子。炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量

7　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，焼土ブロックeローム粒子。

炭化粒子少量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

9　暗　赤　褐　色

10　灰　黄　褐　色

H　にぷい黄褐色

12　褐　　　　色

13　極暗赤褐色

287

ロームブロック‥焼上ブロック・炭化粒J’・・

粘土粒子少量

ロームブロック・粘土粒子も砂粒中量，

焼土ブロック微量

粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック少量

ロームブロック多義，焼士粒子e炭化物微量

焼上プロ、ソク小結　ロームプロ、ソク・炭化物少量



ピット1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さ11cmである。

覆土　7層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色
3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック多童，焼土粒子少量

ロームブロック中量

ロームブロック少巌

ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，

焼土ブロック・炭化粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・
炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片256点，須恵器片51点（杯・高台付杯35，蓋2，賓・甑14）がほぼ全域から出土して

いる。695は中央部の床面と竃内の覆土下層から出土した破片が接合したもので，696は中央部の床面から土庄

でつぶれた状態で出土している。また，693・694は北東コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　廃絶時期は出土土器から9世紀前葉と考えられ，当該期における最も小形の住居である。

⑥　　。1

D

B

Oi　　　凸！

0

［二二二二ユニ＝∃

第226図　第1624号住居跡・出土遺物実測図
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10cm

第227図　第1624号住居跡出土遺物実測図
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第1624号住居跡出土遺物観察表（第226・227図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 91 須 恵 器 杯 13．0 4 ．6 8．0 長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 底 部 二 方 向 の ヘ ラ削 り 電 火 床 部 60％

69 2 須 恵 器 杯 ［12．6］ 4 ．6 ［ 6．4 ］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 一 方 向 の ヘ ラ 削 り 電 手 前 床 面 20％

69 3 須 恵 器 高 台 付 杯 ［13．2］ 4．5 ［8 ．4］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 褐 灰 普 通

目 線 端 部 の 突 出 した 破 損 部 分 を 研 磨 し，

注 口 状 に し て 再 利 用

北 東 部 下 層 15％

69 4 須 恵 器 高 台 付 杯 － （3．6 ） 8 ．8 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 北 東 部 下 層 50％

69 5 土 師 器 整 ［2 1．4 ］ 30．9 8 ．0 長 石 ・石 英 に ぷ い 赤 褐 普 通 休 部 外 面 上 半 ・内 面 へ ラ ナ デ
中 央 部 床 面 ・

奄 内 下 層

40％

69 6 土 師 器 整 ［22．0 ］ （25．5 ） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通 休 部 外 面 上 半 ・内 面 へ ラ ナ デ 中 央 部 床 面 20 ％

T P 3 9 須 恵 器 璽 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 黄 普 通 内 面 無 文 の 当 て 具 痕 ・ロ ク ロ ナ デ

南 部 ・東 部 ・

西 部 下 層 ～ 床

面

第1626号住居跡（第228図）

位置　調査区西部のT6b3区に位置し，西に若干傾斜した台地上に立地している。

重複関係　第1628号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．05m，短軸3．95mはどの方形で，主軸方向はN－140－Wである。確認された壁高は2cmし

かなく，壁の立ち上がり具合は判然としない。

第228図　第1626号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められている。壁溝は，東壁際から南壁際にかけて確認されている。

竃　北壁中央部に付設されている。火床面は6cmほど皿状に掘りくぼめられて赤変硬化しており，その北側に

は土製支脚が据えられている。なお，袖部や煙道部の様子は，遺存状態が悪いため不明である。

寵土層解説

1極暗褐色　焼土粒子中畳，ロームブロック・炭化粒子・　　　　2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

粘土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～58cmである。P5は出入り口施設に伴うピットで，

深さ56cmである。

覆土　単一層のため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片23点（杯3，棄・甑20），須恵器片4点（杯）が散在して出土している。703は南西部，

704は北東部の覆土中から出土している。

所見　遺存状態は良くないが，住居の規模やピットの配置など8世紀代の住居形態の典型を示している。廃絶

時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

（：垂；＝l

第229図　第1626号住居跡出土遺物実測図

第1626号住居跡出土遺物観察表（第229図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 ． 胎　 士 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

703 須 恵 器 杯 ［14．0］ 4．4 7．6 雲 母 ・長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， －・方 向 の ヘ ラ 削 り 南 西 部 覆 土 中 4 0％

704 土 師 器 杯 ［11．8］ （2．6） － 石 英 明 赤 褐 普 通 口 線 部 ・体 部 内 面 横 ナ デ 北 東 部 覆 土 中

第1627号住居跡（第230図）

位置　調査区西部のT6C2区に位置し，西に若干傾斜した台地上に立地している。

重複関係　第1626号住居跡を掘り込み，第1613号土坑に掘り込まれている。また，本住居の北側部分を拡張し

て第1628号住居が構築されている。

規模と形状　長軸4．40m，短軸2．50mほどの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は8～10cmで，壁

は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝は北東部を除いて巡っている。壁溝が確認されてい

ない北東部にもわずかなくぼみが連続して認められることから，ほぼ全周していたものと推測される。

竃　確認されている竃は拡張後の第1628号住居のものであるが，その他に竃の痕跡が認められないことから，

同じ場所に付設されていた可能性がある。

ピット　1か所。Plは深さ24cmで，第1628号住居の硬化面下から確認されている。ほぼ中央に位置しており，

1本主柱を想定した場合の柱穴の可能性も考えられる。

－291－



覆土　確認された土層は拡張後のもので，本住居に伴うものは確認されていない。

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は，第1628号住居の年代観から10世紀後半ないしそれ以前と考えられる。

第230図　第1627・1628号住居跡実測図
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第1628号住居跡（第230・231図）

位置　調査区西部のT6C2区に位置し，西に若干傾斜した台地上に立地している。

重複関係　第1626号住居跡を掘り込み，第1613号土坑に掘り込まれている。また，第1627号住居跡の北側部分

を拡張して，本住居が構築されている。

規模と形状　長軸5．35m，短軸3．65mほどの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。東壁の南側部分の立ち

上がりは北側部分よりも70～80cmほど手前で確認されており，竃の右側に棚状施設が存在していたことも考え

ー292－



られる。また，壁高は10～18cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部分が踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに付設されている。天井部や袖部は遺存せず，竃内の覆土の含有物から，砂質粘土で構築さ

れていたと推測される。火床部は浅い皿状を呈し，若干赤変している。また，煙道は外傾して横やかに立ち上

がっている。

寵土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中屋，粘土粒子・砂粒少墓，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化物・粘土粒子・
砂粒少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　極暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量

7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量

ピット　3か所。Pl～P3は深さ30～40cmで，形状から柱穴の可能性も考えられるが，配置が不揃いであり，

性格は不明である。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・粘土粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　暗　褐　色　ロームブロック中呈，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片132点（小皿1，杯・椀37，嚢・甑94），須恵器片14点（嚢），灰粕陶器片1点（長頸

瓶），鉄棒5点が散在して出土している。705は南西部の床面から出土している。710は東壁際の覆土下層から

上層にかけて出土した破片が接合したものである。また，TP40は北壁際の覆土上層から出土した体部片で，

内面が摩滅しており，硯として転用されたものと考えられる。

第231図　第1628号住居跡出土遺物実測図
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所見　時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。本住居の床面の大半は，第1627号住居と共有している。

第1628号住居跡出土遺物観察表（第231図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

705 土 師 器 小 皿 ［10．4 ］ 2 ．4 ［ 5．9］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 南 西 部 床 面 40 ％

70 6 土 師 器 椀 （2 ．7） ［ 7．8］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通

底 部 内 面 放 射 状 の ヘ ラ 磨 き ， 外 面 回 転 へ

ラ切 り後 高 台 貼 り付 け

中 央 部 床 面 15 ％

7 10 土 師 器 椀 13 ．7 5．1 6．8 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 後 ， 高 台 貼 り付 け

東 壁 際 上 ～ 下

層
95％ ， P L 6 0

7 0 7 土 師 器 賓 ［20．2 ］ （5．8 ） － 長 石 ・石 英 橙 普 通 休 部 外 面 ナ デ ・輪 積 み 痕 ， 内 面 へ ラ ナ デ 中 央 部 床 面

71 1 土 師 器 整 ［20．8 ］ （11．9 ）
－

雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 休 部 外 面 指 頭 に よ る ナ デ ， 内 面 へ ラナ デ 北 東 部 上 層

709 須 恵 器 大 要
－

（ 7．3）
－

長 石・石 英・黒 色粒 子 黄 灰 良 好 体 部 外 面 自然 粕 ， 側 面 研 磨 中 央 部 下 層 内面 摩滅 ，転 用硯

708 灰 粕 陶 器 長 頚 瓶
－

（ 1．2）
－

長 石 灰 オ リー ブ 良 好 口緑 部 ロ ク ロ ナ デ P 2 覆 上 中 猿 投 産 ヵ

T P4 0 須 恵 器 大 牽
－ － － 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 黄 普 通 外 面 斜 位 の 平 行 叩 き ． 内 面 ロ ク ロ ナ デ 北 壁 際 上 層

第1629号住居跡（第232・233図）

位置　調査区中央部のT7gO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1630・1636A号住居跡と第168号掘立柱建物跡を掘り込み，第1634号住居と第91号堀に掘り込ま

れている。

規模と形状　遺存状態が悪く，壁の立ち上がりは西部で確認されただけであり，東西軸は暗褐色を呈した床面

の広がりから3．30mほどと推定される。また，南北軸は第91号堀に掘り込まれているために2．15mだけが確認

され，硬化面が南北に広がりを見せていることから，N－10－Eを主軸方向とする方形または長方形と推定

される。西壁の高さは10cmほどで，外傾して立ち上がっている。

し．＿．＿．＿＿＿一・・・一一一一一一一一11一‾－‾‾一

第232図　第1629・1634号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，硬化面が南北に広がって確認されている。

覆土　5層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子少鼠　炭化物微量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片156点（小皿2，杯・椀73，嚢81），須恵器片2点（壷，大要），措羽口1点が散在し

て出土している。712は東部の覆土上層，713は西部の覆土上層，714は西壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。鯖羽口の出土から，集落内で鍛冶関連の手工業が

行われていたことが推測される。

‾一二 ≡召，2『＝ 三召。＼亡望孟

第233図　第1629号住居跡出土遺物実測図

第1629号住居跡出土遺物観察表（第233回）

′

・

／

l

1

1

・

－

1

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 山土位置 備　 考

7 12 土 師器 小皿 ［8．2］ 1．9 ［5．2 ］ 長石 ・石 英 にぷ い橙 普 通 底 部回転 へ ラ切 り 東 部上層 40 ％

713 土師 器 小皿 ［8．4］ 2．0 ［4．8］ 長石 ・石英 橙 普 通 底 部回転 へ ラ切 り 西 部上層 20 ％

714 土師 器 椀
－

（2．3） 6．2 赤色 粒子 橙 普 通 底 部内面 格子状 のヘ ラ磨 き 酋壁 際下 層 20 ％

715 須恵 器 壷 ヵ （5．7） 長石・石英・異色粒子

浅黄橙 ・黄

灰

良 好

休 部外面 自然粕 ， 内面 ロクロナ デ，耳部

貼 り付 け

南 部下層

番号 器　 種 長さ 幅 厚さ 垂壷 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

D P8 3 鯖羽口 （9，1） （3．5） （6．4） （1乱8）長石・石英・赤色粒子 明赤褐色，ナデ，繊維質を含む 東部上層

第1634号住居跡（第232・234図）

位置　調査区中央部のT7hO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1629・1630号住居跡，第168・170号掘立柱建物跡を掘り込み，第1543号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，暗褐色を呈した床面の広がりから東西軸3．90m，南北軸

2．15mほどが確認されただけである。竃の位置からN－870－Eを主軸方向とする方形または長方形と推測され

る。
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0　　　　　　5cm

」コ二」

第234図　第1634号住居跡

出土遺物実測図

床　床面は調査前に削平されており，詳細は不明である。

竃　東壁際に火床面だけが確認されている。竃材等も不明である。

遺物出土状況　土師器片17点（杯・椀3，嚢・甑14）が竃の火床部

から出土している。

所見　時期は，重複関係から10世紀後半以降と考えられる。

第1634号住居跡出土遺物観察表（第234図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 煉 成 手 法 の 特 徴 出 土位置 備　 考

727 土師 等 杯 ［13．0］ （1．6） － 赤色粒 子 にぷ い橙 普 通 体 部ロ タロナ デ 電覆 土中

第1631号住居跡（第235・236図）

位置　調査区中央部のT8h2区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1637号住居跡と第154号掘立柱建物跡を掘り込み，第1548号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．30m，短軸3．40mほどの長方形で，主軸方向はN－980－Eである。壁高は5cmほどで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から西壁際にかけて東西に長く硬化面が確認されている。壁溝は南西部から北西部

＿旦＿
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」し21．2m
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第235図　第1631号住居跡実測図
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にかけて確認されている。また，西壁際の北側部分にはスロープ状に硬化した面が確認されており，出入り口

施設の一部とも考えられる。

竃　南東コーナー部に付設され，規模は焚口部から煙道部まで75cmほどである。袖部や天井部は遺存せず，火

床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が若干赤変している。煙道は外傾して立ち上がっている。

覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含んでおり，人為堆積の可能性が高い。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック・壌土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片29点（杯・椀13，棄・甑16），須恵器片1点（長頸瓶），不明鉄製品1点，混入した土

師器片4点，須恵器片14点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である。

720は南西部，721・722は南東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

こ∴亘‾ノ
721

∴‾‾∵

O M，。。7i＿　㌣

第236図　第1631号住居跡出土遺物実測図

第1631号住居跡出土遺物観察表（第236図）

一堂≒722
0　　　　　　　10cm

」・・‥l・一一・1

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

720土師器椀－（1．8）－長石・赤色粒子にぷい褐普通底部内面－．・方向のへラ磨き 南西部覆土中10％

721土師器椀［140］（4．2）－石英 灰普通休部内外面へラ磨き 南東部覆土中

722須恵器長頚瓶－（1．9）－男色粒子 灰良好肩部自然軸，頚部二段接合 南東部覆土中

番号器　種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　徴 出土位置備　考

MlOO不明（3．4）1．20．6（7．5）鉄断面長方形の板状，弓状に穏やかに攣曲 竃覆土中

第1632号住居跡（第237図）

位置　調査区中央部のT8h4区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1637・1638号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．35m，短軸3．80mほどの長方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁の立ち上がりは明瞭

でなく，土層断面から部分的に確認されただけである。確認された壁高は5～10cmで，外傾して立ち上がって

いる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竜　北壁際の東寄りに付設されている。袖部や天井部は遺存せず，火床面だけが確認されている。火床面は床
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面と同じ高さの平坦面を使用しており，被熱して赤変硬化している。

覆土　6層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・砂粒少量

2　黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化物少量
3　極暗褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロック少呈

遺物出土状況　土師器片139点（小皿1，杯・椀19，嚢・甑119），須恵器片2点（杯），灰粕陶器片1点（瓶），

刀子1点，鉄鉱1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である。723・

M102は南西部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。
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第237図　第1632号住居跡・出土遺物実測図

第1632号住居跡出土遣物観察表（第237図）

E
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0　　　　　　　　　5cm
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番号 種　別 器　種 日径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

723 上師器 杯 ［9．0］（1．7） － 石英・赤色粒子 にぷい橙普通体部ロクロナデ 南西部覆土中
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番号 種　 別 器　 種 ＝径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

724 土師器 椀 （1，5） ［6．4］ 長石・石英 にぷい橙 普通
底部内面へラ磨 き，外面へラ切り後高台

貼 り付け
北西部覆土中

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重韮 材　 質 特　　　 徴 出土 位置 備　 考

M lO l 刀子 （11．2 ） 1．5 0．4 （17．1） 鉄 刃先部 ・茎尻 部欠損 ，片 関 西部上 層 P L78

M lO2 鉄 （6．3 ） （1．0 ） 0．4 （5．4 ） 鉄 箆 被部 か ら茎 部 にかけて の破片， 断面 方形， 林間 南西部 覆土 中 PL 80

第1633号住居跡（第238図）

位置　調査区中央部のT7h9区に位置し，若干南に傾斜した台地上に立地している。

重複関係　第170号掘立柱建物跡を掘り込み，

第107号溝に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され

たため，南半部分の様相は不明である。東西

軸3．10m，南北軸1．22mだけが確認され，

N－1。－Eを主軸方向とする方形または長

方形と推定される。

床　ほぼ平坦で，竃の手前が踏み固められて

いる。また，壁溝が確認された壁際を巡って

いる。

竃　北壁の若干西寄りに，壁外へ75cmほど掘

り込んで構築されている。袖部や天井部は遺

存していないが，覆土の含有物から砂質粘土

で構築されていたと推測される。火床部は皿

状を皇し，火床面が被熱して赤変硬化してい

る。

竜土層解説
1　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・

粘土粒子・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・

炭化物・粘土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片9点（杯3，嚢・甑

5，鉢1），須恵器片1点（襲）が出土して

いる。図示した土器はすべて竃内から出土し

たものである。

所見　時期は，出土土器から10世紀以降と考

えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m
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第238図　第1633号住居跡・出土遺物実測図
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第1633号住居跡出土遺物観察表（第238図）

番号 種　 別 器　 種 U 径 器 高 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 山 上位置 備　 考

72 5 土 師器 鉢 ［26．0］ （3．2） － 長石 ・石 英 にぷ い褐 普 通 休 部 ロクロナデ 磁覆土 中

726 土師 器 嚢 ［15 0］ （4．9） － 雲母 ・長石 ・石 英 にぷい 褐 普通 休部 外面 ナデ，内 面へ ラナデ ・竃覆土 中

第1636A号住居跡（第239図）

位置　調査区中央部のT7gO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1630号住居跡と第168号掘立柱建物跡を掘り込み，第1629・1634号住居と第91号堀に掘り込まれ

ている。また，第1636B号住居跡の床面上に貼床をして本住居が構築されている。

規模と形状　東西軸は4．05mで，南北軸は北部が第91号堀に掘り込まれているために2．35mだけが確認されて

いる。南壁の指す方向からみて，N－0。を主軸方向とする方形または長方形と推測される。壁高は2～10cm

で，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。第1636B号住居跡の床面上にロームブロックを用いて均一に貼床が施されており，硬化

⑥　。。91
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第239図　第1636A号住居跡・出土遺物実測図
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面は出入り口施設付近から中央部に向かって確認されている。また，壁溝が確認された壁際を巡っている。

ぽット　3か所。Pl e P2ほ主柱穴に相当し言莱さはそれぞれ22cmと40cmである。P3ほ出入り口施設に伴

うピットで，深さは17eIllであるご

覆土　は層に分層され，第1～6層が廃絶後の堆積土層で，ブロック状に堆積した人為堆積である。その下部

にある第　～H層は，住居を構築した際の貼床部の土層である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ・ソク小結　焼上プロ・ソク・炭化物少品

粘土粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロックも廃土粒子0炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中選，焼土粒子e炭化物少量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼士粒子e炭化物の粘土粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

6　黒褐色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・
粘土粒子微量

8　暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ロームブロック多量

10　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

11褐　　色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　土師器片57点（小皿1，棒も椀30，鉢19　嚢も甑25），不明鉄製品1点，混入した須恵器片19

点が［廿上しているJ遺物はほぼ全域に散在しておi主　731は東壁寄りの床面から出土している。

所凰　時期は芦　出土土器から摘世紀後半以降と考えられる。本住居は，第1636B号住居からの建て替え住居と

推測される。

第1636A号住屠跡出土遺物観察表（第239回）

番号
種 別 極 種

口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

73 1
！

土 師器　 「 棚 8．4 2．0
［

6．1 石英・長石・赤色粒子 にぷい橙 普通 底 部 回転へ ラ切 り 東 壁寄 り床面 70％，P L 60

732
土 師可　 椀

－ （2．0） 7．1 雲 母尋討手 石英 橙 普通 底 部 回転 へ ラ切 り後 言 島台貼 り付け 覆 土中 15％

733
土師 器 i 鉢

－ （5．1） － 長石 e石 英 浅黄 橙 普 通 注 汀状 の突 出，内面 黒色処 理 南 西部覆 土中

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 材　 質 特　　　 徴
出土位置 ［ 備 考

M lO3 不明 （4．3） 1．0 0．5 （4．5） 鉄 断面方形 の棒状 ， 片側欠損
中央 部上層 ！

第帽36院号健腰掛（第240図）

位置　調査区中央部のT7gO区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第1630号住居跡と第168号掘立柱建物跡を掘り込み，第162901634号住居と第91号堀に掘り込まれ

ている。また．本住居の床面上に貼床をして第1636Aぢ・住居が構築されている。、

規模と形状　東西軸は4．05m，南北軸は2．35mだけが確認されており，N－00　を主軸方向とする方形または

長方形と推測される。壁高は25～28cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　中央部から東側部分にかけてほぼ平坦で，南壁際から中央部に向かって硬化面が確認されている。また，

西側部分には他の床面と比べて5cmほど高いベッド状の高まりが認められ，その上面が硬化している。この硬

化面は中央部の硬化面とは連続していない。なお，ほぼ中央から，灰と炭化物の広がりが確認されている。

ぽッ紅　確認されているピットはいずれも第1636A号住居に帰属するものであるが，本住居のピットが建て替

え後も利用された可能性も考えられる。

穫丑　本住居の床面上には第1636A号住居の貼床が施されており，本住居に伴う覆土は確認されていない。

遺物出藍状況　土師器片56点（杯e椀37，婆の甑19），鉄釘主査，混入した須恵器片7点が出土している。遺

物はほぼ全域に散在しており，795は中央部の覆土下層から出土している。また，中央部の床面には灰と炭化

…　301－1－－…



物が薄く広がっており，焼失したか・廃絶時に有機物を燃やしたかのいずれかと考えられる。なお，焼土は確

認されていない。

所見　西側部分のベッド状の高まりは，住居内の使い分けを想起させるものである。時期は，本住居から第

1636A号住居への建て替えが行われたと推測されることから，第1636A号住居の年代観に従って10世紀後半以

降と考えられる。

⑥　　　　　　1　　　　　　－

＼＼、、二三二「
10cm

．　＿…‥．．　　　　　　　！

第240図　第1636B号住居跡・出土遺物実測図

第1636B号住居跡出土遺物観察表（第240図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L i l

0　　　　　5cm

＼M125　」　＿】　：

番号種　別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

793 土師器 杯 ［14．6］（3．8）－石英・赤色粒子 明赤褐普通体部ロクロナデ 南東部覆土中

794 土師器 杯 －（1．8）［7．8］雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通休部下端・底部手持ちへラ削り 南東部撹土中

795 土師器高台付均こ11．2 （4．0）－石英 にぷい黄橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南西部下層 80％

番号器　桂長さ幅 厚さ重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備　考

M125 釘 （4．7）1．3 0．5 （6．2） 鉄 断面方形の棒状，頭部屈曲 南東部下層 PL81

第1637号住居跡（第241～243図）

位置　調査区中央部のT8h3区に位置し，束に媛やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第1638号住居跡を掘り込み，第1631・1632号住居と第154・167号掘立柱建物，第6号柱穴列，第

1302－



15118号十軋　第91号堀に握り込まれている、一

規模と形状　南北軸は北部が第91号堀に掘り込まれているために4。40mだけが確認され，東西軸は東壁の立ち

上がりが確認されなかったため芦　床面の広がりとピットの位置から6，55mほどと推定される。平面形は方形ま

たは長方形と考えられ，主軸方向は南壁の指す方向からN－20－Eと判断できる。残存する壁はほぼ直立し

ており，酋壁の高さは30cmほどである。

床　はぼ平坦でタ　壁際を除いて踏み固められてお娠　壁溝が確認された壁際を巡っている。

ぽッ紅　3か所。Plは主柱穴に相当し学　深さは62cmである。P3は出入り口施設に伴うピットで，深さは53

路である。

覆蓋　9層からなる。第1～6層は，レンズ状に堆積した自然堆積である。その上層に堆積している第809

層はロームブロックを含み，埋没途中に人為的に埋め戻されている層であり，その後は第7層が自然に堆積し

ている．こ、

第2超領国　第1637号住居跡実測図

一一…　303　－－－…
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土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量

7　黒褐色　ローム粒子少量

8　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片243点（杯20，斐・甑223），須恵器片242点（杯・高台付杯160，蓋6，盤1，棄・甑

74，短頸壷1），支脚1点，鉄鉱3点，不明鉄製品2点，鉄津1点が覆土下層を中心に出土している。出土し

た土器の大半は破断面の摩耗が少ないことから，廃絶時あるいは廃絶から間もない時期に投棄されたものと考

えられる0734～736・739は，いずれも中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。740は中央

部の床面から出土しており，底部内面が摩滅している0また，MlO4～107は南壁際中央部の覆土下層から上層

にかけて出土している。737は重複する掘立柱建物に伴う可能性がある。

所見　出土土器に占める須恵器供膳具の割合が高く，そうした食器を管理する施設が本住居付近に存在してい

たことがうかがわれる。廃絶時期は，出土土器から8世紀中葉から後葉と考えられる。

∈≡ 至薫ク7。9　＼E＝＝∈≡冠74

第242図　第1637号住居跡出土遺物実測図（1）
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M104

第243図　第1637号住居跡出土遺物実測図（2）

第1637号住居跡出土遺物観察表（第242・243図）

甘
［〕

M106

甘
（二7

0　　　　　　　　　　5cm

L i I

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

734 須恵器 杯 13．3 3．8 7．3 雲母・長石・石英 灰 普通底部一方向のヘラ削り 中央部下層 80％，PL60

735 須恵器 埠 ［13．2］ 3．8 7．4 雲母・長石・石英 褐灰 普通休部下端・底部回転へラ削り 中央部下層 40％

736 須恵器 杯 ［13．0］ 3．8 7．8 雲母・長石・石英 黄灰 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り中央部下層 45％

737 須恵器 杯 13．2 5，0 7．2 長石・石英 貴族 普通底部・一方向のヘラ削り
南東部下層～

床面
60％

738 須恵器 高台付杯［14．2］ 5．4 ［9．4］雲母・長石・石英 褐灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南壁際下層 40％

739 須恵器 高台付杯
－

（2．4）［9．3］長石・石英 灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南東部下層 硯転用，20％

740 須恵器 高台付杯 － （2．1）［9．4］長石・石英 灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部床面 硯転用，20％

741 須恵器 盤 － （2．8）12．8 雲母・長石・石英 褐灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南壁際下層 80％，PL60

742 須恵器 短頚壷 ［8．4］（4，4）
－

長石・石英 灰 普通目線部・休部ロクロナデ 西部下層

743 土師器 蛮 ［21．4］（12．7）
－

雲母・長石・石英 にぷい橙 普通体都内・外面へラナデ 中央部下層

TP41 土師器 蛮
－ － －

長石・石英 黒褐 普通筋状の金属研磨痕 南東部下層

TP42 須恵器 甑 雲母・長石・石英 暗灰黄 普通

内面無文の当て具痕・ナデ，孔はヘラ切

り
中央部下層

番号 券　種 長さ 幅 厚さ 重夏 材　質 特　　　 徴 出土位置 備　考

MlO4 赦 （11．4） 1．7 0．5 （16．8） 鉄 両丸造，台状問 南壁際上層 PL80

M lO5 鍍 （12．9） 1．2 0．4 （10．7） 鉄 鍍身部に木質付着，麻関 南壁際下層 PL80

MlO6 緻 （11，9） 1．1 0．4 （12．8） 鉄 台状間，叙身部欠損 南壁際下層 PL80

MlO7 不明 （3．2）（0．7）（0．5）（2．9） 鉄 断面方形の棒状 南壁際上層

MlO8 不明 （3．4）（1．0）（0．6）（3．4） 鉄 錆化が激しく，形状不明 中央部下層

第1638号住居跡（第244・245図）

位置　調査区中央部のT8h4区に位置し，東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第1632・1637・1647号住居と第154・167・174号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．70m，短軸7．10mほどの方形で，主軸方向はN－90－Wである。壁高は20－24cmで，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

ー305－
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第244図　第1638号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦でタ壁際を除いて踏み固められており，壁溝が巡っている。

聴　北壁の中央部に付設されてお娠規模は焚日部から煙道部まで140cm，袖部幅195cmほどである。右袖部は

掘り残した地山を芯として，左袖部は床面の高さから若干掘りくぼめた地山南に砂質粘土を用いて構築されて

いる0火床部は焼士混じりのローム土を床面の高さまで埋め戻して使用され，火床面が赤変硬化している。ま

た，煙道は火床部から緩やかに傾斜した後，中位から急な傾斜で立ち上がっている。
埴土層解説

1極　暗褐　色　ロームブロック中量，廃土ブロック。

炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　灰　黄　褐　色　粘土粒子の砂粒多量，ロームブロック

焼土粒子8炭化粒子少量

3　黒　褐　色　炭化物多量，焼士ブロック・灰少量
4　にぷい赤褐色　焼士粒子多量，灰中量

5　灰　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子の砂粒中鼠
ロームプロ、ソク・炭化物少量

だッ紅12か所。主柱穴はPl～P4が相当し，

P2，P3とP4の中間に位置した補助柱穴で，

6　にぷい黄褐色　砂粒多鼠粘土粒子中鼠　ロームブロック少数
廃土ブロック微量

7　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒多鼠　ロームブロック少鼠
焼土粒子・炭化粒子微量

8　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多鼠　ロームブロック中鼠
焼土粒子・炭化粒子微量

9　にぷい赤褐色　ロームブロック0焼土粒子中鼠　炭化物。
粘土粒子・砂粒少巌

深さは54～74cmである。また，P6。P7はそれぞれPlと

深さはいずれも55cmほどである。P5は出入り口施設に伴う

ピットに相当し，深さは55cmである。また，PHの深さは祁cm　その他のP8～P12は深さ22～27cmで，いず

れも壁際から確認されており，壁桂穴の可能性がある。

覆土15層からなり，含有物やブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク小結　焼悌圧・炭化粒J’・少量
2　黒　褐　色　焼土ブロックeローム粒子・炭化粒子少量
3　極　暗褐　色　ロームブロックや焼士ブロックの炭化粒子少量
・1極　暗　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化物少量
5　灰　黄褐　色　砂粒・粘土粒子多鼠　ローム粒子e焼土粒子0

炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・

炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，

焼土ブロック微量

色
色
色

褐
褐
…

暗
黒
暗

9

1

0

は

ロームブロック中量，焼土粒子0炭化物少量
ローム粒子少量

ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・・
砂粒・粘上粒子少量

12　赤　灰　色　砂粒・粘土粒子多最，焼土粒子中鼠
ローム粒J’・・炭化物微量

13　暗　褐　色　ローム粒子多鼠　焼士粒子e炭化粒子・砂粒
粘土粒子少量

14　褐　　　色　ロームブロック中鼠焼土粒子・炭化粒子・
砂粒・粘土粒子少量

8　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　15　暗　褐　色　ロームブロック中風焼土ブロック・炭化物微量

遺物出立状況　土師器片741点（勘50，聾e甑59扶須恵器片354点（杯e高台付捧226，蓋17，瓶3，嚢。甑

10郎　砥石　息石製紡錘車1点，刀子3私鉄鎌1息不明鉄製品2点，炭化種子1点（桃）が出土してい

る。土器の大半は覆土中層を中心に出土しており，廃絶後の埋め戻しの途中に投棄されたものと推測される。

床面から出土したものとしては7460754があり，746は中央部北西寄りから土庄でつぶれた状態で，754は竃右

側から正位で出土しており，遺棄されたものと考えられる。また　M用9eMHは北西部の覆土下層からまと

まって出土している。

所凰　鉄器や石器などがまとまって出土しており，保有形態の一端をうかがうことができる。廃絶時期は，出

土土器から8世紀前葉と考えられる。

第1638号住居跡出土遺物観察表（第245図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴　　　　　　　 出土 位置 備　 考

744 土 師器 土不 ［14．0］ 2．6 ［1 1．2］ 雲母 ・長石 ・石 英 にぷ い黄橙 普通
［瑠 部桟 ナデ，脚 へ ラ削 り　　 序 東 部中層

20％

745 土 師器 杯 － （2．2） － 長 石 ・石英 橙 普通 底 部 内面放射 状の 暗文， 外面へ ラ削 り i p 6 覆 土中

746 須恵 器 杯 13．0 3．5 8．5 霊 母・長 有 ・有薬 灰 普 通 底 部井桁 状の ヘ ラ削 り　　　　 唇 部床 面
7 0％，P L 6 0

747 須恵 器 杯
！
（1．7） 8．0 雲母 ・長 石・石英 黄灰 普 通 底 部一方 向の ヘ ラ削 り　　　 i北 西部下 層

40％

74 8 須 恵器 杯 － （2．1） ［10．0］ 雲母 ・長 石も石 英 灰 普通 底 部－…一一方 向のヘ ラ削 り　　　　　　　　 西 部下層 15％

749 須 恵器 蓋 ［16．0］ 白 ．8） － 雲母 ・長石 ・石 英 賠 灰黄 普通 ［潮 …ロクロナ デ　　　　 i p 2 覆土 中 －

750 須 恵器 瓶 ［12．0］ （4．0） － 長石 ・石英 黄 灰 良好
口舶 ロ クロナ デ，内面 自榊 由　 ！南西 部上層 j

平瓶 ヵ

一一…一一一一308－－



番号
i 種 別 履 種

日経 器高 底径 胎　 土 色 調 ！焼成 ！　 手 法 の 特 徴　　 「 机 二位㌍
備　 考

751

！

須恵器　　　 瓶 ［10．8］ （2．4）
［

i

i

l

黒色粒子

i －

肺 冊 酬 粕　 唇 上層

i フラスコ瓶 ヵ

752 く
［8．2］ 白 ．封 石英

ー

j肺 冊 … 冊 唇 上層

［尾張産

753
土師項　 甑

［23ぷ （4．3） － 雲母・長石・石英 普通 汀縁部横ナデ

754
土師可　 婆

－ 伊 抽 11．4 雲母・長石・石英
僻 的 4 滴 へラげ　　　 i竃右側床面

50％

T P 43
須恵可　 杯

－
主

i － 雲母・長石・石英 褐灰
底部＋ 欄 のヘラ削り　　　　 恒 覆土中

底部箆書 「×」

T P44
鋸 可

－ － － 長石・石英登 色粒子
灰　 桓 好 外離 榊 隠 内面裾 「棚 の当て賊 ！南壁際床面

外面自然粕

T P45
須鰯 つ　 婆

－
！

－
！

雲母・長石・石英
黄灰　 極 適 天職 掴 転へラ削 り　　　　 恒 覆土中

番号 ［器　 神
：這‾芸‾‾…巨 幅

厚さ 廿　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 32 砥石
（′5・3）i 4・0

1．0 （34．0） 粘板岩 中央部折損，折損面摩滅言柳則穿孔，孔径0．6～0．7cm 西部上層 PL77

Q 3 3 紡錘車
3・6 恒 2）

！ l・4 （13．8） 粘板岩 孔の”V〝〝′ふ部残存 南壁際床面 PL75

M lO9 刀子
（6・9）巨 ・7

1．4 （13．4） 鉄 刃部から茎部にかけての破片，楓残存，片関カ 北西部下層 PL7 8

M llO
［

刀子
［

は 6）i l・4
［

0．4
［
（4．3） 鉄

i
刃先部の破i一号－

！
北東部上層

l
PL 7 8

M H l 刀子
（細 目 0

0．4 （7．3） 鉄 刃部から茎部にかけての破片，片関夕　茎部はわずかに攣曲 北西部下層 PL79

M l 12 鎌
（6・9）巨 5

0．4 （22．9） 鉄 刃部に繊維質付着，基部は全体を折 り返す。 南西部床面 PL8 1

M l 13 不明
（3中 0・8）

（0．5ラ （3．7） 鉄 断面方形の棒状，両側欠損 北商都下層

M lユ4 刀子
（4．0日 1．3

l
0．4 （5．5） 鉄

i
刃部か ら茎部にかけての破片，片閲 南西部下層

l
PL 83

第礪調号健腰掛　第別図）

位置　調査区中央部のT8j7区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第路射号住居跡を掘　込み　第摘朝号住居に掘　込まれている。

規模と形状　商壁の立ち上がりが確認されなかったため芦　床面の広がりから判断してタ　N∴－10－Eを主軸方

向とする長軸土90111，短軸的．30111ほどの長方形と推定される．、一つ勘奇は最も遺存状態の良い北壁でも5〔mしかな

く，立ち上がり具合は判然としない。

床　ほぼ、印tで，中央部が踏み回められている、－

竃　北壁際の中央部東寄りから火床面だけが確認されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面で，火床商が

被熱によって赤変しているこ、構築材等は不明であるご

覆土　2層に分層きれる、、，含有物から．人拗私情の可能性が高い、、

土層解説

1　褐　色　ロームブロック多量 2　窯褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量の砂粒少量

遺物出土状況　土師器片52点（林・椀＿18．悪・甑：H上　須恵器片15点（悪・甑主　不明鉄製品主点が出上してい

る．ご　遺物はほぼ全域に散在しており，遣存状態を反映して，そのほとんどが細片であるご　そのうち図示できた

ものは2点だけで，755は竃左側の床面から出土した破片が接合したものである。また，TP46は須恵器太聾片

で，南西部の覆土中から出土したものである。

所見　時期は∴重複関係と山上土器から，9世紀後葉から10世紀後葉のいずれかに構築されたと考えられる。

重複する第1640号住居とは，南部の床面を一部共有している。
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第246図　第1639号住居跡・出土遺物実測図

第1639号住居跡出土遺物観察表（第246図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－＿」

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法．の特徴 出土位置備　考

755土師器璽［20．4］（6．6）－雲母・長石・石英にぷい橙普通休部外面ナデ，内面へラナデ電左側床面

TP46須恵器大難 雲母・長石・石英灰普通
外面斜位の平行叩き．内面無文の当て具

癖
南西部覆土中

第1640号住居跡（第247図）

位置　調査区中央部のT8j7区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第1639号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・95m，短軸3．40mほどの長方形で，主軸方向はN－910－Eである。壁高は2～7cmで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

－3101



床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに付設されており，規模は焚口部から煙道部まで80cm，燃焼部幅60cmほどである。天井部と

袖部は遺存せず，袖部の想定される壁際にその痕跡が若干確認されるだけである。火床部は地山を皿状に掘り

くぼめて使用され，火床面は被熱によって赤変している。また，煙道の立ち上がり部には雲母片岩が据えられ

て，支脚として使用されている。煙道の様子は撹乱のため不明である。

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子中墓，ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰多量，炭化物中量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

覆土　4層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物中量，ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　4　極　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片116点（小皿1，杯・椀32，要・甑83），不明鉄製品1点，石製支脚1点，混入した須

恵器片22点が出土している。遺物は北東部から多く出土しており，756－758はいずれも北東部の覆土下層から

出土している。

＝「二二二∵‾「∵∵一二一

iノ／＼＼＼′7選7昌6

S11641

㌻＼二一
」し20．4m
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0　　　　　　　　　　　　　1m
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第247図　第1640号住居跡・出土遺物実測図
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所凰　時期はタ　出土土器から脇世紀後半以降と考えられる。

第蟻郷号住居跡出土遺物観察表　第別図）

番号
i‾‾…‾‾蒜‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾這。i‾‾‾‾‾義…．義… 雄姜 器高　　 胎 土 i 色 調 ！焼成　　 手 法 の 特 徴

出土位置　　　 備　 考

北東部下層　　 20％

北東部下層　 10％

北東部下層　 10％

北東部覆土中

756
巨 師器 i ノ沌 ［鵬　 2頼 6・鋸 赤色粒子 i 橙　 極 適 底部回転へラ切り

757 土師器 杯 ［ほ1］ は 1‥ つ 石英塑 潮 目　 橙　 極 適 休部ロクロナデ

758 土師器 椀 ［融 （4・5）「 i雲母凍色粒子 恒 い橙 極 適 体部ロクロナデ湖 面へラ磨き

759 土師器
婆　 鵬 は 釦i i望 茂 石五 菜 にぷい黄橙 適 欄 部桟ナデ欄 積み痕

番妄‾‾‾！‾‾‾‾‾‾‾‾‾蒜‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾蒜‾‾‾…‾！‾‾長‾芸‾恒 厚日 登可 材　質 ！
特 徴 出土位置 備　考

M ll＿＿＿不明 恒 釦恒 ．5 掴 恒 項 鉄 i断面方形の棒状
南東部覆土中

窮相磯考健腰掛　第割　砂別図）

位置　調査区中央部のT鋸区に位置し　南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　凱639のl鋸号住居と翫添号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　長軸親船m，短軸鋸粉mほどの方形で琵主軸方向はⅨ「∴「滑である。壁高は18～29cmでタ各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が周回している0またタ焼土がほぼ全体に散在して確認

されている、‥こ

竃　北壁の中央部に付設されておりタ壁外への掘り込みは鮫mほどである○天井部と袖部は遺存せず，付近の

床面には砂粒や粘土粒子が散在している。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用しており，被熱した部分は

認められない。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説

1窯　褐　色　ローム粒子・焼士粒子e粘土粒子の砂粒少量

2　黒　褐　色　炭化粒子中鼠焼土粒子。粘土粒子e砂粒少量

3　灰黄褐色　粘土粒子る砂粒多鼠　ロームブロック少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠　ローム粒子0炭化粒子少量
5　窯　褐　色　炭化物多鼠　焼土粒子少量

ぽッ距19か所。主柱穴はPl～P摘首相当し，深さは73～83cmである0また，P5は出入り口施設に伴うピ

ットで，深さは63cmである。P6～Pユ9は壁柱穴で芦壁港内に規則的に配されている。深さは竃の両側に位置

するP6のP且9がそれぞれ粥cmタ鋪cmと深　なってお娠それ以外のピットは射～73cmの深さである。

尊堂　Ⅲ層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。床面上には焼土が散在していることから，焼失

後に人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソクつ尭上プロ、ソク・炭化粒J′・少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック。炭化粒子少量

7

8

9

黒
暗
黒

褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

褐　色　炭化粒子中量．焼士プロ、∴ノク・ローム粒千・
砂粒少量

鵠暗霊褐冨芸霊‡；？ふ警孟‡？孟イ議禁霊少量；鵠豊富霊霊霊認霊警霊子微量
遺物出土状況　土師器隋32点（杯ゆ椀193芦皿の盤2，鉢3，婆e甑53鋭須恵器片47は（埠や高台付和90，

凱9タ盤4，婆魯甑257，瓶1），灰粕陶器片2点（皿の小瓶），刀子3点，鉄鉱1息不明鉄製品2点（銑鉄

カタ整ヵ）が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており芦出土土器の大半は破断面の摩耗が少ないことか

ら，廃絶後の埋め戻しに伴って投棄されたものと推測される。北西部の床面から出土した765とP4の覆土中

…、一一　312　－
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から出上した7（うPには油硬が骨着工ている、、また、北帖l邦の覆上目Il摘、ら出上した77・1は硯に転用きれておi上

底部外面には朱墨痕が認められる、、鉄器・鉄製品類では．M＿116・1仕18が北東部．lIl17が南東部．Ml19が北

西部タ　M120が西部　Mは1が中央部　Mは2が竃手前とラ　出土位置にまとまりは見られないがヲ　いずれも床面

から若l寸告、た状態で出士している、＿一

所見　壁柱穴が規則的に配された†机冊壬態から，当集落の中心的な住居の・つと考えられる」天柚陶器や朱墨

痕のある転用硯油煙付着十器，豊富な鉄製品など，J仕上遺物も卓越している。廃絶時期は．供膳具に占める土

師器と須恵器の割合がほぼ同等であることから，～月明LHl葉と考えられる、＿、

第蟻射号住居跡出土遺物観察表　第別図）

番号 種　 別 器　 神 ＝径 司 底径 胎　 土 色　 調
i焼成

手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

760 土師器 杯 ［13．4］ 4．2
！

［6．4］ 石英も赤色粒子 灰黄褐 普通 底部不定方向のヘラ削 り 中央部下層 30％

76ユ 土師器 高台付棒 － （2．3ラ ［6ぷ 石英 ここふい樟 普通 高台貼 り付け後，ログロナデ 南西部下層 10％

762 土師器 皿 ［13．4］
上 欄

－ 雲母 e石英 にぷい橙 普通 体部内面へラ磨き も黒色処理 南東部上層 15％

7 63 須恵器 杯 ヱ3．8 4．3 6．2 実母・長石・有華 橙 普通 底部回転へラ切　 後　 〝′－”YA方向のヘラ削 り

［

中央部中層 や

！南壁際下層

90％，P L 6 1

76 4 須恵器 杯 ま4．1 4．3
［

6．4 雲母豆討圭石英
［
暗灰黄褐 普通 底部回転へラ切 り後学　へラナデ 北東部中層 70％，P L 6 1

76 5 須恵器 杯 ［13．4］ 4．2 6．4 雲母尋討手石英 暗灰黄褐 普通 底部回転へラ切り後， 一一一方向のへラ削 り 北西部床面 油煙付嵐60％がL61

766 ［
須恵器 棒 ユ3。8 4．3 7．5 雲母を長石の石英 灰 普通 底部桓転へラ切　 後，二二方向のヘラ削 り 南壁際床面

I
80％∴軋胤

767 須恵器 i 杯 ［13．4］ 4．3
I

5．7 霊母・長有・有薬 貴族 普通 底部回転へラ切 り後，へラナデ 中央部下層 45％

768 煩患器 杯 ［14劇 4．5 6．6 長石・石英 灰 普通 底部回転へラ切 り後，ヘラナデ 商壁際中層 40％

769 須恵器 杯 － 自 滅 5．2 長石 0石英 黄灰 普通 底部へラナデ P 4 覆土中 油煙付着

770 須恵器 蓋 15．1 2．7 － 長石・石英 黄灰 普通 天井部ロクロナデ
！l南壁際中層 60％

771 須恵器 盤 ［15．2］ （1，9） － 雲母桟拉シ石英 灰黄褐 普通 ＝縁部ロクロナデ 北東部上層 10％

772 土師器 襲 ［20．0］ （6．7） － 雲母の長石 0石英 にぷい橙 普通 休部外面ナデ，内面へラナデ 北東部中層

7 73 土師器 小形婆 （4．4） 5．6 石英 にぷい橙 普通 体部外面へラ削 り言内面へラナデ
南西部中層 ・

P 3 覆土中

20％

77 4 灰袖陶器

i

皿 14．2 2．7 7．9 緻密
灰黄 の

灰オリーブ

底部回転へラ削 り後言鶉台貼 り付け，粕

は刷毛塗 りカ

内外南米墨痕凍

濃重 50㌦ P L卍

良好 北西部上層

775 須恵器 瓶 ［12．4］ （2．1） 異色粒子
吠 ・

灰オリーブ
良好 「1線部ロ クロナデ、両 ・外面自然柚 北東部上層 平瓶カ

776 灰粕陶器 小瓶 － （6潮 －

吠賞褐 ・

灰褐

体部ロクロナデ，外面下半回転へラ削 井ケ谷78号窯式チ

20％タ　P L 62

E‾三ヨ色の吹き出し 良好 中央部中層

りタ　肩部降灰による自然粕

T P 47 須恵器
i

婆 － － － 雲母 8長石・石英 黒 普通 外面格子状の叩き，内面ナデ 0輪積み痕 P l 覆土中

番号 器　 穫 長 さ
巨 隔 日碧さ

材　 質
特　 徴　　　　　 恒 土位置

備　 考

M l16 婁カ 日 15・2ラ
1・2 ！ 0中 39・9）

鉄 先端部欠損，撫関 P L 82

M l17 刀子 （10．5）

i

1・3 i o・中 11・8ラ
鉄

i
刃部から茎部にかけての破片，片関 P L 79

M l18 刀子 （9．1）
可 私中 潮

鉄
刃部から茎部にかけての破片∴画乳 茎掴 曲　　 i北東部中層

P L 79

M l19 刀子 （3．6）
0・8 ； 0・2 恒 8）

鉄
刃部の破片　　　　　　　　　　 ［北西部下層

M ユ2 0［ 鉱 〔17．5）
は 6）声 中 2 5蔚 i

鉄 鉱身部か ら茎部にかけての破片，台状関，雁又式 P L 80

M 12 1 不明 （4．0）
（0ぷ 恒 5）恒 7）

鉄
断面方形の棒状誹 側が尖る　　　　　　　 序 東部下層

M 122 不明 （3．8ラ
用 ．中 ．都 は 射

鉄
断面方形の棒状誹 側が尖る　　　　　　 ！竃手前下層 …
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第1642号住居跡（第250・251図）

位置　調査区中央部のT8bl区に位置し，平過な台地上に立地している。

重複関係　第1567・1586・1590号住居跡と第157・159・183号掘立柱建物跡を掘り込み，第1552・1553・

1585・1594号土坑に掘り込まれている。

規模と形状南北軸は3・20mで，東西軸は床面の広がりと竃の位置から3・50mほどであり，N－960－Eを主軸

方向とする方形と推定される。壁高は遺存状態の良い西壁でも5cmほどしかなく，壁の立ち上がり具合は判然

としない。

床やや凹凸があり，中央部が踏み固められている0また，壁溝は北西部から南西部にかけて確認されている。

竃東壁の南寄りに付設されている。遺存状態が悪く，火床面が確認されただけであり，構築材等も不明であ

る0火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用しており，火床面が被熱によって赤変硬化している。

炉　中央部に付設されている。平面形は円形で，床面とほぼ同じ高さの地床炉である。

炉土眉解説

1赤　　　色　焼土粒子多量

覆土　4層からなり，各層とも焼土や炭化粒子を含んだ人為堆積である。

土層解説

1　暗　赤　褐　色

2　暗　赤　褐　色 票完鵠’讐誓言少量　　雲警ぶし笠褐監禁孟誓這謡完霊粒子微量

遺物出土状況土師器片248点（小皿5・杯・椀99，嚢・甑144），不明鉄製品2点（釘ヵ1，不明1），混入し

た須恵器片13点が出土している0遺物は竃から南東コーナー部にかけてまとまって出土しており，竃の火床部

からは782～784・786，南東コーナー部の覆土下層からは779・785が出土している。

毎cl

第250図　第1642号住居跡実測図

ー316－
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所見　出土した土師器小皿と杯は，胎土や手法の特徴から見て，当調査区の東部で確認された土器焼成遺構で

焼かれたものと考えられる。時期は，出土土器から10世紀後半以降と考えられる。

＼＼＼ヽここ＝＝＝慧 ＿工プ
781

二 0　　　2cm

ヒ土∃

第251図　第1642号住居跡出土遺物実測図

第1642号住居跡出土遺物観察表（第251図）

、二二二

＼　－＿＿

、“、J＼

＼＼ヾ

＼

0 10cm

l l・l l

番号種　別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

777上師器小皿9．42．05．4雲母・石英・赤色粒子橙普通底部回転糸切り 南東部覆土中100％，PL60

778土師器小皿8．61．56．7雲母・赤色粒子橙普通底部回転糸切り 南東部覆土中100％，PL60

779土師器小皿［10．3］2．25．4石英・赤色粒子橙普通底部回転糸切り 南東部下層50％

780土師器小皿［10．2］2．56．2長石・石英にぷい黄橙普通底部回転糸切り 南東部覆土中50％

781土師器杯－
（1．9）［8．0］石英 浅黄橙普通底部回転糸切り 南壁際下層

782土師器椀［15．2］5．1［7．0］雲母・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り後，高台貼り付け塩火床部45％

783土師器椀［13．4］（4．4）－
雲母・石英・赤色粒子橙普通底部内面一方向のヘラ磨き 竃火床部30％

784土師器椀－
（4．5）6．4雲母・石掛赤色粒子橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け竃火床部35％

785土師器椀－（3．1）7．0雲母・石英・赤色粒子橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け南東部下層20％

786土師器椀－（3．3）－雲母・石英・赤色粒子橙普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け寵火床郡30％

787土師器椀－（1．9）［5．4］雲母・赤色粒子黒褐普通高台貼り付け後，ロクロナデ 南東部覆土中10％

788土師器喪［19．6］（8．2）
－
石英・長石にぷい橙普通体部外面指頭によるナデ，内面へラナデ北東部覆土中

番号器　種長さ幅厚さ垂昼材　質 特　　　徴 出土位置備　考

M124不明（6．7）（0，8）（0．8）（4，1）鉄錆化が激しく，形状不明 南東部床面PL83

317－



第1643号住居跡（第252・253図）

位置　調査区南部のU8f3区に位置し，南に傾斜した斜面部に立地している。

重複関係　第181号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．00m，短軸3．95mほどの方形で，主軸方向はN－6。－Wである。傾斜した地形のため，壁

の立ち上がりは東部と北部で確認されただけである。北壁の高さは5cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から出入り口付近にかけて踏み固められており，壁溝が巡っている。

環　北壁の中央部に付設されており，袖部幅は145cmほどである。天井部は遺存せず，袖部は掘り残した地山

を芯としてその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は地山を若干掘りくぼめた皿状を呈し，

被熱痕はほとんど見られない。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。

埴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多呈
3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少量

4　灰　褐　色　灰中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは14cmである。

覆土　5層からなる。竃周辺を除くとほぼ単一層であり，

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒

少量

遺物出土状況　土師器片132点（杯・椀12，聾・甑120），

自然堆積の可能性が高い。

3　榛　暗　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒子少量，
砂粒微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量

須恵器片24点（杯・高台付杯10，蓋4，嚢・甑10）

が出土している。遺物は遺構の遺存状態を反映して，北壁際を中心に出土している。789は北西部の覆土下層

と竃内から出土した破片が接合したものである。また，

した破片が接合したものである。

④＋＋　‖l

第252区l　第1643号住居跡実測図

792は北東部の覆土下層から二つに割れた状態で出土

－318－
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所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

＼、も三El亘≡ク7。。

第253図　第1643号住居跡出土遺物実測図

第1643号住居跡出土遺物観察表（第253図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　‥＿．＿　　】

番号種　別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

789 須恵器杯［13．0］4．4 6．3雲母・長石・石英にぷい褐普通底部回転へラ切り後，ヘラナデ

北西部下層・

電覆土中
45％

790 須恵器 杯 －（1．7）［6．8］長石・石英 灰黄褐普通底部u一方向のヘラ削り 南西部覆土中20％

791須恵器高台付杯
－
（2．6）－雲母・長石・石英黒褐普通底部回転へラ削り，高台貼り付け痕 北西部下層30％

792 土師器 整 20．0 （31，7）－雲母・長石・石英にぷい褐普通休部外面へラ磨き，内面へラナデ 北東部下層80％，PL61

第1646号住居跡（第254図）

位置　調査区南部のU8e3区に位置し，南に傾斜した斜面部に立地している。

重複関係　第1635号住居跡を掘り込み，第181号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　壁の立ち上がりが不明のため，竃の位置と暗褐色を呈した床面の広がりから，長軸3．90m，短軸

3．50mほどの長方形と推定される。主軸方向は，N－88。－Wである。

床　ほぼ平坦で，竃の手前が踏み固められている。

竃　西壁中央部に付設されている。袖部や天井部は遺存せず，火床面だけが確認されている。火床部は皿状に

浅く掘りくぼめられて，わずかに赤変している。

一319－



篭土層解説

1黒褐色　炭化粒子多鼠　ロームブロックさ廃土ブロック・
砂粒少量

2　時赤褐色　ロームブロック中鼠廃土ブロック・炭化物や
砂粒少量

遺物出羞状況　土師器片20点（杯3，婆e甑ヱ7），須恵器片8点（杯4　蓋2　婆のが散在して出土してい

る。8040805は床面上から出土している。

所凰　時期は，出土土器から8～9世紀と考えられる。

0　　　　　　　1m

ヒ二二二二二二土二二二二二∃

＼二二 ＿＿　二二　三∴

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二二二二ゴ二二二二二∃

10cm

ヒ二二二＝二二ヒ二二二二二］

＿互．＿19．2m

第望鍼囲　第1646号住居跡◎出土遺物実測図

第1646号住居跡出土遺物観察表（第254図）

義可 種 別 i 器 種 「璃　 器高 極 径
胎　 土　　 色　 調　 焼成　　　　 手 法 の 特 徴　　　　　 出土位置　　 備　 考

鋪4　 須恵器　 杯 ［12・6… 3．1）i　 雲母蘭　　 灰黄褐 ノ
普通 休部ロクロナデ　　　　　　　　　 北西部床面

璧＿望5 極 恵器 目 上 「 丁 2項 ［6．8］長石　　　 黄灰　 普通 体部下断 舶 手持ちへラ削り　　 北西部床面

第閥媚号健腰掛（第255億256図）

位置　調査区中央細のT8j3区に位置し，平坦な台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第1638e164881649号住居跡を掘り込み，覆土上層を第1547号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長齢8m　短軸息35mほどのほぼ方形で，主軸方向はN－3。－Wである。壁高は12～34cmで，

各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で労　ピットの内側が踏み固められている○また，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，規模は焚日部から煙道部まで1納期袖部幅180cmほどである。

天井部は遺存せず，袖部と火床部は床面の高さから30cmほど掘りくぼめられた部分にローム士を埋め戻して構

築されている。火床部は皿状を里し，火床面が赤変硬化している0煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

－…－11－－320－－－－1



第255図　第1647号住居跡実測図
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第256回　第1647号住居潮；出土遺物実測図
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電土層解説

1　黒　　田　　色　U－∴粒J∵・旭日、l′：子・炭化11．万・少量

2　黒　　　　色　炭化物多義㌫　焼土粒子少鼠　ローム粒子微選

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック中鼠　灰少量，炭化粒子微量

4　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量，

廃土ブロック微量

J I射！音赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・、！ク・炭化物少量

6　灰　黄　褐　色　粘土粒子。砂粒多鼠　ロームブロック少量学

廃土粒子微還

γ　暗　視　色l‾丁・∴′、粒j’・小品　帖ロムl′守日射、t′：少量

焼土粒子。炭化粒子微量

8　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック中最，
廃土ブロック少量

色
色
色

褐
褐

赤
赤
褐

ぺ
日
　
吉
‥
日
　
吉
汗

n
n
日
　
　
日
　
　
n
H
H

O
・
川
　
〓

焼上プロ、リク・炭化物申甘．広少量

ロームブロック中巌，廃土ブロックe炭化粒子少登

ロームブロック多鼠　焼土ブロック0

炭化粒子0粘土粒子e砂粒少量

ぽッ睦　7か所。主柱穴はPl～㌘確が相当し言栄さば64～97cmである。P5は深さ33cmでタ　出入り口施設に

伴うピットである。P6e P7ほ壁港内に位置してお軋　壁柱穴の可能性があるが芦　対応するピットは見当た

らない、、

覆土　8層からなり，各層ともロームブロックを含んだ人為堆積であるご

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少鼠　廃土粒子も炭化粒子微量　　5　黒　褐　色　ロームブロック0焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子8炭化粒子少量

：．；黒　褐　色　ロームプロlソク・悦上位千・歳化粒J’・少量

4　極　暗　褐　色　粘土粒子の砂粒中農，ロームブロック0廃土粒

j’・・炭化粒J’・少量

6　暗　褐　色　ロームブロックも焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　焼士粒子e炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

∴〟　、▲・′　　l！l・ノ．・、′－．J′ll一一・t、　　年い－ノ∴・、∴・ノ∧＼・′＼㌧∴ィ、叩、J、く．7・一之　；fl一、－骨　行　く1

灰柚陶器片3点（長頸瓶1．不明2主　力子1点，不明鉄製品1点，釘ヵ1＿点が出上している∴　遣物は覆十卜

層を中心にほぼ全域から出土してお娠　破断面の磨耗が少ないことや残存率のよいものが目立つことからヲ　廃

絶時あるいは廃絶から間もない時期に投棄された可能性が高い、一、．818は中央部の床面から日巨でつぶれた状態

で出土してお娠　廃絶時に遺棄された　のと考えられる。また筆　削　は竃とP　の覆土中　及び北東部と南東

部の覆上下層から出上した破片が接合したものである－、Ml32は西壁際の覆十卜層から出上している＿、．、

新風　廃絶時期は学　出土土器から　世紀前葉と考えられる。M臓は鉄地金銅張　であ娠　当遺跡では類例が

ないものである、－、

第蟻贈号住居跡出土遺物観察衷　第茄図）

極 種
口径

器可 底径 i 胎 土 i 色 調 ；焼成
手 法 の 特 徴

鋸 二位置 ！ 備 考

8・用　 須恵器 恒 こ
［12．6］

・項　　　　　　 黄灰
普通 底部一一一みふ方向のヘラ削り

北東部下層 ！50％

巨 夏j 13・2 中 年 摘　 巨

普通 底部回転へラ切り後亨　へラナデ
東部・

i中央部中層

［12劇

i 灰

！

普通

I

底部回転へラ削り後，高台貼り付け
［

警；覆土雷 内鵬

鋸3　 須恵可　 蓋
－

は 射　 つ 長石壷英 i 褐灰 普通 天井部回虹へラ削り 頼 嗣 噸 「鵬

814 i 須恵器 ！ 盤

；

（2・4）序 中 細 路 朋 つ　 灰
普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北酎 陣層　　 舶 痛楓 灘％

鋸 巨 師器　 襲
［19．6］

（7e5十 つ 鉦 縮 摘 恒 減
普通 体部内の外面へラナデ 竃覆土中 i l0％

817 i 土師可　 襲
－

（5・0）！
普通 体部内面下端指頭によるナデ，底部本葉痕 北東部中層

鋸8　須恵可　 劃‖ ［37．8］ 24・中　　　　　　 黄灰　 －普通 ＝縁部。休部内面ロクロナデ 柄 溜凍面 i30％，PL61

鋸9　須恵器　 甑カ i！30亘 舶 4 つ 雲母蘭 石英 i 黄灰 普通 ；
日縁部・休部内面ロクロナデ　　　 i

［

北西部上層 i

i は・2日 異色粒子　 漂 プ！ ii
良好 頭部ロクロナデ，施粕技法不明

竃覆土中 i猿投産

番号 器 種 極 目 幅 厚さ i重畳 ！ 材 質 i　　　　 特　 徴　　　　 i 出土位置 ［ 備 考
l

M 130
】

刀子 恒 項 目 0・中 6・8j i 鉄 i 刃部の破片　　　　　　　　　　　　 i pL79

M 131
釘　 恒 項 は … 1・項 ほ ・鋸　 鉄　 断面方形の棒状誹 欄が尖る　　　　　　　　　　 恒 83

M 132
不明　 上 目 ．9 0・9 日 ・3　 鉄地金銅張 i鋲 3 か所言ち具の一一が溜 力　　　　　　　　　　　 圧 し鑓

3二23



第1648号住居跡（第257・258図）

位置　調査区中央部のT8j2区に位置し，平坦な台地の縁辺部に立地している。

重複関係　第1649号住居跡を掘り込み，第1647号住居と第178号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・60m，短軸4・75mほどの長方形で・主軸方向はN－60－Wである。壁高は30～41cmで，各

壁ともほぼ直立している。

⑥

十ここ

．

／

／

新竃

昌13「
ト一一…－一十一一l一一一一一1一一一一」

0　　　　　　　　　　　　1m
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第258図　第1648号住居跡出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で芦　ピットの内側が踏み固められてお娠壁港が周回している。

磯　北壁の中央部に付設されてお娠竃の作　替えが確認されている。新竃は旧竃の位置から若干東にずらし

て構築されてお娠規模は楽日部から煙道部までl器cm　磯部幅相談mほどである。天井部は遺存せず芦袖部は

ローム士を突き固めた部分を基部としてその上部に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面と同じ高

さの地山南で　火床商が被熱によって赤変硬化している。また　煙道は急な傾斜で立ち上がっている。旧竃の

火床部と煙道部は普竃の掘り方調査時に両袖部を除去した際にその下部から確認されている。火床面は新竃と

同様に地山繭がそのまま使用され　赤変硬化している。また　煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク申品　焼上プロ、ソク・尉ヒ物少量

2　暗赤褐　色　ロームブロックも焼士ブロック中量，
粘目白∴砂粒微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子申鼠　焼土ブロック0粘土粒子0
砂粒少鼠　炭化粒子微巌

4　灰　褐　色　ロームブロック中亀廃土ブロックや炭化粒子少量
5　赤　褐　色　焼土ブロック多量
（う　吠　赤　色　焼上プロ、ソク中量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子0炭化粒子少量
8　極暗赤褐色　焼士粒子や砂粒中鼠　炭化粒子e粘土粒子少量
9　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中鼠　ロームブロック少鼠

廃土粒子微量
10　暗　赤　褐　色　焼I∵プロ、ソク・ローム粒j’一中量，尉ヒ物少量

粘土粒子も砂粒微量
H　暗赤褐色　廃土ブロック多乳　ロームブロック少鼠

炭化物微量
は　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼上プロ、ソク少量

l　ノl　ノノ、′　　′・・工は二）、、∴、′　・：－、ノ　∴・・・′；＼く・、　ら′J・・・誉ノ∵∴・－　．′∴　石十

伴うど、ソトである、．

穫豊　6層からなりタ　ブロック状に堆積したÅ為堆積である。

色
色
色

褐
褐
褐

説解
暗
暗
暗

層土
　
1
　
リ
ー
り
J

ローム粒子少鼠焼土粒子0炭化粒子微巌　　　4　暗　褐　色　ロームブロック中鼠廃土ブロックさ炭化粒子
ロームブロックや廃土粒子少鼠　炭化粒子微量　　　　　　　　　　少量

ロームブロック多鼠焼土粒子微量　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中鼠焼士粒子e炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子も炭化物少量

∴つ年’一　二・ノ、リ　　ー：一㌦で－1∴′、！：tiI　シ∵′′　告U酔！上　三上∴・ノ．ノー）、・　つ、・言　一′ノiJ∫ト　吉、l・十ノ・．

銑鎌1点，不明鉄製品l点が出土している。遺物は覆土下層を中心に出土してお娠破断面の磨耗が少ないこ

とや残存率のよい　のが目立つことからタ廃絶時あるいは廃絶から間　ない時期に投棄された可能性が高い。

寝は竃手前の床面から土庄でつぶれた状態で出土したものに言憲内から出土した小破斤が接合したもので洩

る。またタ　824は北壁際の覆土下層夕　把はP　内から出土している。

新風　廃絶時期は芦　出土土器から8世紀複葉と考えられる。

第温648号住居跡出土遺物観察表（第258回）

：：‾‾‾i‾‾‾‾‾‾‾‾毒‾‾‾‾‾…‾‾這中 器 種 巨 径
器高 底径 i 胎 土 i 色 調 焼成i　 手法 の特 徴　 i 出土闘 ‖　 備 考

跳　 土師器　 棒　 恒 ・4］
（3．5） 巨 ぷい橙 ip 5覆土中 i20％

82 巨 師器　 棒　 庫 裏
（5．2）

［
つ 長石凍触 つ　 橙 普通 体部外面へラ削 湖 面へラ磨き　　　　 序 ％

822 序 恵器　 杯　 恒 ．8］
4．1

7・2 唇 囁 摘 英 i 貴族 普通i底部回転へラ切り後誹 転へラ削り i北東部下層 i 45％

寝3　 須恵器　 杯　 恒 e扇
4．0

i 褐灰 北東部欄　 昌 ％

寝4　須恵可　 幾日 （2強 ほ・項 雲母磁石菊菜　 黄灰 普通i底部臓 へラ削り後言抽 貼り付け　 北壁際下層 i 20％

8可 賂柚 つ 離中
（4．8）

ー　　　 「 締 普通極 細 掛 ラ削り後，腑 貼り付け！東部上層 i20％

826 i 士臓 つ　 婆つ
（21．6） i雲母繭 石英 匡ぷい黄橙 普通i僻 的 面へラナデ，下射旨頭によるナデi北西部下項 20％

827 巨 師可　 碧つ 捌
17．4 7・2 i雲母蘭 石英 i 橙 普通i体部外面へラ削り誹 面へラナデ　 唇 前床面 i75％，PL61

828 巨 師可　 裏目
（9蔚 i 明赤褐 i

普通i休部内面へラナデ∴F端指猷 よる司 的 手前廊 i20％
壷 遠 壷 i 婆 i

（7腐 i 灰 二望 ＿＿体部内薗ナデ　　　　　　　　 i

ニ32（う



芋、申し主一イ∴，－∵　′ノ㍉二（、　ノ′、′：斗．

位置　調査区中央部のし「8之13区に位置し，平川な台地の緑辺部に立地している、、

重複関係　第16」7つ6∴1一肌吊引二j伸）込まれている、、

規模と形状　長軸鋸路恥，短勧告烙mほどの長方形で，主軸方向はN－170－Wである。壁高は2～霊cmで　各

壁とも外傾して立ち上がっている、、．

床　はぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められている。壁溝は撹乱を受けている南西部で不明瞭となるが資　金

用していたと推測される∴

∵悠　寅　工（主（：′了、‾」ぎー豆、‘ノ、注目：
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電　北壁の中央部に，壁外に50cmほど掘り込んで構築されている。他の遺構との重複や撹乱が激しいため，煙

道部の一部が確認されただけである。付近の床面には粘土粒子や砂粒が散在しており，砂質粘土で構築されて

いたと推測される。

ピット　7か所。主柱穴はPl～P6が相当し言策さば68～85cmである。P7は深さ40cmで，出入り口施設に

伴うピットである。

覆土12層からなり，ブロック状に堆積した人為堆積である。覆土中層から上層にかけて炭化物の混入が見ら

れる。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒褐色　炭化物中鼠　ロームブロック・焼土ブロック・

粘土粒子・砂粒少量

7　黒褐色　炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量

8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・

粘土粒子・砂粒少量

9　暗褐色　ロームブロック中最，焼士粒子・炭化粒子微量

10　黒褐色　ロームブロック・焼士ブロック・炭化物少量

11黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　12　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片2233点（杯566，鉢4，聾。甑1663），須恵器片569点（杯311，蓋149，盤2，聾e甑

104，瓶3），刀子3点，鉄鉱1点，鉄鎌2点，不明鉄製品4点，石製紡錘車1点，炭化種子1点（桃），鉄浮

1点が出土している。遺物は大半が覆土中層から下層にかけての出土であり，破断面の磨耗が少ないことや残

存率のよいものが目立つことから，廃絶時あるいは廃絶から間もない時期に投棄されたものと推測される。床

面直上から出土したものとしては836。843があり，836は東部から，843は中央部から出土している。また，

830は中央乳　839は西壁際のいずれも休園から右丁浮いた状態で出土している。
▼　－＿」一－rr▲ヽ　一ゝ　！トL－T一ヽ㌻ざ1、

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。同時期で，住居の規模も類似する第1638号住居で

は補助柱穴という表現をとったが，本跡では規模から6本主柱と判断した。6本の主柱穴によって上屋が支え

られている構造は，当遺跡においては類例がないものである。

第1649号住居跡出土遺物観察表（第260図）

番号 種　 別 器　 種
l

口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

830 土 師器 杯 ［13．8］ 4．1 － 長 石 にぷ い黄橙 普 通 体 部外 面へ ラ削 り，内 面ナデ 中 央部下 層 20％

83 1 土 師器 杯 ［20．6］ （4．9） － 長 石・赤 色粒子 にぷ い橙 普 通 体 部内 ・外面 へ ラ磨 き 北 西部上 層 10％

832 土 師器 杯 ［2 1．4］ （3．7） － 雲 母・長石 明赤 褐 普 通 日縁部横 ナ デ，体部 外面横 位のヘ ラ削 り 西 部下層

834 土 師器 杯 ［14．6］ （3．3） 長 石・赤 色粒子 にぷ い赤褐 普 通

休 部内 面放射状 の暗 文， 内外面黒 色処理

痕

P 4 覆土 中 10％

835 須恵 器 杯 － （1．9） ［12．4］ 雲 母・石 英 黄灰 普 通 底 部ナ デ，外周 部 回転へ ラ削 り 西壁 際上 層 25％

836 須恵 器 高台付 杯 ［12．6］ （3．8） － 雲 母・長 石・石英 黒褐 普 通 体 部 ロクロ ナデ 東 部床面 10％

837 須恵 器 蓋 ［17．6］ 3．1 － 雲母 ・長 石・石英 にぷ い橙 普 通 天 井部 回転へ ラ削 り 中 央部 中層 50％

838 須恵 器 蓋 ［15．4］ 3．6 － 長石 ・石 英 灰 普 通 天 井部 回転へ ラ削 り，つ まみ接合 痕無 し 南 部床面 30％

839 土師 器 鉢 ［18．4］ （7．4） － 石英 ・赤 色粒子 橙 普 通 体 部外面 ナデ ，内面 へ ラナデ 西壁 際下 層

840 須恵 器 瓶 ［12．7］ （3．4） － 緻密 灰黄 良 好 口縁部 ロク ロナデ 北西 部上 層 内面日射 由漸西産ヵ

8 41 須恵 器 瓶 ［10．5］ （3．0） － 長石 黄灰 良 好 ［］縁部 ロク ロナデ 竃 手前上 層 内面白銅 由瀾醜 ヵ

8 42 土師器 聾 － （3．4） 9．1 雲母 ・長 石・石 英 にぷ い橙 普 通 体 部内面 ・底部 外面 へ ラナ デ 中央 部下 層

8 43 土師器 甑 ［28．8］ （6．4） － 雲母 ・長石 ・石 英 にぷい赤 褐 普 通 体 部外面 ナデ ，内面 へ ラナ デ 中央 部床 面

84 4 須恵器 長 頸壷 － （4．2） － 異色粒 子 灰 自 普 通 頚 部 ロクロナ デ 南 部中層 外 面 自然 粕
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番号 種　 別 器　 種 底径 胎　 土
色 調 i焼成 手 法 の 特 徴　　　 日 時 膵

備　 考

T P49 土師器 磐
恒 4）

9．1 雲母・長石・石英 底部内面指頭によるナデ，外面本葉痕

TP50 須恵器 婆
i

－ 雲母・長石
灰黄　 極 適 外面机 、円状の叩き，内離 クロナデ 序 4覆土中

番 一片 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 材　 質 特　　　 徴 ～鉦上位置 備　 考

Q 35 紡錘 車 5．0 5．0 1．8 5 8．8 粘 板岩 孔径 0．7 －0 ．9cm ，側面 に」二具に よる縦位 の調 整痕有 り

l
東部床 面 P L 75

M 135 刀子 （10．9 ） 1．4 0．4 （13 ．5） 鉄 刃部 か ら茎 部 にかけ ての破 片，片 閲 北 西部上 層 P L 7 9

M 136 刀子 （6．8） 1．5 0．4 （8．3） 鉄 刃部 か ら茎 部に かけて の破片 ，両 関 西壁 際下 層 P L 79

M 137 撮 （9 ．5） 2．0 0．4 （15．9 ） 鉄 鉱身部 か ら茎部 にかけ ての破 片，両 丸造， 台状 関，柳葉 式 北部 下層 P L 80

M 13 8 鎌 （3．8） （4．2 ） 0 ．2 （16．7 ） 鉄 基部 は全体 を折 り返 す。M 19 8 と分 離不 可 北部 中層 P L 81

M 198 鎌 （3．5 ） （3．1 ） 0．2 （16．7 ） 鉄 基 部の破 片。M 138 と重 ね られた まま錆化 に よって付 着 北 部 中層 P L 81

M 139 不 明 （5．4 ） 0．4 0．3 （2 ．5）． 鉄 断 面方形 の棒状 ，両端 欠損 中央部 下層

M 140 不 明 は 5 日 （0 蔚 （0．4 ） 圧 8日 鉄 断面 長方形 の棒状 ，片側 が尖 るo　　　　　　　 i南 西部上 層 （

M 141 鉱 ヵ （3 ．4） 0．7 0．5 （3．0） 鉄 断面 方形の棒 状∴ 両端 欠損 東部 中層

M 142 刀子 （3．8） 1．1 0．2 （1．9 ） 鉄 刃部 の破片 東部 下層

M 14 3 不 明 （4．5 ） 0．7 0 ．5 （8．5 ） 鉄 断面 方形の棒状 ，両 端欠損 南東 部下層

第閥5号住居跡（第261～263図）

位置　調査区南部のV7b8区に位置し，南に傾斜した斜面部に立地している。

重複関係　第1650号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・80恥短軸3・60mはどの方形で，主軸方向はNつ90－Eである。壁高は40～46cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで140cm，袖部幅120cmほどで，壁外への掘り

込みは55cmである。土層断面からは天井部の崩落した部分が明瞭にとらえられ，第2・4層が相当する。火床

部は浅い皿状を皇し，煙道の立ち上がり部には土製の支脚が据えられている。また，煙道は径12cmほどの円筒

状を里し，急な傾斜で直線的に立ち上がっており，上面が被熱によって赤変している。
電土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量

4　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多義，焼土ブロック・炭化物中還

5　灰　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量

6　暗　赤　褐　色　焼士粒子多量，炭化粒子少量

7　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒中量

8　暗　赤　褐　色　炭化物多量，焼土ブロック中量，ローム粒子微量

9　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
10　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
慧

黒

黒

暗

暗

暗

暗

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

17　褐

焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒中農

ロームブロック中量

焼土ブロック多量，炭化粒子少量

砂粒多量，ロームブロック・焼土粒子中量，
炭化粒子少量

砂粒多量，ロームブロック少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは20cmである。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。中位に東側からのロームブロックの投げ込みが認

められる。

色
色
色

褐
褐
褐

説解
撃
∵
陪
二
階

層土

　

1

　

2

　

3

ローム粒子少量，焼士粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量
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遣物出土状況　土師器片437点（杯49，皿1，嚢・甑386，ミニチュア1），須恵器片101点（杯・高台付杯55，

蓋16，盤・高盤2，整・甑28），鉄鉱2点，鉄鎌1点，火打金1点，刀子1点，不明鉄製品3点（楔ヵ1，不

明2）が出土している。遺物はほぼ全域から出土しており，破断面の磨耗が少ないことや残存率のよいものが

多いことから，大半は廃絶後の窪地を利用して投棄されたものと考えられる。床面直上から出土したものとし

ては856・858・860があり，特に860は北東部の床面から直立した状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたも

のと考えられる。また，857・859は860の北側の床面から出土している。

所見　多くの鉄製品が出土しており，当時の鉄器保有形態の一端をうかがい知ることができる。廃絶時期は，

出土土器から8世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L i　　　＿i

第261図　第1651号住居跡出土遺物実測図

331一

853

10crn

ト一一一一一



毒

手　　‥1－1－1二　　　　l

∴二二＿二、三三二

第262図　第1651号住居跡出土遺物実測図（1）
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即
M147

第263図　第1651号住居跡出土遺物実測図（2）

第1651号住居跡出土遺物観察表（第261～263図）

∠＝ゝ

⊂〕

二
5cm

ト　】　l

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

850 土師器 杯 － （0．5） － 雲・肛長石 明赤褐 普通 底部内面放射状の暗文，外面へラ削り 覆土上層

851 須恵器 土不 14．3 4．5 8．8 雲母・長石・石英 灰 普通 休部下端・底部回転へラ削り 北東部下層 100％，PL62

852 須恵器 珂こ ［130］ 3．9 8．0 長石・石英 灰 普通底部二方向のヘラ削り 南部下層 30％

853 須恵器 均、 ［14．0］ 4．0 8．2 雲母・長石・石英 黒 普通底部回転へラ切り後．多方向のヘラ削り南西部下層 30％

854 須恵器 蓋 15．6 4．1 長石・石英 灰 普通天井部回転へラ削り 北西部下層 100％，PL62

855 土師器 」皿 ［20．4］ 2．5 － 雲母・長石・赤色粒子 にぷい橙 普通底部内面ナデ，外面へラ削り 覆土上層 20％

856 須恵器 高盤 ［23，2］ 14．0 ［14．8］雲母・長石・石英 灰 普通 脚部にヘラ切りによる透かし3か所 南部下層 50％．PL62

857 土師器 襲 23，8 （21．7） － 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 休部外面上半へラナデ，下半へラ磨き 北東部床面 50％

858 土師器 要 21．0 （11．2）
－

雲母・長石・石英 橙 普通 体部内・外面へラナデ 南部下層 10％

859 土師器 斐 ［16，0］ 19，6 8．2 雲母・長石・石英 暗赤褐 普通 休部外面上半ナデ，下半へラ削り 北東部床面 電材付着，70％㌔L61

860 須恵器 襲 ［21．2］ 33．2 17．0 雲母・長石・石英 灰 普通 休部内面無文の当て具痕 北東部床面 90％，PL62

861 須恵器 喪 ［27．6］（2．7） － 長石 灰白 良好 口縁部ロクロナデ 南西部中層 湖西産

862 土師器 ミニチュア － （4．3） － 雲母 にぷい橙 普通杯部・脚部・底部ナデ 東壁際上層 30％

TP51 須恵器 大要 － － － 長石 青灰 普通 外面平行叩き後，カキ目 覆土上層

番号 器　 種 長さ 幅 暗さ 垂韮 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M 146 錬 （20．3） 4．0 0．4 （96．2） 鉄 刃先都欠損．繊維質付着，基部は全体を折り返す 西壁際中層 PL81

M 147 楔ヵ （3．6） 1．9 （0．6）（12．1） 鉄 断面長方形，片側が薄くなる 南東部中層 PL82

M 148 火打金 6．8 3，6 0．5 20．6 鉄 完形，孔不明，両端部は上方に攣曲 西部下層 PL83

M 149 強 （3．5）（1．9） 0．3 （2．9） 鉄 両丸造，腸挟不明 東壁際下層 PL80

M 150 鉄 （6，0）（1，0）（0．5）（5．9） 鉄 断面方形，麻関 北西部下層 PL80

M 151 鍍 （7．4） 0．8 0．3 （48） 鉄 片丸造，茎部不明 北西部下層

M 152 刀・予 （2．9）（0．8） 0．3 （1．5） 鉄 刃部の破片 北東部下層

M 153 不明 （2．4）（2．4） 0．2 （3．2） 鉄 板状 覆土上層

M 197 不明 （3．9） 0．8 0．5 （2．5） 鉄 断面方形の棒状，緩やかに攣曲 北東部下層
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第1652号住居跡（第264・265図）

位置　調査区南部のU7j7区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　第1655号住居跡を掘り込み，第1653号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．20m，短軸3．15mはどの方形で，主軸方向はN－180－Eである。壁高は5～52cmで，傾斜

した地形のために南側部分ほど低くなっており，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，南壁際の中央部から竃の手前にかけて踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，規模は焚口部から煙道部まで115cm，袖部幅135cmほどである。

火床部は10cmほど掘りくぼめた部分にローム土を床面の高さまで埋め戻して使用され，火床面は赤変硬化して

いる。また，煙道は急な傾斜で直線的に立ち上がっている。

寵土層解説

1暗　褐　色　粘土粒十・秒粒中量，焼土粒子・炭化粒子少墓　　8　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒・炭化物中量，

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中呈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，灰少量　　　　　　9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・

4　灰　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土粒子・砂粒少墓

5　黒　褐　色　焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　10　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多鼠　ローム粒子・焼土粒子微量

6　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，炭化物少量，　　　　　　11極　暗　褐　色　ローム粒子少量，砂粒微量

ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　12　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・　13　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量
炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　14　極　暗　褐　色　砂粒中量，ロームブロック微量

2m

［二二一二二十－∃
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは28－48cmである。P5は深さ23cmで，PlとP2の中

間に位置しており，補助柱穴の可能性がある。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　ロームブロック多量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　8　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少墓

3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量　　　　9　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　10　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量，
5　暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

遣物出土状況　土師器片194点（杯23，碧・甑171），須恵器片66点（杯・高台付杯27，蓋1，盤・高盤1，長

頸瓶1，賓・甑36），灰粕陶器片2点（長頸瓶），土製支脚1点，刀子1点がほぼ全域から散在して出土してい

る。床面直上から出土しているのは863－865・868・870・871で，そのうち864・865・868は北東コーナー部か

ら正位で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，油煙の付着した866は南西コーナー部

の覆土下層から，硯に転用された867は西壁際の覆土下層から出土している。

所見　本住居のように，台地から低地に下りる斜面部に立地する住居の大半は，4m四方未満の小形のもので

ある。廃絶時期は，出土土器と重複関係から8世紀中葉と考えられる。

乾哩⊥ⅢL
、‥　二．－11．

第265図　第1652号住居跡出土遺物実測図
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第1652号住居跡出土遺物観察表　第器図）

番号 種 別　 ‾‾‾‾‾‾‾‾蒋 磯 器高 底径　 胎 土　 色 調 一焼成 i　 手 法 の 特 徴　　 出土位置 i 備 考

8 63　 土師器　 杯　 12・4　 6・0　 6・9 庚 色粒子　　 にぷい黄橙 普通 僻 緋 面ロクロナデ，底部へラナデ　 中央部床面　 80％，P L 62

864　 須恵器　 捧　 持・1 ・7 ・ 長石五 菜　　　 灰　 普通 博 部纏 へラ切 り後，へラナデ　　 北東部離 日 80％ P L 62

†獲 湛 雉 笠 冨 巷 慧 多方向のへラ削りiiiii≡i≡蓋
猫8　 須恵器 桓 台付杯 13・0　 5・4　 8．2 雲母鮪 石英　 黄灰　 普通 極 紳 輔 へラ削り後言抽 貼 り付け　 北東部床面 ！

60％　 P L 62
869 i 須恵器i長頸瓶 ［7・8月は9） 一　針㌻　　　 灰　 良好雄摘。ク。ナデ　　　　 北東部下層　 ’

出 許 露 語 ） ‡8 芸慧慧 雲芸 にぶ志赤褐芸窯芸：：芸慧 票 デ　 芸慧慧芸慧 95％，PL63

872　須恵可　 碧　 巨2616… 9・7） …　長石　　 「舶　 良好頸部内耐旨馳 休部内面へラナデ　 北酬沖層　 湖西産

！長さ
幅 里 材　 質 特　　　 徴 出士位置

北西部上層

！ 備 考

PL79

M 15望＿i＿＿＿＿…刀子 i（望
1．2

中 4　 眈 3）i
鉄 刃部から茎部にかけての破片，関部不明瞭，片関カ

窮閥5号住居跡　第器図）

位置　調査区南部のV7a7区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　第1652号住居跡を掘り込み，第106号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長如035m，短車酪20mはどの方形で，室軸方向はN㍊紺㌧Eである。壁高は15～32cmでタ各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から竃の手前にかけて踏み固められている○また，壁溝は北壁際の一部を除い

て周回している。

囁　北壁のやや東寄りに付設されており，規模は焚日部から煙道部まで95cm，袖部幅120cmほどである。袖部

は床面と同じ高さの地山繭に砂質粘土で構築されている。火床部も地山海をそのまま使用し，火床面は被熱に

よって赤変硬化している。煙道の立ち上がり部には土製の支卿が据えられ，煙道は急な傾斜で立ち上がってい

る。

竃土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量，廃土粒子微量

2　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・
焼土粒子微量

3　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，廃土粒子e炭化粒子少鼠
ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中乳焼土粒子さ炭化粒子微量
5　暗赤褐　色　焼土ブロック多量，炭化物中量

6　黒　褐　色　炭化物多鼠　廃土ブロック中量

7　黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，炭化物微量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量

9　黒　褐　色　炭化粒子多鼠焼土ブロック中量

10　にぷい黄褐色　粘土粒子0砂粒多量

11暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量
12　暗　褐　色　ローム粒子中量

13　暗赤褐　色　焼土粒子多鼠　炭化粒子微量

ぽッ紅　4か所。Pl～P3は深さ14～27cmで，配置からみて主柱穴の離腋があるが，4本主柱を想定した

場合の北西部の柱穴が確認されていない。P4ほ深さ19cmで，出入り口施設に伴うピットである。

穫蓋　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子少鼠粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子さ炭化粒子e砂粒微量
3　暗褐色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多亀粘土粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量

6　褐　色　ロームブロック多量

遺物出立状況　土師器勘09点聯20，婆㊧甑89），須恵器片37点瀬24，蓋2∴盤上言髪バ蜘廟が出土して

いる。遺物は中央部の覆土下層を中心に出土しており，破断面の摩滅した細片が多いことから，大半は廃絶後
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の窪地に流入したものと考えられる。875は南東部の床面から，873は同じく南部の覆土下層から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。本住居の竃は，この時期の一般的な傾向である北

壁の中央部には構築されていない。小形の住居であることや作り替えた痕跡が認められないことなどから，竃

の付設場所として当初から北壁の東寄りの位置を選定し，室内空間の有効活用を図ったとも考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第266図　第1653号住居跡・出土遺物実測図
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第1653号住居跡出土遺物観察表（第266図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

87 3 須 憑 器 埠 ［13．0］ 4 ．3 ［ 7．6］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 灰 普 通 休 部 ロ ク ロ ナ デ 南 部 下 層 30 ％

87 4 須 恵 器 杯 ［9 ．4］ 3 ．0 ［ 6．4］ 長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ． ヘ ラ ナ デ 覆 土 中 10 ％

87 5 土 師 器 尭 ［16 ．4］ （7．2）
－

雲 母 ・長 石 ・石 英 橙 普 通 体 部 内 ・外 面 ナ デ 南 東 部 床 面

T P 5 2 須 恵 器 大 盤
－ ー －

長 石 青 灰 普 通 外 面 平 行 叩 き後 ， カ キ 目 北 西 部 中 層 T P5 1と同 一一個体ヵ

T P 5 3 須 恵 器 襲
－ － － 雲 母 ・石 英 黒 褐 普 通 外 面 同 心 円状 の 叩 き． 内 面 ナ デ 北 東 部 中 層

第1655号住居跡（第267図）

位置　調査区南部のU7j6区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　第1645号住居跡を掘り込み，第1652号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南北軸は2．70mで，東西軸は第1652号住居に掘り込まれているために2．30mだけが確認されてい

る。平面形は方形または長方形と推測され，主軸方向はN－820－Wである。壁高は12～42cmで，傾斜した地

形のために南側部分ほど低くなっており，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

Ul　柚

第267図　第1655号住居跡・出土遺物実測図
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電　北西コーナー部に付設されており．規模は焚‖部から煙道部まで100mほどで，壁外へのj伸主込みは60川1

である、、大坪部と柚部は遣存せず．付近の床面には粘出自’や砂粒が散在しており．砂質粘工で構築されてい

たと考えられる。火床部は床面と同じ高さの地山南を使用しており，火床商が被熟し，赤変硬化している。ま

た．煙道は急な傾斜で直線的に立ち上がっている、、

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックの焼士ブロック少鼠　炭化粒子微量　　6　暗　褐　色　ロームブロック中量ラ　焼土粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多鼠　炭化粒子少還，ローム粒子微量　　ア　にぷい赤褐色　焼土粒子多鼠　炭化粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック中巌，炭化粒子微量　　　　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック中量，廃土ブロック少量ラ
4　里　褐　色　炭化物中量，焼土ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量

5　暗　褐　色　ローム粒子ゆ砂粒中農　　　　　　　　　　　　　9　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土ブロック薇巌

ピット　3か所、言策きはI〕1が8ml．I〕2が9m1．P3が23（「lllで言配置や規模に規則性が見られず．性格は不

明である＿、．

覆土（‖再からなり，プロ・ソク状に堆積した人拗侶量である．、、、

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック中登，炭化物微巌

3　極　暗　褐　色　ロームブロック少巌　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器片5点　杯膵　聾。甑墟）須恵器片　点　埠お　聾わ　が散在した状態で出土してい

る　885は北帖．邦の覆トロP上　88（うは電内から出上している．、、

所見　廃絶時期はつ旧士器と重複関係から8世紀前葉かそれ以前と考えられる．1－

第相浦号住居跡出土遺物観察表　第器図）

番可 種 別
器　 神 日経 胎　 土

色 調 ！焼成！
手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

885 巨 師器
杯 ［12．4］

（306）！ 橙　 極 適
体部外面へラ削りラ　内面ナデ 北西部下層

杯 ［12．9］
は 5）i 貴族　 極 適

休部ロクロナデ，下端手持ちへラ削り 竃内

第礪5号健贋跡　第器固）

位置　調査区南部の＼’8dこう区に位置し．台地から低地に1、つ）る斜面部に立地している。

重複関係　第165射出日出二据i）込まれている、、

規模と形状　南北軸は3。30mで　東西軸は．鵬mだけが確認されており，硬化面の広がりから見てN－00　を

室軸方向とする方形または長方形と推測される。壁高は柑cmほどで　壁は直立している。

床　ほぼ平坦でタ　硬化面が南北に長く確認されている。また，壁溝が周回している。

尊堂　2層からな娠　レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

ユ　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子微量 2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出藍状況　土師器片14点（棒0高台付棒5　聾e甑の　須恵器片4点（杯），混入した石鉱1点が出土し

ているご

所見　時期は重複関係から9世紀複葉以前と考えられるが，出土土器が細片のため詳細な時期は不明である。
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第1658号住居跡（第268～270図）

位置　調査区南部のV8d3区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　第1656号住居跡を掘り込み，第1561号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．05m，短軸3．95mはどの方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は25～48cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで105cm，袖部幅155cmほどである。袖部は砂質

粘土で構築され，火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用している。煙道の立ち上がり部には底部を欠いた土

師器聾が逆位で据えられて，支脚として使用されている。また，煙道は急な傾斜で立ち上がっている。

寵土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量，

焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量

5　黒　褐　色　炭化物多義，焼土粒子少豪

6　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

7　灰　褐　色　焼土ブロック・灰多量，炭化粒子中量
8　黒　褐　色　ロームブロック少量

9　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

10　廃棄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子
炭化粒子少量

11極暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは18－24cmである。P5は出入口施設に伴うピットで，

深さ21cmである。P6は深さ22cmで，性格不明である。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，
炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微呈

6　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片240点（杯・椀33，嚢・甑207），須恵器片141点（杯・高台付杯53，蓋2，棄・甑86），

灰粕陶器片2点（瓶，壷），鉄鉄1点が出土している。遺物は覆土下層を中心にほぼ全域から出土しており，

特に土師器嚢類の細片が多い。898は中央部の覆土下層から土庄でつぶれた状態で出土している。また，896は

南壁際の床面から，901は東壁際の床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。900は支脚

として転用された土師器賓で，被熱痕が認められる。

所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀複葉と考えられる。台地から低地に下りる斜面部においては4本主柱

の住居は少なく，本住居はその少ない事例の一つである。

第269図　第1658号住居跡出土遺物実測図（1）
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第270図　第1658号住居跡出土遺物実測図（2）

第1658号住居跡出土遺物観察表（第269・270図）

0　　　　2cm

lI M160　ヒ土∃

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 上 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

893 土師器 杯 14．7 4．6 8．5 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部一 方向の ヘ ラ削 り 中央 部下層 95％ ，P L 63

894 土 師器 杯 13．2 4．0 7．0 長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部・・方向の へ ラ削 り 北東 部下層 100％ ，P L 63

895 須 恵器 杯 12．9 4．5 5．4 雲 母・長石 ・石英 にぷ い黄褐 不良 底部 ・方 向の ヘ ラ削 り 北東 部床面 100％ ，P L 63

一一3－1二三　一



番号 種 別　　　 川中 器高　　　 胎 土　 色 調 E焼成j　　 手法の特徴　　　 ‖ 胱 滞日　 愉 考

i896　須恵器 j　棒
年 中 ㍉ 可 不良桓 吊 向のヘラ削り　　　　　　　 巨0％

樟7　須恵器　 蓋　 恒 ・打 は項　 雲母磁石五菜　 灰 普通恒 部臓 へラ削り軋 つまみ接鏑 ‖ 南東部上層 ！90％サPL63

樟 巨 師器　 整　 序 中 34・恒 扇 雲母繭 石英 恒 噛 褐普通i休部外商へラ磨き誹 面へラげ　 恒 部下層 i 80％9 PL63

8中 土瞞 整　 序 ・項 罰・巨 中 尉沌 英　　 にぷい樟 普通！体部外面へラ削り湖 面へラげ　　　 ［85％9 PL64

粥の 土師可 ㍉ 整　 い舶 恒 項 普通［体部外面へラ削り誹 面へラナデ i臥 床部

；　　　　　　　　　　　　　　　　　； ！普通i休部外面碇位の平行叩 ∴欄 へラ削り東壁際床面 序 ％901 1 須恵器 ！ 婆 （6・7日 即 浮浄 翫沌 英 匪 町 摘
i

；：：＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿：≡＿；：陶器ト横 目 離騨 闇 ‖　 i南東酌、ル層i続投産

i長さ
幅 厚さ

［ 材 質 特　　　 徴
附 雄潤 j　 備 考

M 蟻0　　 鉱　　　 は 郎 0．9 0．4 （2．7） 鉄
！鉱身部から箆被部にかけての破片誹 ・刃箭式 南東部下層 i

‘二∵「′′’・∴∫　；∴∴　㌦

位置　調査区南部のV8離区に位置し　台地から低地に下　る斜面部の最下部に立地している。

重複関係　第1659つ（う（う5・1＿（汀（接イ日吉と第1（搭号溝にj帖主込まれている∴

′、′　た「′壬：′・、　′．∵　中′．二、皇、、　∴′十・ノこ′．！言，主ノ正：十日　′＿、こ声了、＼、・′∴・ノ′＋言㍑　′′．・／1′∴．告ノ！「、一言

＼　ノ、　　∴　l：－′．∴．′、）‥言．‾′　こ－　′′　可∵ノ’－11つ一′、　∴　∴㍉，・・　一、一　　′′・－．∵∴、　′

ている、、

床　ほぼ平坦で撃　中央部が踏み固められている。また　壁藩は確認された壁際を周回している。

竃　北壁中央部に付設されてお酌　規模は楽日部から煙道部までほ駄m　袖部幅135cmほどである。天井部は崩

落してお娠　土層断面図中の第2層が崩落士に欄当する。袖部は砂質粘土で構築されてお娠　右裾の内側には

被熱病が認められる。火床部は蟻撒ほど掘りくぼめた部分にローム土が埋め戻されて血状を呈し学　火床面が赤

変硬化している、、・・また．煙道は急な傾斜で直線的に立ち上がっている．、、

竃土層解説
ユ　黒　褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子の焼土粒子微量
2　灰　黄　褐　色　粘土粒子多義
3　灰　黄　褐　色　粘土粒子多義㌫　廃土粒子中巌

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量夕　粘土粒子中量
5　黒　褐　色　炭化物多量ラ　焼土ブロック少量
6　極暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子を粘土粒子中量，

ロームプロ、ソク少量

ア　擁暗赤陽色　焼上プロ、、′ク中量．ロームプロ、、ノ′ケ・揖・化物・

粘土粒子少量

8　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒多量

9　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロー血ムブロック少量

‾10　暗　褐　　色　ロームプロ・ソク申㍑　焼上プロ、ソク・

炭化粒子少巌

ぽッ睦　4か所。主柱穴はPl～P複が相当し言蒙さばPl o〕P確が46も35cm，P20㌘3が6　e甜cmと　南

側に位置する柱穴が深くなっている。

穫羞　摘層からな娠　ブロック状に堆積したÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化物・帖‖＼l′イ少量∴

ロームブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子中農ブ　ローム粒子少量，焼士粒子の

粘土粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロックe焼土粒子e炭化粒子を粘土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子の廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

5　極暗褐色　ロームブロック少量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化堪子・

粘土粒子少量

γ　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J′・・

粘土粒子少量

8　灰黄褐色　粘土粒子中量9　ロームブロックの焼土ブロック

炭化粒子・砂粒少量

9　極暗褐色　ロームブロックの砂粒少量，廃土ブロックe

炭化粒子微量

10　暗赤褐色　ローム粒子も焼土粒子中農ラ　炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片300点（棒鴫　鷺の甑256，手淫自学　須恵器片32点（棒の高台付棒18　蓋娠　嚢参甑

10）が出土している。遺物は竃周辺から多く出土しておりタ　889は竃西側の覆土上層から出土している。また9

887は北西コーナー部の覆十上層から出上している、、

こう工∃
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所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第1657号住居跡出土遺物観察表（第271図）

番 号 種　 別 器　 種 口 径 器 畠 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

887 須 恵 器 上† － （ 1．5 ） ［10 ．2］ 長 石 ・石 英 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り 北 西 部 上 層 15％

8 8 8 須 恵 器 蓋 ［19．0 ］ （3．2 ） － 長 石 ・石 英 灰 普 通 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り 南 東 部 床 面 45％

88 9 須 恵 器 蓋 － （3．4 ） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 褐 普 通 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り 竃 西 側 上 層 4 5％

89 0 土 師 器 斐 ［23．0 ］ （ 6．5 ） － 雲 母 ・長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 口 縁 部 横 ナ デ 南 東 部 床 面

89 2 土 師 器 手 捏 ［ 6 9 ］ 4．3 6．0 赤 色 粒 子 に ぷ い ．爵 褐 普 通 体 部 指 頭 に よ る ナ デ 南 東 部 上 層 2 5％

第1659号住居跡（第272・273図）

位置　調査区南部のV8C3区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　第1657号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．90m，短軸3．80mほどの方形で，主軸方向はN－630－Wである。壁高は15－32cmで，各壁

ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　西壁の中央部に砂質粘土で構築されており，規模は焚口部から煙道部まで90cm，袖部幅120cmほどである。

第272図　第1659号住居跡実測図
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第273図　第1659号住居跡出土遺物実測図
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天井部は崩落しており，口油粕屈宣伸の第2・」層が崩落上に相当する＿、柚部や火床部は10し、Illほど握りくぼめ

た部加二ローム上を床面の高さまで理め扇して構築されており．柚部の内側と火床面が赤変f舶ヒしている．こ、ま

た，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている、l

電土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒「・悦上骨守一・歳化粒J’－・砂載少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック0粘土粒子0砂粒中鼠

ローム粒子の炭化物少量

：ミ　極目出潮色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物・

粘上村つ’・・砂粒少量

4　灰黄褐色　粘土凝予0砂粒中量，ロームブロックも

焼土ブロックの炭化粒子少量

5　灰黄褐色　粘土粒子せ砂粒多義

6　黒　褐　色　砂粒中量

7　暗　褐　色　砂粒中量，ロームブロック少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量

9　暗　褐　色　ロームブロック中登

用　極暗赤褐色　粘土粒子の砂粒中鼠　焼土粒子少還

ピット　1か所∴　Plは深さ⊥12cIllで．出入り口施設に伴うど、ソトである、二、

覆土　5層からなり．レンズ状に堆積した自然堆積である、、

土層解説

＿1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子少量，廃土粒子微量

ローム粒子少量夕　廃土粒子微量

ロームプロ、ソク少量

4　窯　褐　色　ローム粒子の粘土粒子e砂粒少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，廃土ブロック微量

遺物出土状況　日抽器片90点（林t主　悪・甑81上　須恵器片二m∴－：（林・高台付林18．蓋5．盤上　悪・甑1：お

が　東壁際を中心に出土している。鮒　も鮒　録粥は東壁際中央部の覆土下層からまとまって出土しておりタ

廃絶時に遺棄ないし投棄された　のと考えられる。また撃　細は南西コーナー部の床面から出土している。

所凰　当調査区で確認された酋竃の住居は　本跡の他に第蟻媚や蟻滋号住居があ娠　いずれも調査区南部の海

蝕から低地に下　る斜面部に立地している。廃絶時期は　出土土器から　世紀中辛から複葉と考えられる。

第且茄号住居跡出土遺物観察表　第2開園）

器　 種
i

H 径 底 径 胎　 圭 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

棒 13．6 4．3
i

8．4 雲 母 尋昌 圭 石 英
i

褐 灰 普 通
！

底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， ′′”′′一方 向 の ヘ ラ削 り 東 壁 際 下 層 70 ％

粥 4　 須 恵 器 棒 ［13．8］ 3．8 7．6 雲 母 ・長 石 。石 英 す リ ー ブ 黒 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， ヘ ラ ナ デ 中 央 部 中 層 35 ％

粥 5　 須 恵 器 高 台 付 棒 － （ 2．8） 10．2 長 有 ・石 英 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 東 壁 際 下 層 60 ％

906 巨 師 器
襲

－
（ 2腐 7。6 雲 母 0長 石 0石 英 に ぷ い 赤 褐 普 通 底 部 ′′”′－′一方 向 の ヘ ラ 削 り 南 西 部 床 面 20 ％

粥 7　 須 恵 器 婆
－

（24 ．3）
－

雲 母 豆討 手 石 英 灰 黄 褐 普 通 体 部 内 面 ロ ク ロ ナ デ ・輪 積 み 痕 e 指 頭 痕 東 壁 際 下 層 20 ％

T P 55 ！ 須 恵 器
太 婆

－ － －
雲 母 を長 石 さ石 英 黄 灰 普 通 外 面 斜 位 の 平 行 叩 き サ　内 面 ナ デ 南 壁 際 床 面

望　 須 恵 器 棄 － － － 実 母 ・長 石 ・石 英 褐 灰 普 通 外 面 斜 位 の 平 行 叩 き 後 ， カ キ 目 北 東 部 中 層

第帽約号住居跡（第2鍼図）

位置　調査区南部のV8C3区に位置しタ　台地から低地に下　る斜面部に立地している。

重複関係　貯1656・1658射日出二掘り込まれている。、、

規模と形状　北西壁。測m　北東壁．柑mだけ確認されている。主躯方向をN一筋○…Eとする方形または長方

形と推定される、

床　ほぼ平坦でタ　ピットの内側がよく踏み固められておりタ　壁港は確認された壁際を巡っている。

竃　北壁部に付設されている。調査区外に延びているために　西半部分が確認されただけである。磯部は，床

面と同じ高さの地山海に砂質粘土で構築されている。火床商は　被熱によって赤変硬化している。

－3こ±17
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埴土層解説
1　灰黄褐色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量

2　暗赤褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

ピット　2か所。主柱穴はPl・P2が相当し，深さは52cmと34cmである。

覆土　単一層である。砂粒とロームブロックが多く含まれており，人為堆積の可能性が高い。

土層解説

1　暗褐色　砂粒多量，ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片13点（嚢），須恵器片8点（杯4，嚢4），鉄製品1点（紡錘車の軸）が出土している。

その他，土師質土器片3点（内耳鍋）が撹乱により混入している。TP57は壁溝の覆土中，M161は南部の覆土

下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後半ないし9世紀前半頃と考えられる。

第1660号住居跡出土遺物観察表（第274図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

T P 57 須 恵器 発 － － － 長 石 暗紫 灰 普通 外面 斜位の平 行叩 き，内 面ナ デ 壁溝 内

番 号 器　 種 長 さ 帽 厚 さ 重畳 材　 質 特　　　 徴 出土位 ‾置 備　 考

M 161 紡 茎 （17．6） 0．4 0 ．4 （11．3） 鉄 両端部 欠損 ，紡錘 の軸 部 南 部下 層 P L 82

第1661号住居跡（第275・276図）

位置　調査区中央部のT7f9区に位置し，平坦な台地上に立地している。

重複関係　第180号掘立柱建物跡を掘り込み，第91号堀に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は2．60mほどで，南北軸は0．90mだけが確認されている。平面形は方形または長方形と推

定され，主軸方向はN－20－Wである。壁高は5cmほどで，壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃の手前が踏み固められている。

竃　北壁の西寄りに付設されており，壁外に60cmほど掘り込んで構築されている。天井部や袖部は遺存せず，

第275図　第1661号住居跡実測図
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覆土の含有物から砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床部は床面と同じ高さの平坦面で，火床面が被

熟によって若干赤変している。また，煙道は傾斜して緩やかに立ち上がっている。

埴土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中意，炭化物少量

2　にぷい黄褐色　焼土ブロック中鼠　炭化粒子・粘土粒子・　　　　4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量

砂粒少量

覆土　単一層である。ロームブロックを含まないことから，自然堆積の可能性が高い。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片52点（小皿1，杯・椀26，嚢・甑25），刀子1点，混入した須恵器片17点が，竃付近

を中心に出土している。909・910は竃の火床部から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半から11世紀頃と考えられる。

第276図　第1661号住居跡出土遺物実測図

第1661号住居跡出土遺物観察表（第276図）
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番弓・ 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

908 土師器 小皿 （1，4） ［5．4］長石・石英 にぷい橙 普通 底部回転糸切り 北東部覆土111

909 土師器 杯 ［14．8］ 3．7 ［7．0］石英・赤色粒子 明褐 普通 休部下端 ・底部手持ちへラ削り 庖覆土中 40％

910 土師器 要 ［16．6］ （11．3） － 白色粒子・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部内・外面ロクロナデ後，ヘラ磨き 寵覆上中

番号 箸各　種 長さ 幅 厚さ 重畳 材　 質 特　　　 徴 出土位置 備　 考

M 162 刀子 （2．3） 1．3 0，3 （1息） 鉄 茎部の破片，雨間カ 北東部覆土中

第1662号住居跡（第277・278図）

位置　調査区南部のU7h3区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。また，西側部分は調査

区城外に延びている。

重複関係　第1672号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南北軸は3．60mほどで，東西軸は3．15mだけが確認されている。平面形は方形または長方形と推

定され，主軸方向はN－220－Eである。壁高は10～20cmほどで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけて踏み固められており，壁溝が北壁際を除いて巡っている。

竃　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで110cm，袖部幅120cmで，壁外への掘り込みは50cmは
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どである。袖部は掘り残した地山を芯として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床

面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火床面が被熱によって赤変硬化している。また，煙道は火床

部から緩やかに立ち上がった後，ほぼ直立している。

寵土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック多量，壌土ブロック少量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック・　　　　　6　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量，

焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・灰少量　　7　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
4　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化物多量，ローム粒子微量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは12cmである。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微呈　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・砂粒少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　5　黒　褐　色　砂粒少量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片98点（杯14，嚢・甑84），須恵器片13点（杯5，高盤1，壷1，嚢・甑6），土製支脚

1点が出土している。遺物はほぼ全域から散在して出土しており，‘913・916は中央部の覆土中層，915は北壁

－　　　′一一、＿／一′

第277図　第1662号住居跡実測図
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際の覆土下層から出土している。また，912は中央部と南西部の覆土下層から出土した破片が接合したもので

ある。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

h

第1662号住居跡出土遺物観察表（第278図）

10cm

←　［　　－」

番号 種　 別 ［器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

9 11 土師器 杯 ［11．6］ （2．7）
－

石英・赤色粒子 明赤褐 普通 目線部 ・休部内面根ナデ 北西部上層

912 須恵器 杯 15．2 4．1 9．4 雲母・石英・男色粒子 褐灰 普通 底部回転へラ切 り後，多方向のヘラ削り
中央部 ・

南西部下層

90％，P L 63

913 須恵器 杯 ［14．3］ 4．5 8．4 雲母・長石・石英 褐灰 普通 休部下端回転へラ削 り，底部へラナデ 中央部中層 60％

914 須恵器 高杯 － （5．4） － 長石・石英 灰 普通 脚部ロクロナデ 北東部上層 20％

9 15 土師器 丑 － （19．2） 9．6 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 休部内面へラナデ．底部木菓痕 北壁際下層 40％
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番ぢ・ 種　 別 器　 種 日経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

916 須恵器 璽 ［20．6］ （4．8） － 雲母・長石・石英 褐灰 普通 口縁都ロクロナデ 中央部中層

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 垂足 材質 ・胎土 特　　　 徴 出土位置 備　 考

DP8 7 支脚 （7．1） （7．7） 1．3 （83．6） 長石・赤色粒子 にぷい橙色，外面へラ削 り，内面ナデ ・輪積み痕，円筒状 北東部下層

第1663号住居跡（第279～281図）

位置　調査区南部のU7j4区に位置し，台地から低地に下りる斜面部に立地している。

重複関係　床下から第1667号住居跡が確認されている。

規模と形状　長軸3．55m，短軸3．50mほどの方形で，主軸方向はN－240－Eである。壁高は15～30cmほどで，

各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から竃の手前にかけて踏み固められており，壁溝が南西部から東部にかけて巡っている。

竃　北壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで80cm，袖部幅150cmで，壁外への掘り込みは

20cmほどである。袖部は掘り残した地山を芯として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床

部は15cmほど掘りくぼめた部分に焼土やローム土，砂質粘土を充填して使用されており，火床面が赤変硬化し

ている。また，煙道は火床部から緩やかに立ち上がった後，ほぼ直立している。

寵土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・　　　　2　暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量

粘土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　3　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

第279図　第1663号住居跡実測図
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4　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量

5　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

6　暗　褐　色　砂粒多量，ローム粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量

8　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微墓

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは26cmである。

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼上粒子・炭化粒子微量　　　　　3　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少鼠　炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック少呈

遺物出土状況　土師器片239点（杯28，鉢1，嚢・甑210），須恵器片42点（杯・高台付杯35，蓋1，棄・甑6），

刀子1点，手鎌1点，銑鉄1点が北東部を中心に出土している。917～920・922・926・927・929・931はいず

れも北東部コーナー部の覆土下層から上層にかけての出土であり，そのうち923は917の上部に重なっていずれ

も正位で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。北東コーナー部の床面や覆土下層から残存率のよ

い土器がまとまって出土しており，その付近に収納施設が存在していたことが推測される。
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第ユ663号住屠跡出土遺物観察表（第280⑳28且図）

番号　 種　 別　 器　 種
［璃 i 器高 i‾底径 胎 土 i‾‾‾‾…色 調 焼成 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 土位置　 備 考

917　 土師器　　　 杯
14・l i 4・1 声 ・5 長石畢 妄 i 赤　 普通庫 繍 冊 のへラ削り，黄状庄痕有 i北東部下層　 95％やPL64

918　 須恵器　　　 杯 13・O i 3・8 日 8 長石塑 工 つ　 夫養　 極 適桓 柵 一大のへラ削り　　 i北東部＿i二層　 95％，PL64

919　 須恵器　　　 杯
13・6 i 3・8 恒 ・4 雲掛 長石塑 十 鵜　 極 巫 部纏 へラ切り後言 輔 状のへラ削り 北東部下層　 9。％，PL64

920　 須恵器　　　 杯
1鍋 「 項 8．7 雲掛 長石五 菜　 族　 極 適 i底部鵬 へラ切欄 し　　　　 北東部下層　 9。％，PL64

921　 須恵器　　 杯 13．8　　　 4．2　　　 8．8
雲母繭 石英　 褐灰　 普通 底部纏 へラ切り胤 へラナデ　　 南部瀾 紆 90％，PL64

層
922 極 恵可　 杯 旭 4］上 目 6 埜 聖 二 」 童虜 極 適 i底部雷 向のへラ削り　　 i北東部上層　 60％，PIJ64

923 恒 恵器 i 杯 11項 3・6 日 8 長石・石英 ［ 灰　 極 適 i底部多方向のヘラ削り　　　　 北東部中層 1。。％，PL64

924　 須恵器　　　 杯 13．4　　　 4．3　　　 8適
；

雲母磁石菊 菜　 褐灰　 普通 底部純 へラ切り私 へラナデ，火裾 中央部上層　 舶 箆書き「＋∴

90％，PL64
925 恒 朋 つ　 棒 ［12・8］い ・ 巨 4 雲掛 長存 石英　 相　 極 適！底部腕 へラ切 り乳 へラナデ　　 東部下層　 55％

9％ 須恵中

当 8・7
雲母瀞 石英　 灰言 普通忘 掛 ラ切り後，ヘラげ　　　　 舶 箆書き「×∴

40％，PIJ70
927　 須恵可 紬 梱 ［15・2］巨 3 巨 5 雲母蘭 朋 一 番灰 極 適 i底部純 へラ削り後説 台貼り付け ！北舶 下層 i6晦 PL 65

928　 須恵器 ［ 蓋 14・7 恒 3）！ 雲母鮪 石英　 灰　 普通恒 部纏 へラ削り　　 ＝ 事 示 議 「 議

929 巨 師中　 鉢 21・3 i 9・4 日 0・0 雲母瀞 石英　 明褐　 普通桓 射 向のヘラ削り　　 ！北東部欄 ！90％，PL65

930　 土師器　　　 磐 17．7　　 24．0　　　 6．5
雲母載 朋　 にぷい橙 普通 ［瀾 端部に棒状工具による刻み有りラ底 西壁際床面　 90％，PL65

i ［
［　 部へラ磨き

931　 土師器　　　 登

1声 7・3
雲母繭 石英　 明赤褐 普通 体掴 面へラナデ欄 積み東湖 部本葉 北東部下層 1略 PL65

痕
望 ＿＿i＿＿須恵可 太婆 i i 長石　　 声 桟 極 好 i外附 行叩き後，カ鞘　　　　　 i外面白銅 由

義‾：可 若 様
長 さ 幅 厚 さ 冒 付　 質 特　　　 徴 鋸 二位置 ！ 備 考

M 163！ 刀子
（11．2） 1．3 0．3 （11．4） 鉄 刃 部か ら茎部 にか けての破 片，両 関 竃手前 摘 圧 し79

M 16 4巨 鎌
賂 9） 2．0 0．2 （10．2） 鉄 片 側の孔 不軌　 刃部 はやや研 ぎ減 り 東 壁際下 層 圧 し81

M 摘5　　 婁 ヵ （12．5） 1．3 1．2 （21．3） 鉄 茎部 欠損， 台状 関，刃 部先端 は薄 くな る 摘 部下 層 i p L 82

第閥鋼考住居跡（第282図）

位置　調査区南部のV7jO区に位置し，低地に下りる斜面部の最下部である黒色土中に構築されている。この

付近はローム層が流出しており，床面は粘土層に達している。

重複関係　第用号溝と第1597号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　黒色土中に構築されていることや他の遺構との重複のため芦南壁の立ち上がりが判然とせず，硬

化面の広がりや竃の位置から，N－180－Eを主軸方向とする長軸3。60m，短軸3．30mほどのほぼ方形と推測さ

れる。北壁の高さは30cmで，壁は直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている○壁溝は，東壁際から北壁際にかけて巡っている。

篭　北壁に付設されており，規模は焚日部から煙道部まで80cmほどである○天井部と左裾部は遺存せず，右袖

部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，煙道の立ち上がり部には円筒形

を皇した土製支脚が据えられている。また，煙道は外傾して直線的に立ち上がっている。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土ブロック。ローム粒子・粘土粒子少鼠
炭化粒子・砂粒微量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・

ローム粒子少量

3　暗赤褐　色　焼士ブロック中鼠　ローム粒子や粘土粒子
砂粒少量，炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼士ブロック・ローム粒子も炭化粒子す
粘土粒子を砂粒少量

356　－
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5　賠赤褐色　ロームブロック0廃土ブロック中鼠
粘土粒子8砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中義挙　ロームブロックの

炭化粒子の粘土粒子も砂載少量

穫豊　3層からなる。覆土にブロック状の含有物を含まないことから撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少巌

2　黒　田　色　U一月∵イ・封じ粒自微量
3　窯　褐　色　粘土粒子少鼠　焼土粒子の炭化粒子微量

ここ′仁一′言　・・雷′　言　ふ　完、一・1・帰、上∴‥∴　言了、ノ′：、・′了Jjト．義　一た　－・．上し

鍼　土製支那　点がほぼ全域から散在して出土している○鋸　躊盤は竃内から誹33は北西部の床面から出土

している。また　りP槌は煙道の立ち上がり部から直立した状態で出土している。

所凰　時期はタ出土土器から鼠纏妃前半と考えられる。円筒形を皇した土製支卿は翫308813秒1318号住居

跡からも出土しておりタ　いずれも摘世紀代と考えられる住居からの出土である。

第蟻糾号住居跡出土遺物観察表　第器固）

番号　 種　別 底径　 胎 土 ［色 調 焼成　　 手法の特徴　 i 射二位置 i 備 考

932　土綱目　 椀　 極 度車 4。2） 石英凍色粒子 匡ぷい黄橙博通体部外離 ク吋 デ湖 面へラ磨き　 竃覆土中 i25％
尋 宰 相 ‖ 宛　 「 斗 這 吏 堅 料 コ 幸 司 司 高台接合部に工具痕有り　　　 北西部床面 i4。％

934 「塑 ‖ 椀 「 つ 議 恒 い繍 恒 癖 朝 明 け後，ロク桝　　 北東部下層 i2。％

望＿＿＿＿i 土師器 巨 藍　 恒頼 恒 6） i長竺：沌英轍 車 ぷい橙極適i体部外面へラ削り欄積み痕　　 竃覆土中 i

謡 ‾器 種　 長さ　 幅　　　 重義 i 材質機 土 i　　　　 特　 徴　　　　　　 出土位置 i 備 考

，＿望8　 支卿　 血 中 ・中 一 張を0
長石凍繍 予　にぷい橙色　外面へラげ 湖 面げ 欄 積み痕言豚 匪　 電嫡 部

：Jr f：：喜こ・、′　ノ′．、J　′、′　∴∴′昌　差1．、X′

位置　調査区南部のV8e区に位置し　低地に下　る斜面悟の最下部である異色土中に構築されている。この

付近はローム層が流出してお娠　床面は粘土層に達している。

’′∵皇上　r∴　‥　　′：′‘、′ノノl・昌′－・・了　′∴1∴、′主ノl；－　＿．・′　′、いノ　、′′．．

・′ら、・ノ1主、・‥：、′′、：・′・∴・上、皇レ′ノノノ′上‾　∴∴′∴言＼　　∵、完読　′・．∴‥∴こ：、′、′い、、′ミい、

壁はほぼ直立している．．＿．

＼　－・つ　　一　　ノ∴／′、工′　′′ノノ′・・　′∴　－！冥：′）工与、十ノ・・lイ′′）・ノ、：・′∴1予∴ノ・・、r∴　ノ、

住居を構築する際に再利用した　のと推測される。壁溝は　北東壁際を除いて巡っている。

竃　北東壁に砂質粘土で構築されてお勘規模は焚口部から煙道部まで13駄m　袖部幅は娠mほどである。磯部

と火床部は床面と同じ高さの地山南に構築され　被熱痕はほとんど認められない。また　燵遺は径地mほどの

閏筒状を皇し撃　急な傾斜で直線的に立ち上がっている。

竃土層解説

1極　暗　視　色　ローム粒J’・・焼‖∵㍉「・品目ヒ物つ出二位J’・
砂粒微量

二　極　暗　褐　色　焼日ソイ少量．ローム粒イ・・損じ粒J′・・

粘土粒子e砂粒微量

3　にぷい黄褐色　粘土粒子も砂粒多量，焼土粒子少量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多鼠　炭化粒子少量

5　黒　褐　色　焼土粒子0炭化路子を灰多量

6　灰　褐　色　灰多量，焼土ブロックの炭化物中農

7　極．暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　褐　　　　色　粘土粒子e砂粒多量

り　暗　赤　褐　色　地上粒「・砂粒中量．ロー月日∴・炭化物・
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粘土粒子少量

焼土粒子多量夕　炭化物e粘土粒子e砂粒少量
焼土粒子の炭化粒子中農，砂粒少量

廃土粒子多量夕　粘土粒子・砂粒少量

粘土粒子を砂粒多量

ロームプロ∵ノク・粘日章「・砂斗t′：少量∴

焼土ブロックe炭化物微量
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第283図　第1665・1670号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さはP4だけが56cmと深く，その他は19～24cmである。P

5は出入り口施設に伴うピットで，深さは8cmである。

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　暗褐色　砂粒多量，ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片221点（皿1，杯40，嚢・甑180），須恵器片82点（杯・高台付杯44，蓋6，壷・瓶2，

嚢・甑30），鉄淳2点が出土している。遺物はほぼ全域から出土しており，破断面の摩滅した細片が多く，大

半は廃絶後の埋没途中で混入したものと考えられる。床面から出土したものとしては937・940・943があり，

それぞれ中央部，北部，西部から出土している。

所見　本住居付近は当遺跡において最も標高が低く，現在の水田面よりもわずかに高い程度である。また，重

複関係にある第1670号住居跡とは主軸方向や住居の規模が異なるものの，床面の大部分を共有していることや

住居間の時期差があまりないことなどから，建て替えの可能性がある。廃絶時期は，出土土器から8世紀中葉

から後葉と考えられる。

第284図　第1665号住居跡出土遺物実測図

第1665号住居跡出土遺物観察表（第284図）

′・lノ‾二三「二
941

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

936 土師器 杯 ［17．0］ 4．1 －
長石・石英 にぷい赤褐 普通 体部内 ・外面へラ磨 き 電手前中層 50％．PL65

937 土師器 杯 ［16．1］ 5．0 6．7 白色粒子・赤色粒子 明赤褐 普通 底部一方向のヘラ削り ・木葉痕 中央部床面 70％，PL65

938 須恵器 土不 13．0 4．5 ［8．2］ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転へラ切 り後．多方向のヘラ削り．北西壁際下層 70％

－360－



番号 種　 別 日経 I 器Iへ 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

939 須恵器
杯 i 13・5

5．3 8．7
i

長石・石英
！

黄灰 普通 底部回転へラ切 り後，ヘラナデ 西部下層 60％，PL 65

940 須恵器
埠　 恒 頼

4．4
i

8．0 長石・石英
i

黄灰 普通 体部下端 0底部回転へラ削り 北西部下層 40％

941 須恵器
i　　　　　 i

意 i （2．0）
i i

長有・有薬 褐灰 普通 天井部瀬転へラ削 り I北西部下層 30％

942 須恵器 ＼ （3．7） － l
灰 良好 ＝縁部 ・頭部ロクロナデ 東部下層 自然紬

943 土師器
磐　 恒 痛

（8，6ラ － 雲母・長石・石英 にぷい赤褐 普通 体部内面へラナデ 西部床面 支卿転用

944 須恵器
慧　 恒 2．8］

（7．0） － 雲母・長石・石英 黄灰 普通 日縁部ロクロナデ 北西部中層

第閥軍の常住腰跡（第283図）

位置　調査区南部のV8e2区に位置し，台地から低地に下りる斜蘭部の最下部に立地している。本住居は異色

回Iに構築され，床面は粘日柄二達している、＿、．

重複関係　第＿1657号住居跡を掘り込み、第1665別封出二掘り込まれているご

シ∴忘了：：ラ：二言」、帖・：∴：∴．悠軸1つ　こ、⊥l二′ノ㌦言声工　、：l五：′∴＼：ご：　∴、こ　しこ　い∴＼悠工い言ニ　∴∴l！．

は直＿立している、、．

床　第1665号住居と床面の高さが同一であ娠　本住居の床面の太部分を第1665号住居が再利用したものと推測

される、、嘩溝は，東側部分を除いて巡っている．、、、，

ピット　2か所．、、．Pl・1‾一）2は深さがいずれも15川ほどで，I）2は第1670号住居のf酎ヒlrl白∵から確認されてい

る、＿つ杉状から柱穴の可能性があるが，対応する柱穴は確認されていないご

尊皇　確認されていない。

遺物出土状況　出士していない、、

所見　時期は，重複関係から．8世紀中頃と考えられる＿

第瑠鵬考住居跡　第霊園）

位置　調査区南部のV8e3区に位置し，台地から低地に下りる斜廟部の最下部に立地している。黒色土中に構

築され，床面は粘日射二達しておi主　東側部分は調査区域外に延びているご

重複関係　第1671封主居跡を掘り込み，第103号溝に据il）込まれている、〕

規模と形状　南北軸は3．（う0111ほどで，東西軸は3．2Omだけが碓認されており，N－2LIC－Eを軸11方向とする方

形または長方形と推定される。壁高は茹～祁cmで　傾斜した地形のため南側ほど低くなっており，各壁ともほ

ぼ直立しているご

床　中央部を東西に第柑号溝に掘　込まれているために芦　詳細は不明である。壁溝は，確認された壁際を巡

っているこ、

竃　北壁に付設されており，壁外への掘り込みは60cmほどである。天井部と左袖部は遺存せず，右袖部は床面

と同じ高さの地山I柚二砂質粘土で構築されている二、火床部は浅い皿状を呈し．火床げliが赤変碩化している、、ま

た．煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている、「

電土層解説

1賠　赤　褐　色　廃土ブロック中最，ローム粒子も炭化粒子も　　　3　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼士ブロックもローム粒子の

粘土粒子0砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子・砂粒少量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子e砂粒中量　　　　　　　4　極暗赤褐色　ロームブロック・廃土ブロックの炭化物0

粘土粒千・砂粒少量

361、



覆土　4層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・
粘土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少壷

3　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少鼠炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片204点（杯・椀32，嚢・甑172），須恵器片84点（杯・高台付杯46，蓋2，嚢・甑36）

が出土している。遺物はほぼ全域から散在して出土し，破断面の摩滅しているものが多いことから，大半は廃

絶後に混入したものと考えられる。947は南壁際の覆土中層から破片の状態で出土している。また，946は竃内

から出土している。

所見　廃絶時期は，出土土器と重複関係から9世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二∵　i　　　∃

0　　　　　　　　　　　1m
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0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第285図　第1666・1671号住居跡，′第1666号住居跡出土遺物実測図
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第蟻鍼号住居跡出土遺物観察表　第詣囲）

番号 種 別…‾‾‾i‾‾‾‾‾‾‾妄這‾‾‾‾…‾‾種 ！ 胎 ＿＿－i二 i 色 調 ！焼成i　 手法の特徴　　　 ‖ 路 用
備　考

項 数膵 桓 輌 「 つ 禰 摘郎 長石菊菜　　 灰 i普通i底部纏 へラ削り胤 高鍋 伸 す　 斥東部上層
10％

946　土瞞 ［ 餐　 恒繍 さく　6．0ラ i雲母磁石壷英巨 ぷい褐恒 極 馴 離 汽 加 両 ナデ

項 数蟻 「 藍　 「 つ 鵬 願　 蜃 ＿＿＿i璧璧内面げ 欄積み痕弓旨頭痕
20％

第帽署考健贋妙　第頴　の頴囲う

位置　調査区南部のV鋸区に位置し　台地から低地に下　る斜面部の最下部に立地してお酌　東側部分は調

査区域外に延びている。本住居は黒色土中に構築され撃　床面は粘土層に達している。

重複関係　第＿1（う（う（う号住居にj伸）込まれている、、

規模と形状　南北軸。柑m　東西報せ祁mだけが確認されておりタ　商壁の指す方向を盈準にすると野二組㌧斑

を主軸方向とする方形または長方形と推定される。壁高は渕cmほどで　壁はほぼ直立している。

床　はぼ平坦で　特に硬化した部分は認められない。壁藩は　確認された壁際を巡っている。

覆土（月廿からなり，プロ、ソク状に堆積した入射佳精である、、

土層解説

1　黒褐色　ロームブロックの焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量芦　炭化粒子微量
3　黒褐色　粘土粒子中鼠　ローム粒子さ焼土粒子e炭化載子少量

・1黒褐色　拙日章戸口1；∴　ロームゾし「ノン・焼吊Jつ’・・炭化粒「少量

5　黒褐色　粘土粒子中量，焼士粒子e炭化粒子少量

6　黒褐色　粘土粒子中農，ローム粒子少量資　焼土粒子微量

遺物出土状況　十師器片1点，須恵器片1点（林）が出上してい

る二、、96こうは南壁際の卜層から出上している。「、

所見　廃絶時期は言l「日二器と重複関係から！月咽己中葉と考えら

れる、、

第摘m号住居跡出土遺物観察表　第諸因）

0　　　　　　5cm

二二二二ヒ二ヨ

第隷属　第蟻開音住居跡出土遺物実測図

番号 序 別
器　 種 日経 器高 胎　 土 色　 調 焼成 千 法 の 貼 徴 出土位置 備　 考

鮎3　 須恵器 埠 13逮 4．7 露
にぷい橙 普通 底部－…一一方向のヘラ削 り 南壁際下層 85％，PL 65

一∴′′三〇圭÷’、～一　ふl言′言∴′・十

位置　調査区南部のし「7119区に位置し，台地から低地に卜りる斜面部に立地している

重複関係　第＿1669㌢住居跡をj紺）込み，第10∴1号溝に握り込まれている，

規模と形状　南北軸は。撒mで　東西軸は。猶mだけが確認されてお酌　N…　O　を主軸方向とする方形また

は長方形と推定されるつ勘封ま15、・30川ほどで，各壁とも急な傾斜で立ち1二がっている「

床　ほぼ平坦で学　竃の手前から中央部にかけて踏み固められている。また　壁溝は北西コーナー部で認められ

る、、

竃　北壁を35cmほど掘り込んで構築されてお娠　規模は焚日部から煙道部まで95cmである。天井部や袖部は遺

存せずタ　火床部は床面と同じ高さの地山海が健用されてお酌　火床面が赤変硬化している。また　煙道は傾斜

して立ち上がっている、二

36二〕
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第287図　第1668号住居跡・出土遺物実測図
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電土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

2　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック0

焼士粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量

Ll　極暗′ホ褐色　ロームプロlリク・焼上プロ、ソク・炭化物少量

5　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子中量，ローム粒子の炭化粒子少量

6　灰黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中鼠　ロームブロック少量学
焼土粒子・炭化粒子微量

7　極暗赤褐色　焼土ブロック中量き　ローム粒子さ炭化物・

粘土粒子・砂粒少量

覆土　7層からなり．ブロック状に堆積した人為堆積である．ご

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックe焼土ブロック。炭化物少量

2　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子0炭化物少量

3　黒　褐　色　ロームブロック8焼土粒子少量，炭化粒子微選

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼士粒子微量

5　極暗褐色　ロームブロック中最，焼士粒子8炭化粒子少量

6　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

7　極暗褐色　ロームブロックe焼士粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物出立状況　土師器片411点（杯45，聾。甑366），須恵器片55点（杯e高台付杯40，蓋3，嚢e甑12），土製

支脚1点，鉄鎌カ1点，不明鉄製品1点が全域から散在して出上している、、953は竃内から出土している。、ま

た芦　957は竃内と中央部南寄りの床面から出土した破片が接合したものである。958は南部の床面から若干浮い

た状態で出土した破片が接合したものである。

所見　廃絶時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられるこ．

第1668号住居跡出土遺物観察表（第287回）

番号 種　 別 器　 楯 ＝径 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出」二位置 備　 考

953 須恵 器 杯 ［12．6］ 3．5 6．3 雲母 ・長石 ・有 英 黄灰 普 通 底 部“ム…諭方 向のヘ ラ削 り 竃穫 土中 50％

954 須恵器 林 ［12．8］ 4．1 8．4 雲母 ・長石 e石 英 黄灰 普 通 底 部回転 へ ラ切 り離 し 西部下 層 75％

9 55 須恵器 棒 － （2潮 8．3 雲母 ・石英 黄灰 普通 底部 回転 へラ切 り後， 多方向 のへ ラ削 り 南西部 下層 30％

9 56 土 師器 斐 ［23．6］ （6ぷ － 工 母 ・長有 ・有 華 明 赤褐 普通 体部 内 ・外 面へ ラナデ 南 西部 下層

95 7 土 師器 聾 ［15．6］ （4．9） 霊 母・長石 ・有英 赤 褐 普通
口縁端 部沈線 一条 ，体部外 面 ナデ，内 面

へ ラナデ

竃 内 ・中央部

床 面
10％

958 土 師器 甑 ［3 0．0］ （7．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い橙 普通 休部外 面へ ラ磨 き，内面へ ラナ デ 南壁 際床 面

番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　 箪 出土 位置 備　 考

M 168 鎌 ヵ （3．6） （1．9） 0．2 （1．5） 鉄 刃部の破 片 南壁 際床面

M 169 不明 （5．6）
0．9 ！

0．3 （5．2） 鉄 断面長 方形 の棒状 ，両側 欠損 南西 部床面 P L 83

第礪閥号健腰掛（第2880289回）

位置　調査区西部のT5d6区に位置し言有に傾斜した斜面部の黒色土l出二構築されている。、

規模と形状　長軸2．90m，短軸2．80mはどの方形で，主軸方向はN－250－Eである。壁高は60cmほどで，各壁

ともiI吊／二しているこ

床　ほぼ平川で，壁際を除いて踏み固められており，壁溝が周回している。

篭　北壁中央部に付設されており，規模は焚日部から煙道部まで105cm，袖部幅85cmほどである。袖部は砂質

粘土で構築され，右袖部の内側には平瓦が直立した状態で据えられており，被熱している。左袖部は撹乱を受

けているために基部しか道春していないが，床面に平瓦の一部と砂質粘土が散在していることから，右袖部と

同様に瓦を用いて構築されていたと考えられる。火床部は皿状を皇し，火床面が被熱によって赤変硬化してい

る。また，煙道は傾斜して直線的に立ち上がっている。

…一一一　365－－－－－



竜土層解説

1にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多鼠焼土ブロック・炭化物少量　3　灰　褐　色灰多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子・砂粒少量

ピット1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは17cmである。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積した自然堆積である。

土層解説

1黒　　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片265点（杯・椀46，斐・甑219），須恵器片92点（杯21，蓋7，嚢・甑63，大要1），灰

粕陶器片3点（椀，長頸瓶・壷），瓦片2点（平瓦），鉄揮1点，貝片1点（アカニシカ），炭化物（笹ヵ）が

出土している0遺物はほぼ全域から散在して出土しており，971・975は南壁際中央部の覆土下層から出土して

いる0また，T2は中央部東寄りの覆土下層から出土している0炭化物は笹科の一種と考えられ，竃の火床部

から出土しており，燃料材と考えられる・。

所見　廃絶時期は，出土土器から9世紀末葉から10世紀前葉と考えられる0月片は鍼水性のアカニシ科に属す

るもので，他地域との交易を知る資料の一つといえる0また，袖部の補強材として使用された平瓦は雲母を多

く含んでおり・河内郡寺である九重東岡廃寺で使用された瓦が再利用された可能性が考えられる。郡内の交流

を知る手がかりになるばかりでなく，寺の存続時期とも関わる興味深い資料といえる。

一唇も⑯

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第ユ674号住居跡出土遺物観察表（第288砂28姻）

番号 種 別　 器 種　 雄 姿　 器高 i 底 径　 胎 土　 色 調　 焼成　　 手 法 の 特 徴
出土位 置

南壁 際下 層

東部 下層

！ 備 考

90％，P L 6 5

15％

97 1 土 師器　 杯　 は 7　 3．7 i 5．3 雲 母茂 石 五 菜　 橙　 普通 底 部＋ 柚 の ヘ ラ削 り

972　 土 師器　 杯　 ［12・8］ 3・3 巨 6・8〕 長石 壷 英　　 にぷ い黄橙十艶適 「体 部 ロクロナ デ

973 灰繍 器 椀 日　 嗣 腑 苫 新 好 体 部ロ ク晰

9 74　 土 師器　　 婆　　　　　　　　　　 長石菊 菜・白色粒子　 赤 褐　 普通 「体部内 ヴ外商 へ ラナデ

覆土上 層 猿投 産

覆土 上層
97 5　 須 恵器 j＿＿＿＿＿…＿髪　 巨20 2車 22・日　　 射 再 英　 にぷ い黄樟 普 通 器 而荒れ のた め調整榊 ゴ

南壁 際下層 20％

番号
器 種 i 表 芸　 幅　　 ［‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾材 質 i‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　　　　 特　 徴　　　　　 出 土位 置　 備 老

I　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

竃 右袖部 ，中

T l 42・0 （26・0） 2・2　 3180　 雲母磁 石 菊 英 褐灰 色， 凹面布 目痕， 凸面格子 状の叩 き誹 腑 へ ラ削 り　　 央酢 南西 部　 70％ ，P L 67

床面

T 2
ト 1ユ… 17・4） 1… 03）…＿＿望 ＿空石崩 にぷい望 堅 ＿＿＿＿蠣 布 酬 敵 手：！＿望叩 軋 臓 へ＿＿＿＿＿聖 嘱 目百 日 ％

表4　奈良。平安時代住居跡一覧表
苦 i 平離 農 霊 麿 床面 壁藩主芸 出雲：〕芸 ト芸 穴竃華 覆土

出土遺物　　　　　　　　　 備考
細寺期）

方形　 5・75 ×5・60 124 舶牛乳主部　 7 1 「…「…絹針 雄藩
土師器，須恵器，灰粕陶器戯鼠鉄鎌戯釘ヵ，不明鉄

製品調石　　　　　　　　　 9世紀中葉

1507 iQ 7 a中 一精 の 方形　 3・30 ×3・15 5～8 脾 昼全局 …　 … ～ 竃周 然
土師器，須恵器　　　　　　　　　　　　 9世紀中葉

1508A Q 7 b中 一870－E　 長方形　 3罰×勘 5叫 甥 浄勘十 日 目3 「…胤 圧燃
土師器　　　　　　　　　　　　　　 10世紀後半以降

1508車 7 bO 恒 70ルE　 長方形　 3・30 ×3・20 5～12 平射 珊 〃・・・… … 2 … 竃1 －
土師器　　　　　　　　　　　　　　　 用世紀後半以降

15中 7j9 恒 －E　 方形　 2・95 ×2・55 3卜36 平針 ”′が一部 一一一 l
…　 1　 …1 竃1 人為 土師乳須恵器　　　　　　　　　　　　 錐脱複葉

1511 恒 a車 24。可 ［方癌 用 1・30回廟 30 平射 珊 … － … － … 人為
土師器鳳 恵器　　　　　　　　　　　　 9世紀中～後薬

1－512 恒 j9 年 …　 方形　 3・05 ×2・90 12～2… 粗 全周 … … … 一一一一一竃用 然
土綱註，須恵器　　　　　　　　　　　　 8世紀中～後葉

′1513 恒 中 一7。当 方形 P ・… 調 「5～2年棚 怪 判 ∠中 日‖ つ 町 燃 i
土桐 鉦痕恵器項漸厘付着土器∴刀子　　　　 棒鋼 前柴

′1513 げ 打当 N －7。一針　 方形　 は・鋪 ×4・8年 5～2頼 経 庖周一4 上目 3 －… ～釦 厄然 「摘 器胤 恵器 油煙付着土臥 刀子　　　　 錐 紀前葉

1515 恒 8 巨 0つ 長方形 4・3… 40 恒 甑
…　 ～ ！…つ 一一「… ＝凱 人為 土師器，須恵器滅粕陶器凝粕陶乳土製支卿戯淫　 9世紀中葉

車 恒 －W i 方形　 3・60 ×3・15 i 30 鞘
一部　… ！－ i …つ …つ 竃1 打　ノ　　　　　　口　上

自然 土師器，須恵器蘭鋳車上巨石製），銅淳戯 宰 8世紀中葉
車 恒 80射 ［方・長… 15 ×（2・12年 5 鞘

…　 ～ i…つ ……「一 日凱 自然 土師器，須恵器　　　　　　　　　　　　 不明

1522 iR 8 h8 恒 －W　 方形　 3・30 ×3・25 i 2～用 堀
自然 土師鼠 須恵器砥 用郷 ，鉄鉱　　　　　　　 帥摘己後薬

－　 1　 －…　－　 …
152中 7 j5 恒 購 車 方・長］ 3・3腑 1月車 ～25 平坦

人為 土師器迂製支卿　　　　　　　　　　 1腫 紀後半
11524 恒 j5 i N 補つ ［長方形］ 5・00 ×叫 2～車 坦

鹿 自然 土師器　　　　　　　　　　　　　 10世紀後半以降
－　　 ユ ‾m　「…1 竃狛

1527 i蟻 中 一20 可 ［方・長］ 5・70 ×旭 車 卜 18 棚
みムふ部　 2　 1　 1　 …　 … 自然 土師乳須恵器，刀子カ，鉄鎌　　　　　　　　 9世紀中～複葉

1529 恒 j4 N －920可 長方形 3・10 ×2・65 恒 棚
一部「…つ 一一 ！…つ「… ！寵 人為 土師器，須恵器，鉄鎌，不明鉄製品，鉄淫　　　　 l纏 紀後半以降rj） 亀1

1530 恒 a8 N －88 0中 長方形］ 3・85 ×叫 1中 坦
…　 … ！－ ！…つ …つ 竃1 自然 土師器，須恵器瓶 用硯）戯釘ヵ　　　　　　 8世紀中葉

1531 T 8 C5　 N －930－E　 長方形　 3．70 ×3．10　 30　 平坦 i
…　 … i ～ ！～つ …つ 竃1

人為 慧 慧 輌 器臓 鉄釘力棚 製 1纏 紀後半

15小 職 序 ＝ 車 方虜 ］ 3・00 ×仕35巨 鞘
…　 … ！…つ 一…「… ＝凱 ～　 土師器，須恵器　　　　　　　　　　　 1纏 紀以降

不 可 N －2 0可 方形　 加 5柚 0 恒 1車 坦
一部　 4　 … ！－1 …つ 竃1 人為 土師器，須恵乳 砥石　　　　　　　　　　 9世紀後葉

不 可 N 掴 中 方可 7・70 痛 65）i
釦抽　 4つ ……「1 「一 日凱 人為 土師器，須恵乳灰粕陶器濃鎌ヵ　　　　　　 8世紀複葉ヵ

不 可 N －760可 方形　 4・00 ×3・7中 ～18 回
全期∴一「…「… 仁一 鹿瀬 人為 土師乳須恵器，石製支卿戯釘ヵ，不明鉄製品　　 10世紀後半

1537 iT 8 a4 i N －10 10－E 序 方形 3・95 ×3・3中 ～24回
全柳㌧つつつ 一つ …つ紛 炉 ［〕然 土師器，須恵器叔粕陶器石製紡錘車腰 石　　 10世紀後半以降

1538 is 8 a 4 恒 中 長方形］ 繍 ×3・0車 庫 」 当 主 ト ト 再 両 し可 土師乳 糖 器　　　　　　　 8醜 前葉

1542 恒 可 N －0つ 方形　 3・90 ×3・70 35～45 平坦 う
迂周　…　 1　 － i…つ 竃1 ノし為 土師器，須恵器腰ヵ，石製紡錘車　　　　　　 9世紀中食

1543 桓 2 i N －885－当 長方形 3・30 ×2・中 ～中 坦
…　 ～　 1 「… 「… ＝凱 け当然 土師乳須恵乳灰粕陶器　　　　　　　　 用世紀中頃

15中 8 h3 恒 80可 長方形 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿三空0 ×2可 5 恒
痩 し為 土師乳須恵器，砥石　　　　　　　　　 10世紀中頃

‾　 一　 一　 …1 …つ牒H 〃
i

3（う8－



番
。号

主軸 方向 平面形
規 模 （m ）

（長軸×短軸

壁 高

（cm ）
痢 蕗

内　 部　 施　 設
匡

出土遺 物
備 考

（時期 ）i
壁溝 ］ピット貯蔵プて竃華

1545 R 8 g4 N －13 0＿E ［方形］ 4．30 ×［4．20〕 b 平坦 W一部
… 巨

竃1 自然 土師器，須恵器 8世紀前～中葉

1548 R 8 i3 N ＿lO ＿E ［方形］ は4鋸×は．25］ 4 〝一部 竃1 自然 土師器，須恵器 8世紀

1549 R 8 i2 N －80 －E 方形 6．35 × 6．00 28～35 平坦 全周 4 1 竃 1 人為 土師器，須恵器 胴 面硯 ），丸柄，鉄釘ヵ，土玉，鉄淫 8世紀中葉

1550 S 8 j2 N －890－W 長 方形 3．85 × 2．70
i

35～48 平坦 一部 竃1 人為 土師器，須恵器，不明鉄製品 10世紀後半以降

155 1 T 7 aO N －88。－E 長 方形 3．10 ×2．70 2 ～ 5 平坦 1 竃1 人為 土師器，須恵器 10世紀後半

1553 T 8 d 4 N ＿1 11㌔E 長 方形 4．35 ×3．95 10～26 平坦 W一一一部 竃・炉 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器，刀子 10世紀後半以降

1554 S 7 hO N －9 00－E 長方 形 4．40 ×3．25 8 平坦 ▼′′一部 1 竃1 自然 土師器，須恵器 10世紀後半以降

1555 T 7 cO ［N －8 80－E ］ ［方 ・長］ ぼ65）×は00） － 平坦 YW一部 自然 土師器 10世紀後半

1557 S 8 j2 N －8 80－W ［方 ・長］ 2．60 ×（2．25） 10～18 平坦 人為 土師器，須恵器，不明鉄製品，不明銅製品 10世紀後半以降

1560 T 7 aO N －96 0＿E 方形 3．45 × 3．40 16～29 ルハムムー・部 電1 人為 土師器，石製支脚，砥石 10世紀後半以降

1561 S 8 a l N －30 ＿E 方形 4．80 × 4．45 15～19 uw′””一部 竃1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，鉄釘，鉄洋 8世紀後葉

1563 T 8 d 4 N －1050＿E 長方形 4．05 × 3．40
i15～25

平坦 竃1 人為
丘 師器，鉄鉱，鉄淫

10世紀後半以降

1565 S 7 b 8
i N －30 －E ！長 方形

6．60 × 4．50
恒 9

平坦 全周 1
i

i

i竃 1
人為

i土師器，須恵器
8世紀中葉

1566 T 8 b 4 N ＿10 00＿E 方形 2．95 × 2．90 10 平坦 竃1 人為 土師器，須恵器 10世紀後半

1568 R 7 jO N で ＿E 方形 4．20 × 3．90 25～29 全周 3 1 竃 1 人為 土師器，須恵器，刀子カ，不明鉄製品 8世紀前葉

1569 R 7 hO N ＿60 ＿E 方 形 4．45 ×4．40 6 ～18 平坦 全周 3 1 竃 1 人為 土師器，須恵器 8世紀前葉

1570 R 7 g8 N r900－E 長 方形 3．45 ×2．25 18～26
車坦 p′が・〝一部 1 竃1 人為 土師器，須恵器，砥石 10世紀中頃

1571 R 7 h6 N －8 0 －W 長方 形 3．50 ×3．00 5 ～12 平坦 〃〝〝”′ふ部 竃1 人為 土師器，須恵器，鉄鉱 10世紀後半

1576 R 7 hO N ＿9 0 －E 長方 形 3．60 × 2．50 10～ 12 平坦 1 － 竃1 自然 土師器，須恵器，鉄釘，支脚 1鋸酎紗中頃

1578 R 7 i9 N －13 0－W 方形 3．55 × 3．25 36～45 平坦 ”・一部 1 1 竃 1 人為 土師器，須恵器，鉄鉱 ，刀子，炭化材 （篠） 9世紀中葉

1582 S 8 a l N ＿4 0 ＿E 方形 4．25 × 4．15 6 ～16 全周 4 1 －
竃1 人為 土 師器，須恵器 （円面硯し灰粕陶器 8 世紀前～中葉

1583 R 7 g 7 N ＿20 ＿W 長方形 2．95 × 2．50 10～13 自然 土 師器，須恵器，石製支脚 10世紀後半以降

1584 R 8 h l N －880－E 長方形 3．85 × 3．35 11～20 平坦 一部 4 1 1 竃・炉 自然 土師器，須恵器 10世紀後半

1587 S 7 a3 N ＿150＿E 方形 3．45 × 3．30 17～28 平坦 全局 1 竃1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器，砥石 9世紀中葉

1588 R 8 g 2 N ＿0 0 ［長方形］ ［4．40］×は40］
つ

17～28 i

平坦
つ

全周 ！

1

4 ！

1

1 ！

3

」

」

」

」

」

」

」

」

」

1

！

」

」

」

」

」

」

」

一

つ

一

つ

竃1 i

竃 1 ！

竃1 i

竃 1 ！

竃1 i

つ

」

竃1 j

」

竃1 ！

つ

」

竃1 ！

自然 ！

1

人可

自然 i

人為 ！

人為 ！

自然 i

人為 i

人為！

自然 ！

叫

」

」

人為 ！

自然 ！

人為 i

人為 ［

人為 i

人為！

人為i

不明i

土師器，須恵器，鉄釘，鉄淫 10世紀後半以降

1589A R 7 fl
I

N －30 －E 方 形 4．95 ×4．90 平坦 土師器，須恵器，鉄鉱，刀子カ，砥石 （柑橘己前葉

1589B R 7 fl N －1。－E 方 形 4．65 ×4．35 37～42 平坦 全周 4 1 土師器，須恵器，刀子，鉄淳 9世紀前葉以前

1591 R 7 h2 N －180－E 方形 3．20 ×3．15 22～30 平坦 全周 1 土師器，須恵器，土玉 10 世紀前半

1592 R 7 jl N －110－E 方形 4．50 × 4．15 36～48 4 1 土師器，須恵器，砥石 8世紀前葉

1593 T 7 b3 N －88 0－E 長方 形 3．90 × 2．70 10～23 平坦 全周 1 土師器，須恵器，鉄鉱ヵ 10世紀後半以降

1595 T 7 C3 N －9 10－E 長方形 4．60 × 3．00 8 平坦
全可

全可

全可

土師器，須恵器 10世紀

1597 R 7 i8 N ＿10 －W ［方 ・長］ 2．75 ×（1．40） 17～28 平坦
ll 土師器，須恵器 8 世紀中葉

1599 R 7 i8 N －30 －E 方形 3．90 × 3．50 16～32
当 1 土師器，須恵器 8 世紀前葉

1600 S 7 i3 N －10 －W 長 方形 4．40 × 3．95 17～22 平坦 全周
1 1

土師器，須恵器，灰軸 陶器，不明鉄製品 9世紀中葉

1603 R 6 fO N 」。＿W ［方 ・長］ 3．98 ×（2．00） 18へ′25 平坦 治郎
2 ト

土師器，須恵器，刀子，不明鉄製品 不明

1604 R 8 g l N ＿lO ＿W ［長 方形］ 3．58 ×（1．00） 58 平坦
叫

つ

」

全周 i

… 回

3 日

」 」

7 回

土師器，須恵器 9世紀後葉

1606 T 7 C2 N ＿20 ＿W ［方 形］ ［4．60」×し4．05］
－ 土師器，須恵器 9世紀後半

1607 T 7 a2 N ＿9 30＿E ［長方 形］ ［4．45」×し3．25］ － 不明 竃1 土師器，刀子 10世紀後半以降

1608 S　7 i4 N ＿1。＿W 方形 6．20 × 5．80 28～33 平坦 竃1 土師器，須恵器，石製紡錘車，鉄釘ヵ，土製支脚 8世紀前葉

1615 S 6 i4 N －2 C ＿E 方形 3．05 × 3．00 18～25 平坦 全周
… 巨

竃1 土師器，須恵器，土製支脚，刀子，鐙金具，鉄釘ヵ，砥石 9世紀後業

1617 S 7 j3 N －20 ＿E 方形 4．50 × 4．10 10～ 17 平坦
全可

全可

全局！

全域i

部 i

司

4 日
竃 1 土師器，須恵器，鉄淫 9世紀前葉

162 1 Q 8 c l N ＿80 ＿E ［方・長 ］ 4．60 ×（3．18） 12～28 平坦
2 「

竃1 土師器，須恵器，刀子，鍵カ 8世紀中葉

1622 T 6 a4 N －17。＿E 方形 4．85 × 4．70 22～38 平坦
4 i l

竃 1 土師器，須恵器，石製紡錘車，刀子 8 世紀中～後葉

1623 S 6 j当 N ＿1c ＿W 方形 ［
3．60 × 3．60 i

22～30　－平坦 4 l 竃 1
土師器融 器，灰鯛 器，鉄釦　　 i

9 世紀中葉

1624 S 6 j3 N －14㌔E 方形 2．90 × 2．90 14～28　W
1 1

竃 1 土師器，須恵器 9 世紀前葉

1626 T 6 b3 N －140－W 方 形 4．05 × 3．95 2 平坦
4 回

竃1 土師器，須恵器 8世紀前葉
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菅

プア

i

主軸 方向 平面形
規模 （m ）

戊 軸×短軸ラ

壁 高

（cm ）

i

床滴

内　 部　 施　 設
長 ＋＋

i

肛 上遺物

［

備考

（時期）了

［
1627 T 6 C2 N －90㌔E ！ 長方形 各40 x ま50 8 ～10 平坦 …′一部

」 …
1 ［竃1〕i 1腫 紀

ミ

1628 T 6 C2 N －90㌔E 長 方形 5．35 ×3．65 10～18 平坦
」 …

3 竃1
恒

土師器，須恵器，灰粕 陶器，鉄淫 10世紀後半

1629 T 7 g O N －lO ＿E ［長 方形］ r　　 は　　 rl 10
」 …… i人為

土師器，須恵器，柘羽 目 10世紀後半以降
L3．30」 L2．13」

1631 T 8 h 2 N －9 80＿E 長方 形 4．30 × 3．40 5 平坦 ∴部 竃l …人為

】

土師器，須恵器 不明鉄製品 10世紀前半

1632 T 8 h4 N ＿10 ＿E ［方・長］ 3．00 ×（1．35） 8 平坦 竃1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，刀子，鉄鉱 10世紀後半以降

1633 T 7 h9 N －1㌧ W ［方・長］ 3．10 ×昔22］ － 平坦
㍉ 「

竃1
［土師器 甘 ，須恵器 輝 蓋骨 釦

l
10世紀以降

1634 T 7 hO N －87 0－E ［方・長 ］ 「　 1 「ワ　rl
－

不明
一 一

窺1

i

土師器 10 世紀後半以降
L3．90」×L】．13」

1636A T 7 gO N －OG ［方・長 ］ 4．05 ×ぼ35．） 2 ～10 全周 2 1 人為 土師器，不明鉄製品 10世紀後半以降

1636B T 7 g O N －00 ［方 ・長 ］ 4．05 ×ほ．35ラ 25～28 段差 “…一部 土師器，須恵器，鉄釘 10世紀後半以降

1637 T 8 h 3 N －10 －W ［方 ・長］ ［6．55］×鉦頼 30 1 1 1 自然 土師乳 須恵器，鉄鉱 ，不明鉄製品，鉄淫 8 世紀中～後楽

1638 T 8 h 4 N r90 －W 方 形 7．70 × 7．10 20～24 全周 4 1 7 竃 1 人為 8世紀前葉

1639 T 8 j7 N ＿1。－E ［長方 形］ 4．90 ×［4．30］ 〕 平坦 竃1 人為 土師器，須恵乳 不明鉄製品 1（津摘己

1640 T 8 j7 N ＿9 仁 E ［長方 形］ ［3．95］×3．40 2 ～ 7 平坦 竃1 人為 土師器，須恵器，不明鉄製品 石製支卿 1伸雄己後半以降

1641 T 8 j5 N グ ーW 方形 7．00 × 6．70 18～29 4
‡

1 14
i
竃 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，刀子，鉄鉱，婁ヵ 9世紀中葉～後楽

1642 T 8 b l N づ6 0－E ［方形 ］ ［3．50］×3．20 5
［

凹凸 MWハム一部 竃t炉 人為 土師器，須恵器，鉄釘ヵ，不明鉄製品 10 世紀後半以降

1643 U 8 f3 N －6 0 －W 方形 4．00 × 3．95 〇 平坦 全周
l

1 竃 1 自然 土師器，須恵器 9世紀 中葉

1646 U 8 e 3 N ＿88 。＿W ［長 方形］ L3．90］×［3．50」
－

竃1 土師器，須恵器 8世紀

1647 T 8 j3 N W3㌧ W 方形

i

5．85 ×5．35 12～34 4 1 2 竃 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器誹 子，鉄鉱 錠尾カ 9世紀前葉

1648 T 8 j2 N ＿が ∴W 長 方形 5．60 ×4．75 30～41 平坦 4 1 竃 1 人為 土師器，須恵乳 鉄鎌 ，婁ヵ 8 世紀後楽

1649 U 8 a3 N －170－W 長方 形 8．65 × 7．15 20～32 平坦 6 1 竃 1 人為

土師器，須恵器，刀子，鉄鉱 鉄鎌，不明鉄製品 石製紡

錘車，尉 ヒ種子 （桃ラ

8世紀前葉

1651 V 7 b8 N －190藁 方形 3．80 × 3．60 40～46 平地 全周 1 竃1 自然 土師器タ須恵器，鉄鉱，鉄鎌，火打金，刀子，不明鉄製品 8世紀中葉

1652 U 7 j7 N －18 0－E 方形 3．20 × 3．15 5 ～52 平坦 全周 4 1 竃 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器，土製支卿，刀子 8世紀中葉

1653 V 7 a3 N －20 0－E 方形 3．35 × 3．20 15～32 平坦 ．一一一一部 1 3 竃 1 自然 土師器，須恵器 8世紀後葉

1655 U 7 j6 N －82 0－W ［方形］ 2．70 ×（2．30） 12～42 全周 3 竃1 人為 土師器，須恵器 8世紀前葉

1656 V 8 d 3 N －00 ［方 ・長 ］ 3．30 ×（2．05） 10
1

4 ！

」

」

」

」

2

」

竃 1 ！

竃1 i

可

叫

人可

叫

叫

人為i

叫

叫

叫

自然 ！

叫

土師器，須恵器 9世紀後楽以前

1657 V 8 d l N ＿25。＿E ［方 ・長］ 5．20 ×（′3．80） 30～45 平坦 全周

l

土師器，須恵器 8世紀前葉

1658 V 8 d 3 N ＿100＿E 方形 4．05 ×3．95 25～48 平坦
4 i

1

2 i

一

つ

一

つ

4 i

」

」

」

」

」

1 1 土師器，須恵器，灰粕 陶器，鉄鉱 9世紀後葉

1659 V 8 C2 N －630－W 方 形 3．90 ×3．80 15～32 1

1

一つ

」

1

1

土 師器，須恵器 8 世紀中葉～後楽

1660 V 8 C3 N ＿250＿E ［方 ・長］

i

（4．3鋸×（2．10）

5 ！

平坦

強

… ！

”′′”灘 ！

一可

竃l

i

土師器，須恵器，紡茎

8世紀後半～

9世紀前半

10世紀後半以降1661 T 7 f9 N ＿2 0 ＿W ［方・長］ 2．6　×細．90） 平坦 竃1 土師器，須恵器，刀子

1662 U 7 h3 N ＿22 0＿E ［方・長］ 3．60 ×（3．15j 10～20 平坦 竃1
f

土師器，須恵器言二製 支脚 8世紀前葉

1663 U 7 j4 N ＿240＿E 方形 3．55 × 3．50 15～30 平坦
1 ト

竃1 土師器，須恵器，刀子，手鎌，鉄鉱 8世紀中葉

1664 V 7 jO N －180－E ［方形］ は60］×［3．30］ 30 平坦 げY一部
」 …

竃1 土師器，須恵器土 製支卿

l

10 世紀前半

1665 V 8 e2 N －520－E 方形 4．90 × 4．65 50～70 平坦 ′ノーヤー一部
1 日

＝且

つ 」

」 」

一十 つ

‖ 」

竃1 土師器，須恵器，鉄淳 8世紀中～後葉

1666 V 8 e3 N ＿24㌔E
［方 癌 ‖

3．60 ×（3．20） 25～70 平班 ［
叫

寸

N・一可

叫

ヨ
竃1

自ノ然 ！

人為 i

」

人為i

日縮乳須恵器 9世紀後葉

1668 U 7 h 9 N ＿0 0 ［方 ・長］

：
3．70 ×（1．95） 15～30 平坦 竃1

土師器，須恵器，増 支卿戯 凱 不順 製品 i

！

摘 器，須恵器　　　　　 i

8世紀中葉

1670 ！

16可

V 8 e2 i

V 8 f3 i

相 可

N －24 0－E i

長 方形 ！

［方 虜 ］ i

4・00．×3・40 i

（2・7腑 可

25 ！

50 i
i

平坦 i

叫

竃1

竃1

8 世紀中頃

9 世紀中葉

1674 T 5 d6 N ＿2 50－E 方形 2．90 × 2．80 60 平坦
全周 ！

土師鼠 須恵鼠 灰粕 陶器，瓦，鉄鼠 軋 炭化物 （笹ラ 10世紀前半
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